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　プロローグ







「──ついに見つけたよ、綾あや瀬せ川がわここ！　いや、このデスゲームを引き起こした元げん凶きよう──〝ゼロ〟！」

　どーんっ、と効果音でもなりそうなほど、力強く指を差してきたのは、両こめかみ部から二本の角つのを生やした、見た目一〇代半ばくらいの美少女だった。

　健康的に焼けた淡たん褐かつ色しよくの肌はだに、くりっと大きな瞳ひとみが映はえる端たん整せいな顔立ちと、それらを包む青みがかった銀ぎん髪ぱつ。

　通常よりも一回り大きく表示されたガントレットとグリーヴは、彼女のアバターが〝ドワーフ〟であることを如によ実じつに物語っており、事実、装よそおいも重装備しか扱あつかえないドワーフらしく、肌の露ろ出しゆつは多めだが、守るところはしっかりと守られていた。

「ほえ？」

　突とつ如じよそんなことを言い放ってきた少女に、当然、ミナトたちは驚おどろきを隠かくせずにいたのだが、中でも少女にがっつりと指を差されている、お胸の大きなエルフの少女ことココは、状じよう況きようがまるで理解出来ていないようで、ぽかんと口を半開きにしていた。

「とぼけたって無む駄だだよ、綾瀬川ここ！　こんなことが出来るのは、天才プログラマーの君くらいなんだからね！　わざわざ〝ゼロ〟なんて偽ぎ名めいまで使ったようだけど、さすがに永遠のライバルであるわたしの目までは欺あざむけなかったようだね！」

「え、あの……」

　そう声を張り上げ続けてくる少女だが、やはり彼女の言っている意味が分かっていないのか、ココはおどおどと困こん惑わくしている様子だった。

　なお、先ほどから少女の話に出てくる〝ゼロ〟とは、このＶＲＭＭＯＲＰＧ──《サバイバルアーツ・オンライン》をデスゲームと化し、今までに四〇〇〇人以上のプレイヤーたちを死に追いやった張本人である。

　デスゲームが実じつ施しされることになった正式稼か働どう日当日、《招待状》なる通知を全プレイヤーに送ってきたのだが、それ以降の消息は不明で、スローライフに忙いそがしかったミナトは、正直、その存在すら忘れていたほどであった。

　が、そのゼロがココだと少女は言った。

　まるでリアルのココを知っているかのような口くち振ぶりで、かつ自らの身分を〝永遠のライバル〟だとまで称しようして。

「とりあえず落ち着けよ。お前の言う〝ゼロ〟ってのは、あの〝ゼロ〟で間ま違ちがいないんだよな？　《招待状》の」

「当たり前でしょ！　他にどの〝ゼロ〟がいるって言うのさ!?」

　よほど感情が高ぶっているのか、少女はムキになって返してくる。

　だがいきなり仲間を疑われれば、当然、黙だまってなどいられるはずもない。

「ちょっとなんなのよ、あんた。ライバルだかなんだか知らないけど、人の連れを勝手に犯罪者呼ばわりしないでよね」

　真っ先に反論したのは、猫ねこ目めで気の強そうな面つら構えの美少女だった。

　ミナトたちの仲間でもある女ビースト──ヒノカである。

「確かにココは、ちょっとあれなところもある鈍どんくさい子だし、いっつもミナトミナトってうっとうしいことこの上ないわ。胸の脂し肪ぼうもやたらと自じ慢まんしてくるし」

「え、今私庇かばわれてるんですよね!?」

　がーんっ、とショックを受けるココだが、ヒノカは続けてこう言った。




「──でも、この子は人を傷つけるようなことは絶対にしないわ」




「ヒノカさん……」

　うるうるとココが感極きわまって涙なみだしていると、横からそこに同調する声が上がった。

「確かに。少なくとも、我らの知るココは、デスゲームを起こして大多数の人々を死に追いやるようなやつではない。人違いではないのか？」

　ヒノカと同じく仲間の一人──女フェアリーのシーナだ。

「シーナさん……」

　ココの視線にこくりと頷うなずいたシーナは、いつもの寝ね惚ぼけ眼まなこで少女を睥へい睨げいする。

「ぐっ……」

　さすがに数の不利を感じたのか、少々狼狽うろたえている様子の少女だったが、

「で、でもこれを聞いても、まだそんなことが言えるかな？」

　と、何やら隠し球があるかのように薄うすい胸を張った。

「「「「……？」」」」

　その発言に、ミナトたちが訝いぶかしそうな顔をしていると、彼女はかっと両目を見開いてこう告げた。




「──わたしはね、このゲームを運営している会社の社員なんだよ！」




「「「「──っ!?」」」」

　それを聞き、ミナトたちの顔も驚きよう愕がくに強こわ張ばる。

　真実のほどは定さだかではないが、まさかこのバーツこと《サバイバルアーツ・オンライン》の運営に属する人間と出会うとは……。

「ふっふっふっ、さすがに驚いているようだね。ならばそろそろ自己紹しよう介かいといこうか。わたしの名前は天てん道どうたまね。ここでは〝タマネ〟のネームでログインしている、ちょっとおちゃめな花の一八歳だよ！　よろしくね！」

　にぱっとウィンクし、親指を立ててくる少女ことタマネ。

　あの見てくれでミナトと同い年ということも驚きだが、それ以前に、ココを糾きゆう弾だんしてきたにもかかわらず、笑え顔がおでよろしくねと言われてしまったのだ。

　さすがのミナトたちも、どう反応してよいものかと顔を見合わせていた。

　すると、タマネはさらにココのゼロ疑ぎ惑わくを確かなものとするため、自身の持つ情報を惜おしげなく晒さらしてきた。

「というわけで、わたしはそこの〝綾瀬川ここ〟の同どう僚りようにあたるわけだけど、〝天才プログラマー〟と呼ばれた彼女の噂うわさは常々聞いていたから、入社後にそれはそれは色々と競きそい合ったものだよ」

　まあ、わたしの全敗だったんだけど……、と小声で付け足すタマネ。

「でも、それだけ彼女の後を追い続けたんだ。間違うはずなんてないし、わたしがこの状況で噓うそを言ったところで、なんのメリットもないのは分かるよね？　だから断言するよ！　ちょっと雰ふん囲い気きが変わったような気はするけれど、その子は間違いなく〝綾瀬川ここ〟──つまりは〝ゼロ〟だってね！　そしてわたしは同僚として、彼女の悪行を止めに来たんだ！　これ以上の罪を重ねないように！」

　再びどーんっと指を差し、タマネは自身の言葉を後押しする。

「へ、へえ……」

　腕うでを組み、一いつ瞬しゆんそう強気な反応を示すヒノカだが、でたらめかと思っていたタマネの話が、意外と真実味を帯びてきたことで、さっきまでの自信が揺ゆらいだのだろう。

　つー、とココから距きよ離りを取り始めた。

「ちょ、ヒノカさん!?　無言で離はなれないでくださいよぅ!?」

「ふむ、短い付き合いだったな」

　──つー。

「シーナさんまで!?　ど、どうして二人とも離れていくんですかぁ～!?　ふえぇ～、ミナトさぁ～ん!?」

　ヒノカたちに見捨てられたココは、最後の希望であるミナトのもとへと、泣きながら駆かけてくる。

　これにふっと微笑ほほえんだミナトは、ココの肩かたにぽんっと手を添そえながら言った。




「──自首しろ、ココ」




「ええっ!?　ちょ、私は無実ですよぅ～!?　信じてください、お代官さまぁ～っ!?」

　ミナトの腰こし元もとにしがみつき、ココが涙ながらにそう懇こん願がんしてくる。

　誰だれがお代官さまだ……、とミナトが半眼を突つき刺さしていると、ココは頰ほおを擦こすりつけながら感情を爆ばく発はつさせた。

「ふえぇ～、私本当に何もしてないんですよぅ～!?　なのに自首なんてしたら、ミナトさんと離れなくちゃいけなくなるじゃないですかぁ～!?　そんなの絶対に嫌いやですぅ～!?」

「わ、分かった分かった。今のは俺が悪かったから、機き嫌げんを直してくれ。なっ？」

　軽い冗じよう談だんのつもりだったのだが、ココが思いのほかショックを受けていたことを知り、ミナトはその小さな頭を撫なでつつ、必死に彼女を宥なだめる。

「うぅ、じゃあキスしてくれたら許してあげます……」

　すると、ココは上目でそう言った後、頰に朱しゆを散らしながら、そっと瞳を閉じた。

「……」

　その様子を無言で見つめていたミナトは、再度口元を和やわらげてから、ココをくるりと半回転させ、




「──というわけだ。後は任せたぞ、ヒノカ」




　距離を取りつつあったヒノカに、全すべてをバトンタッチした。

「ちょ!?　なんであたしがココとキスしなくちゃいけないのよ!?」

「そ、そうですよ!?　ここは傷心のワイフを優やさしく抱だき締しめるところでしょう!?　ほら、早く〝ぎゅっ〟てしてください！　ぎゅ～っ！」

　──ベキッゴキャッメリッグキッ！

「ぎえええええええええええっ!?　だ、だからお前はもう少し力加減をぎょおおおおおおおおおっ!?」

「まったく何をやっているのかね、君たちは……」

　と、ミナトたちが騒そう々ぞうしくしていれば、絶賛放置中だったタマネが、少々苛いら立だった様子で声を荒あららげてきた。

「ちょ、ちょっと何そっちで楽しくやってるのさ!?　わたしも交ぜ……じゃなくて！　とにかくわたしを無視しないでよ！　っていうか、その子は大量殺人犯なんだよ!?」

「いや、そう言われてもなぁ……」

「うぅ、私何もしてないのにぃ～……」

　未いまだしくしくと涙目のココに頰を搔かき、ミナトはタマネに対して問う。

「で、こいつが本当に皆みなを殺すようなやつに見えるか？」

「そ、そりゃ今は見えないけど……。で、でもそれだって演技かもしれないでしょ！」

「演技ねぇ……。少なくとも、今まで一いつ緒しよに過ごしてきたから言えるんだが……こいつ、噓うそ吐つくの超ちよう下手くそだぞ？」

　盗ぬすみ食ぐいを隠かくすために、割と本気で吹ふけない口笛をふひゅふひゅするようなやつである。

　そんな不器用なやつが、こんなにも感情を剝むき出しにして無実を訴うつたえるだろうか。

　本当にココがゼロであるならば、それこそ「な、なんのことです？　わ、私はゼロさんなんかじゃありませんよ？　ふひゅふひゅ～」とあからさまな弁解をしてくるはずだ。

　だってミナトたちの知るココは、そういうちょっとお馬ば鹿かで憎にくめない少女なのだから。

「だ！　か！　ら！　そうやって君たちに取り入って、さも自分は関係ないかのように振ふる舞まうのが、ここちゃ……いや、ゼロのやり方なんだよ！」

「うーん、なら教えて欲しいんだが、こいつが本当にゼロなら、なんで俺たちは今無事なんだ？」

「えっ……」

　ミナトの呈ていした疑問に虚きよを突かれたのか、きょとんとするタマネ。

「いや、だって考えてもみろよ？　もしこいつが本当に四〇〇〇人以上の大虐ぎやく殺さつをやらかした、冷れい酷こく非道なゼロ本人なら、正体に感づかれた瞬間、間違いなく俺たちは殺されてるぞ？　とくにお前はあれだけ騒さわいでいたんだし、真っ先にあの世行きだな」

「わ、わたしが真っ先にあの世行き……？」

　さあっと一瞬にしてタマネの顔から血の気が引く。

「ああ、一いつ切さい躊ちゆう躇ちよなく殺やられるだろうな。もう首がぽーんって感じで」

「く、くくく首がぽーん……っ!?」

　タマネが青ざめた顔でぷるぷると震ふるえ出したことを確かく認にんしたミナトは、




「──あ、ゼロ！」




　と、突とつ如じよ彼女の背後を指差しながら大声を上げた。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁ──……」

　当然、恐きよう怖ふが身体からだを支配していたタマネは、それはもう大絶ぜつ叫きようを轟とどろかせた後、ぽてりと気絶してしまった。

　その顔は、白目の上に鼻水が垂れているという、美少女にあるまじきものだった。










　一章　パーティーメンバーを募集しよう







　時は少々前に遡さかのぼる。

　このデスゲームと化したＶＲＭＭＯＲＰＧ──《サバイバルアーツ・オンライン》に閉じ込められてから、早二ヶ月近くが経たったある日のこと。

　無事マイホームを完成させたミナトたちは、これを存分に活用し、今もこの日の活動を終え、就しゆう寝しんの時間を迎むかえていたのだが、




「──えへへぇ～、ミナトさぁ～ん……むにゃむにゃ……」




「……はあ」

　ミナトの隣となりでは、何な故ぜかココが満足そうな顔で、文字通り夢心ごこ地ちに浸ひたっていた。

　もちろんここはミナトの部屋で、ココにもきちんと自室が用意されている。

　にもかかわらず、ココはミナトのベッドに入り、彼の腕をその豊満な胸でぎゅっと包みながら、すやすやと眠ねむりに就ついていたのである。

　確かにマイホームが出来る以前は、宿暮らしの中、寝ね惚ぼけてミナトのベッドに入ってくることも多々あった。

　ミナトも、マイホームが完成するまでの辛しん抱ぼうだと割り切り、理性に多大なるヒビが入りつつも、なんとか我が慢まんを貫つらぬき通したのだ。

　が。

「はうぅ～……えへ、えへへ……すぴー……」

「……」

　現状、この有り様である。

　ココは美少女な上に胸も大きいし、それ自体が嫌なわけではないのだが、いくらゲームの中とはいえ、このバーツは、現実と同じようなことが自然に出来る──言わば、〝ちょっとした異世界にでも行ったような感じ〟のゲームなのだ。

　当然、今も抱かかえられた腕からは、むにゅりとよろしくない感かん触しよくが伝わっているし、彼女の髪かみからも、花のような甘い匂においが漂ただよってきている。

　こんなリアルなゲームで、それこそお年とし頃ごろの男女が同じベッドで寝るなど、普ふ通つうに考えて理性が持つはずがない。

　その限界を超こえ、這ほう這ほうの体ていで辿たどり着いたはずのマイホームでも、以前と変わらぬ添い寝状態に陥おちいってしまったのならば、一体ミナトはどうすればよいのか。

　これはもう全ての欲よく望ぼうを解き放ち、本能の赴おもむくまま、美お味いしく戴いただくしかないのではなかろうかと本気で考えていたミナトだったが、




「──う～ん……さすがにパンツはやらんぞ、ミナト～……すー……」




「……」

　増えた。

　何故増えたのかも分からぬうちに、もう一人添い寝要員が追加されているではないか。

　腕うでを抱え込むココとは違ちがい、件くだんの追加要員ことシーナは、ミナトの身体をぎゅっと抱き寄せるように、静かな寝息を立てていた。

　しかも聞いた感じ、彼女の夢の中では、ミナトがそのパンツを欲ほしがっているようだ。

　どういう夢を見ているのかはさておき、この状じよう況きようは一体なんなのか。

　右にはおっぱい、左にはちっぱい──そのどちらからも漂う甘美な香かおりが、ミナトの鼻び腔こうをくすぐり、鼓こ動どうの高鳴りは一向に治まる気配を見せない。
















「うん、もう諦あきらめよう……」

　さよなら快かい眠みん……、と内心黄昏たそがれたように呟つぶやき、ミナトはやはり寝不足のまま、次の日の朝を迎えることになるのだった。




「はい、どうぞ～。あ～ん♪」

　と、木製のスプーンで掬すくったスープを差し出してきたのは、言わずもがな、ミナトの嫁よめキャラを自じ称しようするココである。

　朝食時。

　全員がテーブルに着き、揃そろって食前の挨あい拶さつをすると、何を思ったのか、ココが自分のスープをスプーンで掬い、ミナトの方へと向けてきたのだ。

　恐おそらくは、食べさせようとしてくれているのだろう。

「「……（じー）」」

　しかし今はヒノカとシーナの前である。

　もちろん二人がいなければいいというわけではないのだが、如何いかんせん視線が痛い。

「い、いや、自分で食べられるから……」

　ゆえに、ミナトはそうご遠えん慮りよを申し上げるも、ココは一切引かず、笑え顔がおでずいっとスプーンを進めてきた。

「ほら、冷めちゃいますよぅ～？」

「いや、だから……」

「はい、あ～ん」

「あ、あ～……」

　ミナトがココの押しに負けそうになり、仕方なく口を開け始めると、

　──ぱくっ。

「ああっ!?」

　横からシーナがこれを咥くわえていった。

「ちょ、何してるんですかシーナさん!?　っていうか、私のスプーンを放してくださいぃ～!?」

「……もぐもぐ……」

　ぐいっとスプーンを引っ張るココだが、シーナは相変わらずの寝惚け眼まなこで、もごもごとこれに食らいついており、馬ば鹿か力ぢからで有名なココでも、なかなか引き剝はがせなかったようで、

「──きゃうっ!?」

　ちゅぽんっ、とスプーンが抜ぬけた時には、勢い余ってイスから転げ落ちてしまった。

「きゅう～……」

「おい、大だい丈じよう──」

　と声をかけたところで、ココのスカートがめくれ上がっていたことに気づいたミナトは、ピンクの下着が脳のう裏りに焼き付いたまま、すっと視線を逸そらす。

　が、その先でヒノカと目が合い、

「このスケベ」

「ぐっ……」

　そう半眼を向けられ、ぐぬぬと唇くちびるを嚙かみ締しめたのだった。




　そんなアクシデントなどがありつつも、朝食を摂とり終えたミナトたちは、《フォート》の飛行船乗り場から、最近到とう達たつしたばかりの〝港街〟──《リフル》へと赴いた。

《リフル》は炭鉱の街──《マイン》の次の街であり、淡たん水すい系の《カナル》とは違い、海水系の漁業が盛さかんな街である。

　街の三分の一を占しめる港には、大小様々な船が停てい泊はくしており、ここを起点として、いくつかの大陸や島などに行くことが出来るという。

　つまりここからは、一本道だった今までの道のりとは異なり、どこへ行くのも自由──攻こう略りやくの場が〝世界〟へと広がっていくのだ。

　もちろんそれ相応のクエストをクリアしないと、航路は開放されないため、色々と制限はあるのだが。

「わあ！　まるで宝石みたいですぅ！」

「だな。人も少ないし、思いきり遊ぼうぜ」

「はい！」

　ともあれ、そんな港町の《リフル》だが、まったくと言っていいほど攻略を急いでいないミナトたちにとっては、ただの海が綺き麗れいな街である。

　ゆえに、〝海〟といえばということで、港近くにあったこの砂すな浜はまへと、水遊びに来たというわけだ。

　天気は快晴──日光の照りつける砂浜は、まるで雪原のように真っ白で、打ちつける波のリズムが、心地よく辺りに響ひびき渡っていた。

　まさに絶好の海日和びより。

　こんな日に遊ばなくて、一体いつ遊ぶというのか。

　今がデスゲームの真っ最中だということも忘れ、ミナトたちは、各おの々おのこの日のために用意した〝水着〟へと装備を切り替かえる。

　と──ぼよよんっ。

「うおっ!?」

　突とつ如じよ目の前に特盛りの果実が二つほど突つきつけられ、ミナトは目が釘くぎ付づけになった。

「ど、どうですか……？」

　果実の持ち主は、もちろんココである。

　彼女はピンクを基調とした、ビキニタイプの水着に身を包んでいたのだが、胸むな元もとの布地があきらかに小さく、今にも溢こぼれそうになっていた。

「お、おう、よく似合ってるぞ……うん」

　努めて冷静を装よそおいつつも、ミナトはごくりと生なま唾つばを吞のみ込む。

「えへへ、ありがとうございます」

　ミナトの言葉が本当に嬉うれしかったのか、ココはほんわかと無む垢くな微笑ほほえみを浮うかべた。

　そんなココに、ミナトがどきっと鼓動を高鳴らせていると、

「ふふ、どう？　あたしの生水着を見られるなんて、あんた、最高についてるわよ？」

　ヒノカが自じ慢まんの美び脚きやくをざっと前に出し、華か麗れいにポージングを決めた。

　水着はパレオ付きの真っ赤なビキニで、どこのセレブかは知らないが、つば広の麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶっている上、サングラスまで着用済みだった。

「その自信は一体どこから出てくるのだろうな。まあ、私の水着姿には敵かなわんだろうが」

　そう淡たん々たんと言いながら、最後に現れたのは、妙みようにスク水と浮き輪が似合っているシーナだった。

　スク水の胸元には、ちゃんと〝しいな〟とひらがなで書かれた白い布が貼はってあり、制作者のこだわりが容易に窺うかがえる仕様であった。

　シーナのスク水姿を見たヒノカは、ぷぷっと笑いを堪こらえながら言う。

「確かによく似合ってるじゃない。とっても可愛かわいいわよ──小学生みたいで」

　──びきっ。

「誰だれが小学生だ。そういう君は、Ｂ級映画の冒ぼう頭とうで、サメに食われる頭の悪そうな女学生みたいだな」

　お～の～へるぷみ～、とシーナが棒読みでそれらしきシーンを再現していると、煽あおり耐たい性せいの低いヒノカは、当然、これに突っかかった。

「だ、誰が頭の悪い女学生よ!?　この幼児体型ロリビッチ！」

「よ、幼児体型ロリビッチ!?　せめてどっちかにしろ、この歩く危険物！」

「「ぐぬぬぬぬ……っ」」

「お前らなぁ……」

　海に入る前から不ふ穏おんな空気を作る両者に、ミナトががっくりと肩かたを落としていると、隣となりで佇たたずんでいたココが、すっと二人の前に出て言った。

「まあまあ、お二人とも落ち着いてください。どちらにせよ、その小さなお胸では、私の豊満な水着姿には敵わないんですし」

「「……」」

　そう言って、ぶるんっと自慢の巨きよ乳にゆうを弾はずませたココに、じっと半眼を向けていた二人だったが、やがて無言で頷うなずき合い、

　──がしっ。

「えっ!?　ちょ、何をするんですか、ヒノカさん!?」

　ヒノカがココを後ろから拘こう束そく──前に回り込んでいたシーナは、ゆらりと何やら構えたかと思うと、

「──あたたたたたたたたたたたっ！」

　両手の人差し指で、ココの胸を突っつき始めた。

「きゃ、きゃふぅ～!?　や、やめてくださいぃ～!?」

　当然、身を捩よじって抵てい抗こうするココだが、シーナの攻こう撃げきは容よう赦しやなく続く。

「この！　少しは！　萎しぼめ！」

「ふえぇ～!?　やめてくださいぃ～!?」

　もちろんそんなことをしたところで、あの暴力的な胸が萎むはずもないのだが、何か恨うらみでもあるのか、シーナは一心不乱にこれを燃焼させようとしていた。

　が──ぼよよんっ。

「──はうあっ!?」

　ココが身を捩ったせいで、胸が上下左右に暴れ、それが突き出そうとしたシーナの指先に直撃──彼女の右人差し指は、乾かわいた音を立てながら、あらぬ方向へと曲がってしまった。

「～～っ!?」

〝-2〟のダメージ表示を浮かばせ、ぴくぴくと悶もん絶ぜつするシーナに、ミナトは何をやっているのかと再び肩を落とすのだった。




　その後、気を取り直して海水浴、ビーチバレー、スイカ割りと海を満まん喫きつしたミナトたちは、砂浜に立てたパラソルの下で、スイカ割りで割れた〝スイカップル〟を、皆みなで食べることにしていた。

「あ、美味しいですぅ～」

「そうね。適当に市場で買ったにしては、なかなか美味しいじゃない」

「うむ。やはり買う際に音を確かめたのがよかったのだろうな」

「おう、身体からだに染しみるぜ」

　スイカ割り後なので、形は不格好だが、しっかりと熟うれた〝スイカップル〟は、とにかく甘みが強く、一同の頰ほおも緩ゆるんでいるようだった。

『キュッ！』

　それはペットのマッシュルーレット（高級食材）──マル子も同じで、はむはむと一心不乱にがっついていた。

「そういえば、ちょっと相談があるんだが……」

　最中、ミナトは皆に対し、ある提案をする。

　以前から、少し考えていたことがあったのだ。

「あ、はい。なんでしょう？　ま、まさかついに子どもを!?」

　驚おどろきつつも、期待に満みち溢れた顔をするココを華麗にスルーし、ミナトは続ける。

「ほら、《マイン》からここに来るまで、結構苦労しただろ？」

「え、完全無視!?」

　がーんっ、とショックを受けている様子のココに、ミナトは淡々と答えた。

「いや、だってなんか面めん倒どうそうだったし」

「面倒!?　可愛い新妻に向かって、〝面倒〟とはどういうことですか!?　まさかの倦けん怠たい期ですか!?」

　ココがぷんすか頰を膨ふくらませていると、シーナがふっと笑いながら言った。

「短い夫ふう婦ふ生活だったな」

「ちょ!?　勝手に終わらせないでくださいよぅ!?　何嬉しそうにしてるんですかぁ!?」

　両目をぎゅっと閉じて抗こう議ぎしてくるココに、シーナはさらに柔にゆう和わな口調で告げる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。またいい男に出会えるさ」

「だ、だからどうしてすでに終わった感じなんですかぁ!?　私たちの戦いはこれからなんですからねっ！」

「いや、なんで無む駄だに打ち切り漫まん画がっぽいのよ……」

　ヒノカが呆あきれたような視線を向ける中、ミナトは苦笑いを浮かべつつ、話を進めても構わないかを尋たずねる。

「うぅ、どうぞぅ～……」

　すると、ココは涙なみだながらにそう頷き、

「ああ、すまん。続けてくれ」

「右に同じよ。で、何かしら？」

　と、残りの二人も別段構わないようで、これらを確かく認にんしたミナトは、改めて〝提案〟を語り始めた。

「──よし。じゃあ続けるけど、さっきも言ったように、《マイン》からここに辿たどり着くまで、結構しんどかった気がするんだ。要は〝戦力不足〟ってやつだな。まあ俺たちの目的は、この世界でまったりと過ごすことだし、だったら別に戦力の補強は必要ないんじゃないかって気もするんだけど、でもそれだと、この先のエリアに行くことは諦あきらめなくちゃいけない。少なくとも、本当に安全なルートが確立されるまではな」

「なるほどね。でもそれってつまらなくない？」

「つまらない、ですか？」

　小首を傾かしげるココに、ヒノカは「ええ」と頷く。

「だって〝本当に安全なルートだけ通る〟ってことでしょ？　次のエリアくらいまでなら、それでも少しは探たん索さく出来るかもしれないけれど、先に行けば行くほど、街以外の場所には行けなくなるのよ？」

「あ、なるほど……」

　ヒノカの説明に、ココも納なつ得とくがいったのか、神しん妙みような顔つきになる。

　確かにいずれは攻こう略りやく組などの働きにより、安全なルートが確立されることだろう。

　だがそれは単に〝安全〟なだけ──つまりそのエリアを探索することは出来ず、ただの〝道〟としか見ることは出来なくなるのだ。

　果たしてそれが楽しいのか──ヒノカはそう言っているのである。

　もちろん先の街へ行けば行くほど、強いモンスターも現れるし、それらの素材を誰かが手に入れ、いつかは露ろ店てんにも並ぶと思う。

　しかしそれではいつまで経っても人任せだし、何より、ミナトは自分で色々なことをするのが好きで、このゲームを始めたのである。

　ゆえに、ミナトはそれらを自らの手で行えるよう、今回の提案をすることにしたのだ。

「そうなんだ。俺個人としては、やっぱり自分の足で色々なところを回りたいし、せっかくだから、皆で新しい街にも行ってみたいと思っている」

「そうですね！　私も皆さんと一いつ緒しよに行ってみたいです！」

　両手を胸元でぐっと握にぎるココに、ミナトの口元も和やわらぐ。

「おう。だから出来れば、ここら辺で戦力を補強しておきたいと考えていてな。ちょうど二週間後に、ギルドの〝マッチングイベント〟ってのがあるらしくて、攻略組や、別のパーティーに参加してみたいっていうプレイヤーたちが、一堂に集まるらしいんだ」

「なるほど。それを利用して、新しいメンバーを募ぼ集しゆうしようというわけだな？」

「ああ、そういうことだ。まあこの時期にもなると、もうパーティーを組んでいるやつらがほとんどだとは思うけど、それでもまだソロプレイヤーたちはいるし、中には物好きなやつらもいるかもしれないだろ？　だからどうかなってさ」

　そうミナトが提案すると、真っ先にココが「私はいいと思いますっ」と理解を示してくれた。

「ミナトさんが必要だと判断したのなら、きっとそうなんだって信じていますから」

「おう、ありがとな」

　にこり、と微笑ほほえむココに、ミナトも相そう好ごうを崩くずす。

　すると、残りの二人からも賛同の声が上がった。

「まあ仕方ないんじゃない？　そりゃこの《アルティメット・エレメンタラー》のあたしがいる以上、新しい戦力なんて必要ないとは思うのだけれど、でも真のパートナーは遅おくれて現れるものだからね。前座くらいいてもいいんじゃないかしら？」

「お、おう」

　前座……？

「というわけで、今回は特別に許可してあげるわ。ありがたく思いなさいな」

「そ、そうか。まあ、サンキューな」

　と、ヒノカに礼を言えば、次いでシーナも頷いてきた。

「そうだな。私も別段構わないと思う。もちろん私の〝定位置〟を奪うばわないというのが条件だがな」

「お、おう、分かった。お前もありがとな」

「ああ」

　ちなみに、彼女の言う〝定位置〟とは、ミナトの〝肩かたの上〟である。

　肩かた車ぐるまの体勢でここに上り、ミナトの頭をホールドして夢心ごこ地ちに浸ひたるのが、シーナのライフワーク（？）らしいからだ。

　何が楽しいのかはよく分からないのだが、以前《マイン》近くで肩車をして以来、どうにもお気に入りのようで、一日一回はそこに上らないと、次の日の活動に支障が出るのだとか。

　まあそれでやる気を出してくれるなら……、とミナトもシーナの好きにさせていたのだが、やはりそこは譲ゆずれないようだ。

「よし、じゃあ皆の賛成も得られたことだし、もう少し遊んだら、早さつ速そくギルドに申しん請せいしに行くか」

「はいっ」「ええ」「うむ」

　揃そろって頷いた後、一同は残りの〝スイカップル〟に手を伸のばすのだった。




　海での水遊びを存分に堪たん能のうしたミナトたちは、名残なごり惜おしくも、水着からいつもの装備へと着き替がえた後、イベントの詳しよう細さいを尋ねるため、《リフル》のギルドを訪おとずれていた。

　ギルドで出来る項こう目もくは、基本的に街ごとで違ちがうのだが、今回のイベントのような、大がかりなものに関しては、全ギルド共通で行われるらしく、登録はどこのギルドでも受けつけているらしい。

　その辺りの説明を、受付嬢じようのＮＰＣから受けたミナトたちは、登録する前に、他のプレイヤーたちがどんな募集告知を出しているのか、調査をすることにしていた。

「えっと……あ、これですねっ」

　そうしてミナトたちが赴おもむいたのは、今回のイベント用に、特別に増設されたらしい掲けい示じ板ばんの前だった。

　掲示板には、すでに登録を済ませたであろうパーティーの募集告知が、所ところ狭せましと貼はられており、払はらったお金によって、サイズも区まち々まちのようであった。

　もちろんパーティー募集自体は、普ふ段だんから行われているため、同じように掲示板に告知が貼り出されるようになっており、通常はこれを見たプレイヤー自らが、告知元に連れん絡らくを取る形になっている。

　しかし今回はイベントゆえ、あらかじめこうして告知を出し、参加希望をギルドに出しておけば、当日に迎むかえが来て、自動的に会場へと誘いざなってくれるのである。

　そうやって一堂に会した告知元とプレイヤーが、お見合いのような感じで互いに感触を確かめ合い、最終的に加入するか否いなかを決めるのが、今回のマッチングイベントというわけである。

　会場は《リフル》の海岸沿いということなのだが、ここまで到とう達たつしていないプレイヤーたちでも、このイベントには参加することが出来る上、イベント後はここまでの飛行船が開放されるとあって、参加者も多いという。

　ただβ版の時には導入されていなかったため、今回が初回というこのイベントだが、受付嬢によると、不定期かつ開かい催さい頻ひん度ども少ないらしいので、次に行われるのがいつなのかは分からないらしい。

　ならばこの機会を利用しない手はない──そう考えたミナトたちは、告知を見る目にも、些いささか力が入っていた。

「やっぱり攻略組は大きいわね。まったく、どれだけお金をかけているのかしら」

「ふむ。君がいた時も、このような告知は出していたのだろう？」

「まあね。でもこんな大きいのは初めてよ」

　それに……、と貼られた告知を覗のぞき込み、ヒノカは驚いたように目を見張る。

「うわ、何よこれ!?　〝今なら加入者全員に、現状最高の装備を揃えます〟ですって!?　こんなの皆みんな行くに決まってるじゃない!?」

「さすがは攻略組だなぁ……」

　と、ミナトがその規模のデカさに呆ほうけていると、横からヒノカの突つっ込こみが飛んできた。

「いや、何感心しちゃってるのよ!?　これじゃ本当に全部取られちゃうでしょ!?　どうすんのよ!?」

「うーん……」

　腕うでを組み、ミナトは難しい顔で頭を悩なやませる。

　参考程度に他の告知を見てみるが、攻略組ほどインパクトのあるものは存在せず、大体が〝戦い方を教える〟といった感じのものや、〝稀き少しようなアイテムをプレゼントする〟といった類たぐいのものばかりだった。

　それが掲示板を埋うめ尽つくすほどに貼られているのである。

　これらに埋もれないようにするためには、やはりパンチの利きいた文句を、一つ添そえておかなければならないだろう。

　とはいえ、そう簡単に考えつけば苦労はせず……。

「まいったな……。何も思いつかないぞ……」

　がっくりと肩を落として落らく胆たんするミナトに、女子たちからも似たような声が飛ぶ。

「そうだな。それに我らの目的はまったりと過ごすことだが、果たして十分な戦力を持つまでに己おのれを鍛きたえた者が、今さら路線変へん更こうをするかと言われれば、正直、首を傾げざるを得ないと思う」

「そうね。かと言って、その場限りの募集をするにしても、装備の質じゃ攻略組には勝てないし……」

「だよなぁ……」

　確かにミナトたちが用意出来る程度の装備であれば、当然、攻略組も余よ裕ゆうで揃えられるだろう。

　レアな素材にしても然しかりだ。

　戦せん闘とうに付ふ随ずいするような事こと柄がらでは、どう足あ搔がいたところで勝てるわけがない。

　ならばどうするか。

「「「うーん……」」」

　三人揃って眉み間けんにしわを寄せていると、ふいにココが、自じ慢まんのお胸をぽよよんっと張りながら、こう告げてきた。




「──でしたら、もう〝美お味いしいもの〟で釣つるしかないですねっ！」




「「「……はっ？」」」

　挙こぞって目を丸くする三人に、ココは得意気な様子で続ける。

「古今東西、美味しいものが嫌きらいな人はいません！　かく言う私も、ずっと前から最高に美味しいお料理が食べたいと思っていたんです！　幸か不幸か、私は《家事》のパッシブで、《料理》もめきめきと上達していますし、これから二週間、みっちり鍛えれば、きっと皆さんの舌を唸うならせるような、美味しいお料理が作れるようになるはずです！」

　なので！　とココは可愛かわいらしくウインクをしながら言った。

「皆さんで現状採れる最高に美味しい食材を集めて、究極のグルメを作ることで、ふらふら～と釣られたプレイヤーの方々を仲間に引き入れる──〝海え老びで鯛たいを釣ろう大作戦〟を決行しましょう！」

「「「人聞き悪っ!?」」」

　ココの放った言葉に、三人は一いつ斉せいに突っ込みを入れる。

　すると、ココは「ほえ？　そうです？」と小首を傾かしげた後、ぐっと親指を立てて新しい作戦名を提案した。

「じゃあ〝鴨かもが葱ねぎを背負ってくる大作戦〟で！」

「いや、さっきよりも酷ひどいじゃない!?　何が〝じゃあ〟なのよ!?」

　ヒノカの鋭するどい突っ込みが飛ぶ中、シーナも頷うなずいて言う。

「確かに。名前はもう少し短い方がいいな」

「って、あんたも何冷静にダメ出ししちゃってんのよ!?　そんなの〝カモネギ作戦〟とかでいいでしょ!?」

「あ、いいですね！　じゃあ〝カモネギ作戦〟で！」

「うむ、実にシンプルでいいな」

「……えっ？」

　恐おそらくは適当に言ったのであろうが、二人からぱちぱちと拍はく手しゆで褒ほめ称たたえられたヒノカは、腕を組み、まんざらでもない顔で胸を張った。

「そ、そう？　ま、まあほら？　あたしもネーミングセンスには、ちょっと自信があるっていうか？　今だから言えるけど、実はいい名前だったんじゃないかって思っていたのよね」

「……」

　うんうん、と頷くヒノカに、一人ジト目を向けるのは、もちろんミナトである。

　相変わらず調子のいいやつだが、改めて考えてみれば、作戦名は置いといても、ココの提案は、なかなかよいのではなかろうか。

　見た感じ、他に食い物で釣ろうとしているパーティーはいないし、〝まったりと過ごしたい〟というミナトたち一行の特色も表現出来ている。

　これに同調してくれるようなプレイヤーであれば、これから一いつ緒しよに活動をしていくにしても、きっと上う手まくやっていけるはずだ。

　そう頷いたミナトは、早さつ速そくその内容でギルドに申請を出すことにした。

　その際、ＮＰＣの受付嬢に、「え、究極のグルメですか……？」と若じやつ干かん怪け訝げんそうな顔をされたのが気になったが……まあいい。

　とにかく、そうと決まれば、後は〝食材集め〟である。

　最終的には《料理》の腕がものを言うので、レアだから美う味まいというわけではないのだが、どうせなら、皆が食ったことのないような代しろ物ものがいいだろう。

　その方が食事を提供した時の驚おどろきも増すはずだし。

　というわけで、ギルドを後にしたミナトたちは、レア食材にはどんなものがあるのか、改めて調べてみようという意見で一いつ致ちする。

　が。




「──ついに見つけたよ、綾あや瀬せ川がわここ！　いや、このデスゲームを引き起こした元げん凶きよう──〝ゼロ〟！」




「「「「……えっ？」」」」

　そんなミナトたちを、突とつ如じよ怒ど鳴なりつける声があったのだった。




　　　　◇




　そうして現在に至るわけだが、はてさて、このココの同どう僚りようを名乗る少女──タマネは、一体何者なのか。

「あのぉ～、大だい丈じよう夫ぶですかぁ～？」

「……う、う～ん……」

　少々怖こわがらせすぎたため、ショックで〝気絶状態〟に陥おちいっていたタマネだったが、ココにつんつんされたことで、ふと意識を取り戻もどしたらしい。

　が──ぼよよんっ。

「ぎゃああああああああああああああああああああああっっ!?　お、おっぱいお化けええええええええええええええええっっ!?」

　突とつ如じよ目の前に、自分の一〇倍はあろうかというおっぱいが現れたことに、心底驚いたのか、タマネは泣きながらその場を離り脱だつした。

「うぅ、おっぱい怖い……おっぱい怖いよぅ……」

　そして背を丸め、ぷるぷると小さくなったタマネに、ココは頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎする。

「し、失礼な！　私はおっぱいお化けなんかじゃありません！　しいて言えば、グラマラス幼妻ですぅ！」

　何な故ぜしいて言ったのかはさておき。

　ミナトは、未いまだ地面に寝ね転ころんでいるタマネのもとへと赴おもむき、手を差し伸のべる。

「ほれ、大丈夫か？」

「うぅ、ありがとう……って、その手には乗らないよ！　〝手〟だけにね！」

　はっと途と中ちゆうで何かに気づいたらしいタマネは、ミナトの手を取らず、だばだばとお尻しりを滑すべらせて距きよ離りを取り、慌あわてて立ち上がる。

　ちょっと意味の分からないことを仰おつしやっていたようだが、お尻の汚よごれをぽんぽんと払はらったタマネは、再び鋭い眼光をこちらへと向けてきた。

「と、とにかく！　わたしは同僚として、君の悪行を止めに来たんだ！　もちろんそこの君たちも同じだよ！」

　ずびっ、と指を差されたのは、ココを除いたミナトたち三人だった。

「え、俺たちも？」

「はあ？　なんであたしたちまで入ってるのよ？」

「うむ。我らはただ慎つつましやかな生活を送っていただけだぞ？」

「黙らっしゃい！　こんな非道な行いを見み逃のがして、ここ……いや、ゼロを匿かくまっているなんて、まさに鬼おにの所業！　なのに、よくもぬけぬけとそんなことが言えるね！」

　ぶんっ！　と身の丈たけほどもあるハンマーを取り出し、タマネが臨戦態勢に入る。

　ドワーフは五種族の中で、〝最も攻こう撃げき力が高い〟のが特とく徴ちようである。

　彼女がどれほどの実力を持っているかは定さだかではないが、ミナトたち四人が、やっとのことで到とう達たつした、この《リフル》にまで来られるほどだ。

　かなり強力な一撃を放ってくると見て、まず間ま違ちがいないだろう。

「ちょ、ちょっと待ってください!?　私はあなたなんて知りませんし、そのゼロさんでもありません！」

「往おう生じよう際ぎわが悪いよ、ゼロ！　その子どもっぽい顔立ちも、儚はかない感じの声も、わたしの知るここちゃんそのものじゃないか！　胸だってどうせ偽ぎ乳にゆうだし！　〝貧ひん乳にゆう同盟の誓ちかい〟を忘れたとは言わせないよ！」

「ふえぇ～!?　だから本当に知らないんですよぅ～!?　だって私、〝記き憶おく喪そう失しつ〟なんですものぉ～!?　あと、偽乳じゃないですぅ～!?　誓いも忘れましたぁ～!?」

　ボルテージの上がったタマネにきつく詰つめ寄られ、ココの双そう眸ぼうからぶわっと涙なみだが溢あふれる。

「ふえぇ～、ミナトさぁ～ん!?」

「わ、分かったから少し落ち着こうな？」

　再度腰こし元もとにしがみついてきたココに、ミナトもどうしたものかと困こん惑わくする。

　このままでは話も進まない上、タマネも本当に攻撃して来かねないので、とりあえずミナトは、彼女を諭さとすことにした。

　というのも、基本的にこのゲームは、リアル感を重視して、ＰＫが禁止されておらず、デスゲームな今の状じよう況きようでは、彼女にそのつもりはなくとも、手違いで殺される危険性があるからだ。
















「で、お前もまずは落ち着け。なっ？」

　ミナトがココを連れたまま、そう距離を詰めて対話を持ちかけようとすると、

「──っ!?」

　タマネは肩かたをびくつかせた後、さっと、その場から後退した。

「？」

「……っ」

　これに小首を傾げるミナトだが、タマネは未だにこちらを警けい戒かいしているようだった。




　　　　◇




「くっ……」

　危なかった……、とタマネは冷ひや汗あせを搔かいていた。

　あのミナトとかいうヒューム──一体何者なのだろうか。

　途中参加ではあるが、今まで攻こう略りやく組で鍛きたえてきたタマネの殺気をものともせず、あんなにも素す早ばやく距離を詰めてくるとは……。

　いや、まあそれはいいだろう。

　それよりも〝ここ〟のことだ。

　こちらでは〝ココ〟の名でログインしているようだが、彼女がゼロであることは、まず間違いない。

　入社する前から彼女とは交流があるし、あれだけ近くで見てきたのだ。

　間違うはずなどありはしない。

　確かに少々気になる点が存在するのも事実だ。

　前よりも明るくなった性格に、身み嗜だしなみにも気を遣つかっている女子力の高さと、男性に対して奥手だったにもかかわらず、あんなにもしっかりと抱だきついている積極性。

　そして……そして！




　──あの無む駄だにデカいおっぱい！




「……？」

　不思議そうな顔をしているココの──そのとんでもなく成長した胸むな元もとを凝ぎよう視しし、タマネは内心声を張り上げる。

　今さらだが、本当にあれは一体なんなのか。

　ちょっと前までは、タマネと同じく、こぢんまりとした感じだったはずだ。

　なのに、何故五段階以上もカップが上がっているのか。

　最初はパッドを増量しているか、シリコンでもぶち込んでいるのではないかと思っていた。

　しかし冷静になって考えてみれば、ヘッドギアのスキャンは、ほぼ間違いなくリアルの体型を反映するのである。

　ならば後から埋うめ込んだものでは、当然、ゲームに反映されるはずがないし、そもそもパッドでは、あの天然物独自の〝揺ゆれ〟を再現することは不可能！

　ということは、だ。

　やはり彼女がアバターのプログラムをいじったに違いない。

　哀あわれなり、綾瀬川ここ。

　まさかそうまでして巨きよ乳にゆうになりたかったとは……。

　だが気持ちは大いに分かる。

　何故なら、タマネも毎日イソフラボンの摂せつ取しゆを欠かしてはいないからだ。

　それでも大きくならないこのジレンマが……と、それはさておき。

　これだけ問い質ただしたにもかかわらず、ココは何かと理由を付けてはしらばっくれ、容疑を否ひ認にんし続けている。

　恐おそらくは、自首する気など毛頭ないのだろう。

　直接会って話せば、きっと分かって貰もらえると信じていたのだが……正直、見み損そこなった。

　そんなことをする子だとは、思ってもいなかったからだ。

　だがそちらが自首しないというのであれば、こちらにだって考えがある。

　なるべく手て荒あらなことはしたくなかったのだが、強制的にでも、法の裁きを受けて貰うしかあるまい。

「うぅ、ミナトさぁ～ん……」

「分かったから、そろそろ泣き止やめよ。なっ？」

「……」

　ところで、先ほどあのミナトが言っていたように、何故ココことゼロは、自分の正体に感づいたタマネたちを、今も野放しにしているのだろうか。

　正体がバレた以上、もう演技を続ける必要もないはずだ。

　そんな面めん倒どう臭くさいことをするくらいなら、早々に邪じや魔まなタマネたちを消し、また新たな隠かくれ蓑みのを探した方が、どう考えても効率的であろう。

　にもかかわらず、彼女は無実であることを懸けん命めいにミナトたち──いや、むしろミナトに訴うつたえている。




　つまり──〝そうしなければならない理由〟があるということだ。




　ぱっと見、どこにでもいそうな、〝平凡極きわまれり〟という感じの少年であるが、そもそも彼とココは、一体どういう関係なのだろうか。

　うーん、としばし眉み間けんに深いしわを刻んでいたタマネだったが、どんなに考えても答えがまったく浮うかばず、だんだん考えるのが面めん倒どうになり始め……。

「あ～もう分かんな～い!?」

　結局、〝直接聞いた方が早い〟という結論に到達したのだった。

「というわけで──ココちゃん！」

「ひゃ、ひゃいっ!?」

　びくっと肩を震ふるわせるココに、タマネは指を差しながら真顔で問う。

「君とそこのミナトくんは、一体どういう関係なの!?」

「え、私とミナトさんですか……？」

「そう、君たちの関係！　もちろんちゃんと真実を話すこと！　分かった!?」

　タマネにそう念押しされたココは、「は、はい」と辿たど々たどしく頷うなずいた後、一度瞳ひとみを閉じて呼吸を整え、力強い眼まな差ざしを向けながらこう告げた。




「ミナトさんと私は──〝一いつ緒しよのお布ふ団とんで寝ねるような関係〟ですっ！」




「はうあーっ!?」

　ががーん！　と心に大きなダメージを負うタマネ。

　まさか自分よりも年下のココが、すでに大人の階段を上っていたとは、さすがのタマネも想像していなかったからだ。

「いや、間違ってはいないけど間違ってるだろ……」

　当然、そんなミナトの声など、ショック状態のタマネには一いつ切さい届かず……。

「な、なるほど……。そ、そういうことだったのか……がふっ」

　吐と血けつでもしそうな勢いで膝ひざを突つくタマネだが、ならばこれだけは聞いておかねばなるまいと最後の気力を振ふり絞しぼり、ココに問うた。

「つ、つまり君はミナトくんを愛していると……？」

　答えはすぐに返ってきた。

「もちろんです！　私はミナトさんに一ひと目め惚ぼれし、今では可愛かわいいワイフとして、新築のお家で主婦業に勤いそしんでいます！　なので、これから赤ちゃんをいっぱい作り、この世界で永遠の幸せを満まん喫きつする予定なのです！」

「げぶばーっ!?」

　大量吐血。

　タマネのライフは、すでにレッドゾーンだった。

「いや、そんな予定はないんだが……」

「はいはい、ご馳ち走そうさま。あの子のぶれなさには、正直、感動すら覚えてきたわ」

「というか、最近は私もミナトと一緒の布団で寝ているのだが、そこら辺の話はいいのだろうか？」

「あばばばば……っ!?」

　びくんびくんっ、と痙けい攣れんするタマネの耳には、もうなんの情報も聞こえてはいなかった。

　だがここで再び気を失うわけにはいかず、タマネは朦もう朧ろうとする意識の中、自身のハンマーである《ゴッドシェル》を杖つえ代わりに、しわがれた声で礼を言う。

「よ、よく分かった……。さ、さんくす……」

　そうしてミナトたちに背を向け、タマネは一歩、また一歩と覚おぼ束つかない足取りで、一時退散し始める。

　精神に深刻なダメージを受けはしたが、必要な情報は手に入れた。

「……そうか、愛しちゃったんだね……ミナトくんのことを……」

　ゆえに、殺せなかったのだ。

　タマネや残りの二人を殺さなかったのも、ミナトに嫌きらわれたらどうしようという乙女おとめ心ごころからのこと。

　それならば、今までの引き籠こもりっぽいイメージから、がらりと雰ふん囲い気きが変わったことや、胸を巨きよ乳にゆう化させたのも頷うなずける。

　ミナトに愛されるため、とにかく魅み力りよく的な女子像を作り上げたのである。

「ふふ、可愛いじゃないか……げふっ」

　しかしなるほど、そういうことであれば話は簡単だ。

　ココはミナトを心から愛している。

　彼の言うことであれば、ココも黙だまって聞くことだろう。

　つまり、攻せめるべきはココではなく、彼女が最も信しん頼らいを寄せる者。




　そう──ミナトを落とすことさえ出来れば、ココを自首させることが出来るのだ！




「ふ、ふふふ……」

　道すがら、タマネは不敵な笑えみを浮かべる。

　そうと決まれば、早さつ速そく行動あるのみだ。

　まあ男の子の落とし方についてはよく知らないのだが、そこはタマネの魅力でなんとでもなるだろう。

　町内のおばあちゃんたちからも、「たまねちゃんは可愛いねぇ。みかん食べるかい？」とよく言われるし、可愛さには少々自信がある。

　正直、アプローチするのは恥はずかしいが……でもやるしかない。

　全すべてはココに罪を償つぐなわせるためなのだから！

「はあ、はあ……ぐふっ」

　ただ、今はこのダメージを回復させることが先決だ。

　今日は美お味いしいものでも食べて早く寝よう。

　なんか涙なみだ出てきたし……、と内心滝たきのような涙を流し、タマネは宿へと戻るべく、なんとか足を踏ふみ出し続けるのだった。




　　　　◇




「「「「……」」」」

　勝手に自己完結して去っていったタマネの背を、ミナトたちは無言で見み据すえていた。

　最中、どうすんのあれ的な顔をしつつ、ヒノカが口を開く。

「また面倒そうなのに絡からまれたわね……」

「だな……。なんというか、いい感じのアホの子臭がぷんぷんと……」

　はあ……、と肩かたを落とすミナトだったが、考えていても始まらず、当初の予定通り、レア食材を調べに行こうとする。

　しかしタマネとのやり取りで、思った以上に時間を取られていたらしく、すでに陽ひは沈しずみかけており、街中の建物にも、所々に明かりが灯ともり始めていた。

「それにしても、大分陽が傾かたむいてきたな。そろそろ腹も減ってきたし、今日は家に帰って、明日から本格的に動くか」

「そうね。なんだかあの子のせいで気き疲づかれしちゃったし、夕飯の買い物でもして、さっさと帰りましょうか」

「だな。気晴らしになんか美う味まいものでも食うか。イベント用のメニューも考えなくちゃいけないしな」

「うむ、賛成だ。今日は肉料理がいいな」

「あら、いいわね。あたしもお肉がいいー」

「よし、分かった。じゃあ今日は美味しい肉料理で……って、あれ？」

　皆みなの意見をまとめようとしていたミナトは、ふとココから声が上がっていないことに気づき、彼女の方を振り返る。

　こういう食べ物関係の話題では、真っ先にココが意見を出してくるはずだからだ。

「……」

　見れば、ココは一目で落ち込んでいるのが分かるほど、暗い顔をしていた。

　どうしたのかと三人は顔を見合わせ、ミナトが控ひかえめに問う。

「どうした？　肉よりも魚の方がよかったか？」

「いえ、お肉がいいです……。照り焼きの……」

「そ、そうか。じゃあ照り焼きは決定な」

「はい、ありがとうございます……」

　食欲はあるらしいが、やはりどこか元気はなさそうである。

　やはり先ほどの少女──タマネが原因かと考えたミナトは、ココに話を聞くため、ヒノカたちを先に近くの市場へと行かせることにしたのだが、

「いや、私はミナトから離はなれると死にたく……」

「はいはい。分かったから、今は我が慢まんしなさいな」

「うぅ、そんな殺せつ生しような～……」

　素すで涙するシーナの首根っこを引き、ヒノカは空気を読んで市場へと向かってくれる。

　そんな彼女に内心感謝しつつ、ミナトは表情の優すぐれないココの頭を撫なでながら、柔にゆう和わな口調で語りかけた。

「まああれだ。タマネに言われたことは気にするなよ。どう考えても、お前はゼロじゃないだろ？」

「でも、あの人は私と瓜うり二ふたつだという、〝綾瀬川ここ〟さんの同どう僚りようだと言ってました……。〝ここ〟という名前も同じですし、もし記き憶おくをなくす前の私が、その綾瀬川さんだったのなら、私はやっぱり……ひっぐ……」

　鼻をすすり、ココはぽろぽろと溢あふれ出す涙を必死に拭ぬぐう。

　確かに奇き跡せきでも起こらない限り、〝ここ〟なんて珍めずらしい名前の、顔も声も同じ人物が、こんなにも近くにいるはずはないだろう。

　タマネが噓うそを吐つくメリットもないし、〝綾瀬川ここ〟という人物のことや、自身が運営に属する人間という話も、本当のことなのかもしれない。

　だが彼女自身、ココの胸を見て驚おどろいていた上、〝雰囲気がちょっと変わった〟とも言っていた。

　ならばココとゼロ──〝綾瀬川ここ〟が同一人物だと判断するのは、些いささか早計なのではなかろうか。

　というより、アホの子臭をあそこまで漂ただよわせているタマネのことだ。

　言い方も色々と曖あい昧まいだったし、何かの勘かん違ちがいということも大いに有り得ると思う。

　むしろタマネの場合、その可能性の方が高い気がするのだが……。

　そう虚こ空くうに思いを馳はせた後、ミナトはふっと微笑ほほえみながら、再び泣きじゃくるココの頭を撫でた。

「ほら、泣くなよ。それによく思い出してもみろ。あいつ、お前の胸を見て、すんげえ驚いてただろ？」

「はい……」

「前にヘッドギアのスキャンは、ほぼ完かん璧ぺきな精度だっていう話をしたと思うけど、だったらリアルのお前を知ってるはずのあいつが、あれだけ驚くのはおかしくないか？」

「でも、天才プログラマーさんらしいですし……」

「まあ、確かにアバターをいじるくらいのことは出来るだろうさ。でもな、ならなおのこと、顔と声をそのままにしてるってのはおかしいだろ？　タマネのように、自分を知ってる人間だって、ログインしてるかもしれないんだぞ？」

「そ、それは……」

「だろ？　それに〝雰囲気も違う〟って言ってたしな。あいつが噓を吐いてるかどうかは知らんけど、色々とアホっぽいからな……。どうせしょうもない勘違いでもしてるんだろうさ」

「そ、そうでしょうか……？」

　弱々しくこちらを見上げてきたココの顔は、涙と鼻水でぐしゃぐしゃだった。

「まったく、なんて顔してるんだお前は……」

「うぅ……だってぇ……」

　ココの顔を布で優やさしく拭ふき、ミナトは続ける。

「それにな、そもそも俺たちは、お前がゼロだなんて、端はなから思っちゃいないよ」

「えっ……」

「だって〝ココ〟だぞ？　いつも笑顔でふわふわしていて、子どもみたいにお肉が大好きな上、よく隠かくれて備び蓄ちくの〝干し肉〟をもぐもぐしながら、マル子と夢心ごこ地ちに浸ひたっているようなやつだぞ？　なあ？」

『キュッ！』

「な、なんで知ってるんですか!?　バレないようにちょっとずつ食べてたのに!?」

　恥ずかしそうに顔を赤くするココに、ミナトはにっと笑いかける。

「まあ今までずっと一いつ緒しよにやってきたからな。そのくらいのことはお見通しってやつだ」

「うぅ、恥ずかしいですぅ～……」

　両手で顔を覆おおうココの頭を三度撫で、ミナトは言う。

「だから分かるんだよ。お前がそんなことをするようなやつじゃないってことくらいさ」

「ミナトさん……」

「おう。もちろん俺だけじゃないぞ？」

　ほら、と後ろを見るよう促うながしたミナトに釣つられ、ココが不思議そうに振ふり返ると、




「──いつまでくっちゃべってんのよー？　あたし、お腹なかぺこぺこなんだけどー？」




　買い物を終わらせたらしいヒノカと、涙目のシーナが、普ふ段だん通りの──まったく何も変わっていない様子で、ミナトたちのことを呼んでいた。

「ヒノカさんに……シーナさんも……」

「な、言っただろ？　誰だれもお前がゼロだなんて思っちゃいないんだよ」

「皆さん……本当にありがとうございます……あっ」

　再び溢れそうになった涙を、今度はミナトが指で拭う。

　そしてやはり歯を見せて笑いながら、ミナトはぐっと親指を立てた。

「というわけで、今日はお前の大好きな照り焼きの肉だ！　腹はら一いつ杯ぱい食って、嫌いやなことは綺き麗れいさっぱり忘れちまおうぜ！」

「……はいっ！」

　未いまだに目は潤うるんでいるものの、笑顔を取り戻もどしたココは、

「えへへ、ミナトさん大好きですぅ～！」

「お、おい!?　仕方ないなぁ……」

　どうやら感極きわまってしまったと思われ、いつもよりも力強く、ミナトの胸にぎゅっと抱だきついてきたのだった。




　　　　◇




「──〝七希望の断片〟!?」

　その頃ころ、ハルマ率いる攻こう略りやく組は、とあるクエストを終え、発注者であるＮＰＣのもとを訪れていた。

　ＮＰＣが待つのは、始まりの街──《フォート》の地下深くに張はり巡めぐらされた、大迷宮の最奥。

　此こ度たびのクエストのクリアによって、新たに開放されたエリアだった。

　こんな地下空間が、《フォート》の真下にあったこと自体驚おどろきだが、それよりもハルマたちを驚きよう愕がくさせたのは、ＮＰＣの語った話の中に、このゲームの〝クリア条件〟に関わる事こと柄がらが含ふくまれていたことだった。

「そうだ。七つの断片は、この世に存在する七つの属性と、その〝希望〟に起因したもの。ゆえに、これら七つの希望こそが、文字通り全ての〝鍵かぎ〟となるのだ」

　一見すると、みすぼらしい風ふう体ていの老人にしか思えないが、このフードを被かぶった人物こそが、〝初めて世界の全てを巡った者〟だという。

　過去には〝大賢けん者じや〟と呼ばれたこともあったらしいが、今となっては、その存在すら覚えている者はいないのだとか。

　なんとも寂さびしい話ではあるが、今は感傷に浸ひたっている場合ではない。

　ハルマは自らの心に鞭むちを打ち、話を進める。

「つまりあなたの言う七属性の〝断片〟こそが、〝鍵〟の作製に必要な素材となるわけですね？」

「然り。だが心するがよい、抗あらがう者よ。天の扉とびらは、ただ強大な魔ま物ものを屠ほふるだけでは開かぬ。世界の全てに目を向け、希望を〝輪〟として紡つむいでいくことが重要なのだ」

「希望を〝輪〟として紡ぐ……」

　反はん芻すうするように呟つぶやくハルマに、老人は最後の忠告をする。

「そうだ。それを努ゆめ々ゆめ忘れてはならぬ。この世界は、創造主の〝希望〟によって形作られているのだということを」

「分かりました。肝きもに銘めいじておきます」

　ハルマがそう頷うなずけば、老人の身体がきらきらと輝かがやき始める。

「ならば行くがよい。そなたらの旅路に……どうか一筋の希望があらんことを……──」

　そうして老人の身体は光の粒りゆう子しとなり、ハルマたちの前から消え去ったのであった。




　地上へと戻もどってきたハルマたちは、一時自由行動をすることにし、攻略組のメンバーを解散させる。

「さてと……」

　ハルマも装備の手入れを行うべく、《フォート》の鍛か冶じ屋やに赴おもむこうとしたのだが、




「──私もお付き合いしていいかしら？」




　最中、一人の女性プレイヤーが、彼の背後から声をかけてきた。

　エルフアバターを使う、二〇歳前後くらいのクールな美女で、攻略組内では、主にハルマの補ほ佐さを務めている〝シズカ〟だ。

「ああ、もちろん。じゃあ一いつ緒しよに行こう」

「ええ」

　頷くシズカを連れ、ハルマは鍛冶屋方面へと足を進める。

　道すがら、ハルマは隣となりを歩くシズカに、先ほど聞いた〝断片〟について意見を求めた。

「ところで、君はどう思う？　〝断片〟の存在は真実として、その在処ありかについてだが」

「そうね、〝希望〟というのはよく分からないけれど、やはり〝属性〟が関係している以上、それらの近くにあると考えるのが妥だ当とうでしょう」

「確かに。となれば、現状だと、〝木〟は《フォート》、〝火〟と〝土〟は《マイン》、〝水〟は《カナル》か《リフル》辺りにありそうだな。もちろん全ての街を回っていない以上、一いち概がいには言えないのだが……」

「ええ、私も同意見よ。とくに《リフル》は、先日漁師たちから、〝海王〟の名を冠かんする超ちよう巨きよ大だいモンスター──〝シーヴォロス〟の話も聞いているし、かなり可能性が高い気もするわ」

　シズカの言う〝シーヴォロス〟とは、《リフル》の沖おき合あいに生息するという、体長一キロを超こえる、海竜りゆう型の超巨大モンスターである。

　気性こそ荒あらくはないものの、船ごと吞のまれるという事故が間々起きており、漁師たちも頭を悩なやませているという話だ。

「そうだな。じゃあまずはその可能性を信じて、シーヴォロス関連のクエストを中心にこなしてみよう。明日からは少し忙いそがしくなるぞ」

「ええ、分かったわ」

　ハルマの提案に、シズカは微笑しつつも、力強く首しゆ肯こうしたのだった。










　二章　小麦作りはまず土壌から







　翌日。

　当初の予定通り、新しいパーティーメンバーを確保するため、《鴨かもが葱ねぎを背負ってくる大作戦》こと〝カモネギ作戦〟を開始することにしたミナトたち。

　当日のメニューは、調理を担当するココに任せることにし、ミナトたちは、彼女のアイディアに従って、食材を集めることにしていた。

　というわけで、今回ココが集めてきて欲しいという食材が、以下の四つである。





・最高のウィートフラワー

・最高のエッグ

・最高のナガーナネギ

・最高にいいお出だ汁しの取れるシーフード






　他にも調味料やらなんやらを使うわけだが、大まかにいえば、必要なのはこの四つだという。

　これでどんなグルメが出来るのかは分からないが、ココは「うふふ、どーんっと任せてくださいっ」と、あの大きなお胸を弾はずませるほど自信があるらしいので、後はもう信じるしかあるまい。

　ともあれ、四つとも店売りしているような食材ばかりなのだが、今回はそれらを、〝現状採れる最高の食材〟に置き換かえなければならないわけである。

　一応レア食材については下調べをしておいたのだが、その情報を加味した上でも、さすがに〝最高のウィートフラワー（要は小麦粉）〟というのは、存在していなかった。

　というより、〝ウィートフラワー〟は普ふ通つうに単品で買うか、〝ウィート〟を挽ひいて作るかしかなかったのだ。

　であれば、まず〝ウィート〟から作ろうということになるのは、至し極ごく当然の流れであろう。

　同じ〝ウィートフラワー〟でも、こういうのは気持ちが大事なのだから。

「さて、じゃあ始めるか」

　そんなこんなで、まずは〝ウィートフラワー〟を手に入れるべく、《フォート》近きん郊こうに新しい小麦畑を作ることにしたミナトたちは、お手製の農具片手に草原を進み、いい感じに開けた場所を見つけていた。

《フォート》は〝始まりの街〟とも呼ばれる、プレイヤーたちのスタート地点であるため、森に入らない限り、周囲に肉食系のモンスターはおらず、安全に農作物を作ることが出来るのである。

　もっとも、草食系のモンスターが畑を荒あらすことはあるので、そこら辺はしっかりと対策を考え済みだ。

「さっきも話したとおり、俺は《ＤＩＹ》で〝フェンス〟を作るから、ココとヒノカは土を耕す作業で、シーナは〝水脈〟を見つけてくれ。そいつは後で井い戸どにするから」

「はいっ」「ええ」「うむ」

　三人同時に頷き、シーナは早さつ速そくＬ字形になった〝銀のはりがね〟を手に、〝水脈〟を探るべく、《ダウジング》を開始する。

　以前、温泉を掘ほり当てた際、初めてこのスキルを使用したシーナだったが、あれからちょくちょく熟練度を上げていたようで、今では精度もそれなりに向上しているという。

「で、今回は皆みんなに振ふる舞まう予定なので、結構大きな畑にしないと量が足りん。というわけで、〝耕運機〟も持ってきたから、かわりばんこで使うように。俺も終わったら手伝うから、それまでは二人で頑がん張ばってくれ」

「はい、分かりましたっ」

「仕方ないわね。まあ出来る範はん囲いでやってみるわ」

「おう、頼たのむぜ」

　なお、ミナトの言う〝耕運機〟とは、こういう大きな畑を耕す際に使うべく、少し前に《ＤＩＹ》で製作しておいた、〝ブレード付きの四輪自転車〟のことである。

　備え付けのペダルを漕こぐと、連動してブレードが回転し、地面を耕してくれるのだ。

　ともあれ、笑え顔がおで二人の背を見送った後、ミナトも作業に移ろうとしたのだが、




　──じー。




「……」

　先ほどからずっと感じていた気配を放置するわけにもいかず、ちらりとそちらに胡う乱ろんな視線を向けた。

「……（じー）」

　──タマネである。

　彼女は木の陰かげに隠かくれつつ、難しい顔でこちらの様子を窺っていた。

　どうやらミナトたちを監かん視ししているようだが、もう少しバレないようにしようという気き概がいはないのだろうか。

　隠れている木が細すぎて、反対側からケツが出ているではないか。

「……はあ」

　いや、恐おそらくは彼女自身、割と本気で隠れているつもりなのだろう。

　とはいえ、このまま見られ続けるというのも、些いささかやりづらい。

　だったら……、と考え、ミナトは未いまだに尻しり隠かくさずなタマネに声をかけた。

「いつまで見てるつもりだ？　タマネ」

「──なっ!?　み、見破られた!?」

　わなわなと顔を青くするタマネに、ミナトは肩かたを落としながら言う。

「むしろそれでバレないとでも思ってたのか？」

「と、当然だよ！　わたしはこれでも〝隠れんぼ〟は得意な方なんだからね！」

「そ、そうか……」

　それはなんの自じ慢まんなんだろう……、と反応に困っているミナトに、タマネは木の陰から姿を現して言った。

「とにかく、バレちゃったんなら仕方がない。本当はもう少し観察しておきたかったんだけど、こういうのは早い方がいいからね」

「？」

　なんのことかとミナトが呆ほうけていると、タマネは大おお股またで歩を進めてきた後、彼の腕うでに自分の腕を絡からめ、赤い顔でこう声を張り上げた。

　余談だが、タマネの胸むな元もとは悲しいほどに隆りゆう起きしておらず、感かん触しよくはほとんどしなかった。




「──ミナトくん、わたしとお付き合いしよう！」




「……はっ？」

　当然、どういうことなのと固まるミナトだが、その背後から、ぎこぎこと凄すさまじいケイデンスの音が聞こえてきた。

　ちなみに〝ケイデンス〟というのは、〝一分間に回せるペダル数〟のことである。




「──ど、どういうことですかああああああああああああっっ!?」




　言わずもがな、猛もう然ぜんと迫せまってきたのは、自じ称しよう〝嫁よめキャラ〟のココだった。

　ミナトが〝木材〟などを組み合わせて作った、人力の〝耕運機〟を高速で操あやつり、その大きなお胸を上下左右に暴れさせながら、ずざざと華か麗れいなドリフトを決めたココは、これから飛び降りて声を荒らげてきた。

「私というワイフがいながら、別の女の子とお付き合いするなんて、一体どういうつもりなんですかミナトさん!?」

「い、いや、俺に言われても……」

　両手を小さく突つき出し、ミナトが必死にココを宥なだめていると、

「そうだよ、ココちゃん。ミナトくんはわたしのダーリンなんだから、まずはこの〝ハニー〟に話を通して貰もらわないとねっ」

　状じよう況きようをややこしくしたいのか、タマネが自分を親指で指しながらそう告げてきた。

「は、〝はぬぃ〟ですと!?」

　タマネの言葉に、ココがぎょっと目を見開く。

「そうさ。わたしはミナトくんのスイートハニー──そう、つまりは〝ハニートースト〟なんだよ！」

「み、ミナトさんのハニートースト!?」

　どーんっ、と薄うすい胸を張るタマネの勢いに押され、ココは堪たまらず後あと退ずさる。

　最中、二人のやり取りを遠くから見ていたミナトに、未だ〝銀のはりがね〟を持ったままのシーナが、横から突っ込みを入れた。

「なんでもいいが、君はいつの間に〝ハチミツを塗ぬったパン〟を彼女にしたのかね？」

「それはこっちが聞きてえよ……」

　はあ……、と顔を伏ふせ、ミナトが頭痛を覚えている間にも、二人の争いは熱を帯びていく。

「というわけで、今からミナトくんはわたしのものなのであしからず」

「そ、そんなの絶対に認めません！　ミナトさんは私のミナトさんなんですぅ！　大体、タマネさんとは、昨日会ったばかりじゃないですかぁ!?」

「い、いや、その前にあの……わたしのことは、いつも通り〝タマちゃん〟と……」

　いきなり弱よわ腰ごしになったタマネが、そうココに訂てい正せいを求める。

　どうやらココを完全に〝綾あや瀬せ川がわここ〟だと思っているらしいタマネは、〝さん〟付けで呼ばれたことに、少々ショックを受けているようだった。

「分かりました！　〝タマちゃんさん〟ですね！」

「え、いや、違ちがっ……」

　が、ココも気が立っていたため、そんなことに構っている余よ裕ゆうもなかったのか、タマネの望まぬ訂正となってしまったのだった。

　と。




「──ちょっとぉ！　あんたたちもサボってないで、ちゃんと作業しなさいよぉ！」




　ふいにヒノカがそう不満を露あらわにする。

　タマネが加わったとはいえ、ココの嫁キャラ主張はいつものことなので、彼女は気にせず一人で作業を続けていたらしいのだ。

　しかしそうは言われても、話に決着がついていない以上、このまま大人しく作業に戻もどるわけにはいかず、さりとて言い争いを続けるわけにもいかないココは、タマネにこう提案した。

「──分かりました！　でしたら、どちらがミナトさんのお嫁さんに相応ふさわしいか、この畑作りで証明することにしましょう！」

「ふふ、いいのかな？　わたし、元〝飼育栽さい培ばい委員〟だよ？」

　飼育栽培委員──それは、主に小学校などで生き物を飼育したり、植物を栽培したりする役割を持つ者のことである。

　運がよければ、ニワトリの産んだ卵などを、お持ち帰り出来たりするのだ。

「構いません！　真のワイフとは、逆境の中でこそ輝かがやくもの！　私は、そういうワイフでありたいです！」

「面おも白しろい！　じゃあ君の力を見せて貰うよ──真のワイフ！」

「……」

　いや、ワイフ認めとるやん……。




　そんな感じで、最初こそぎすぎすで始まった畑作りだったが、一つのことを皆でやり遂とげるという行こう為いが、気づかぬうちに互たがいの信しん頼らい感を深めていったのか、

「わあ、タマちゃんさん凄すごいです！　もうそんなに耕したんですか!?」

「あ、うん。わたしのパッシブは、《ベルセルク》っていう、一いち撃げき必殺系のやつでね。少し溜ためて振り下ろすと、一度に多くの土が耕せるんだよ」

「へえ、やるじゃない。じゃあその辺とか、一気に耕せたりするの？」

「うん、たぶんね。なんならやってみようか？」

「はい、是ぜ非ひお願いします！　どーんっとやっちゃってください！」

「よーし！　じゃあちょっと頑張っちゃうよーっ！　──えいさっ！」

　──ずどんっ！

「す、凄いです！　一気に抉えぐれちゃいました！」

「ちょ、あんたやるじゃない！　これはお手て柄がらよ！」

「そ、そう？　えへへ、なんか照れるなぁ～」

　と、いつの間にやら上う手まくやっているようだった。

〝ドワーフ〟に属するタマネは、元々攻こう撃げき力が高く、耕すスピードも速いのだが、そこにあの《ベルセルク》が加わったことで、〝耕運機〟を使っているココたちよりも、作業がスムーズに進んでいたのだろう。

《ベルセルク》は、〝溜め攻撃が出来るようになり、一定時間ごとに攻撃力が倍増していくが、同時に防ぼう御ぎよ力が反比例で下がる〟という特とく徴ちようを持つパッシブだ。

　ただ〝溜め〟動作に入っている時は、無防備かつ紙装そう甲こうもいいところなので、通常は他の誰だれかが敵の注意を引きつけている間に、溜めに溜めた必殺の一撃をお見み舞まいするのだが、今は敵のいない畑作業中である。

　ゆえに、心置きなく一撃を放つことが出来ていたというわけだ。

　ともあれ、三人で楽しそうにしているその様子を、ミナトが微笑ほほえましく眺ながめていると、《調合》のオーブで追加の〝肥料〟を用意していたシーナが、相変わらず抑よく揚ようのない口調で話しかけてきた。

「ふむ、あれだけ目の仇かたきにしていたのに、意外と馴な染じんでいるものだな」

「まあ、元が同どう僚りようというか、親しい間あいだ柄がらの相手らしいからな。そうだと信じている以上は、なかなか割り切れないんだろうさ」

「なるほど」

　ミナトの返答にそう頷うなずいたシーナは、次いで疑問も口にしてくる。

「ところで、何な故ぜ彼女は君に好意を向け始めたのかね？」

「それはこっちが教えて欲しいくらいなんだが……」

　この問いに、当然、そんなフラグを立てた覚えのないミナトは、肩を落としながら答える。

　すると、シーナは「ふーむ」と顎あごを擦さすって言った。

「我らのように、君に助けて貰ったりしたのであれば、それも頷ける話ではあるのだが、タマネにはそれがないどころか、ココをゼロだと信じ、彼女を止めるために近づいてきたはずだ」

「ああ」

「にもかかわらず、今日はココをそっちのけで、君にアプローチしてきた。もちろんその過程でココとぶつかることはあったが、ゼロだと詰つめ寄るような真ま似ねはしていない」

「まあ、そうだな」

「うむ。私にはそれがどうにも引っかかっていてな。告白されて超ちようハッピーな君には悪いと思いつつも、ずっと考えていたわけだよ」

「いや、別に超ハッピーってわけじゃないんだが……」

「ほう？　そうなのかね？」

　どこか険を含ふくんだ物言いのシーナに、そう釈しやく明めいしたミナトだったが、彼女は疑うようにじっとこちらを見つめており、

「お、おう……」

　と、頷くも、その視線に堪たえきれず、すっと横を向く。

「……ふむ」

　それに何を思ったのか、シーナは腰こしを上げると、

「……うん？　お、おい、なんだ？」

　よっこいしょ、とミナトの肩かたの上へと乗ってきた。

　例の定位置である。
















「……ふう、極ごく楽らく極楽。まあ私にはこのベストポジションがあるのだ。しばらくはこれで我が慢まんしてやるとしよう」

　はふぅ～、と深く息を吐はきながら、シーナがミナトの頭をがっちりとホールドすると、柔やわらかい感かん触しよくが後頭部を中心に広がった。

「お前なぁ……」

　そんなシーナに、ミナトは高鳴る鼓こ動どうを抑おさえつつ、ジト目を向ける。

　と。




「──あ～っ!?　何やってるんですかシーナさん!?」




　当然、そういった挙動には敏びん感かんなココから、抗こう議ぎの声が上がってきた。

　そして。

「ず、ずるいですぅ～!?　私も〝ぎゅっ〟てしますぅ～!?」

　言わずもがな、彼女は農具をほっぽり出し、こちらへと駆かけてきたのだった。




　　　　◇




「ぐぬぬ……っ」

　タマネは苛いら立だっていた。

　もちろん原因はミナトである。

　いや、正確には、ミナトに好意を寄せているであろう、あの小こ柄がらな女子──シーナに、タマネは憤いきどおりを覚えていたのだ。

　最初はただの連れかと思い、アプローチの邪じや魔まにはならないだろうと考えていたのだが、やはり彼女も、ココ同様、ミナトに好意を寄せていた。

　先ほどあんな破は廉れん恥ちな行為をしていたのが、その証しよう拠こだ。

　せっかくココの嫉しつ妬と心をこちらに向けさせ、ミナトへの思いを一層強固なものにさせたにもかかわらず、ここに来て、まさかの邪じや魔ま者もの登場である。

　もちろんタマネに負けるつもりはないが、問題は、一人増えるとそれだけアプローチの時間も減るし、ミナトの気も散りやすくなるということだ。

　今のところ、赤毛の少女ことヒノカは参戦していない様子だが、一いつ緒しよにいる以上、気が変わらないとも限らない。

　ならば早々に決着をつけなければ……っ、と唇くちびるを嚙かみ締しめるタマネだが、彼女には一つ憂ゆう慮りよすべき事こと柄がらがあった。




　それは──〝思った以上にドキドキする〟ということである。




　さっきはままよと勢いで腕うでを組んでしまったが、男性と腕を組むなど、父親と祖父以外では初めてのことだ。

　それがあんなにも恥はずかしく、そして胸が高鳴るものだったとは、タマネ自身、思いもしなかったのだ。

　なのに、あの奥手で、男の裸はだかが視界に入っただけで赤面し、相撲すもうすらまともに見られなかったはずのココが、今となっては嫉妬心を剝むき出しにして、胸の脂し肪ぼうを上下左右に揺ゆらしながら、ミナトの頭をハグしに行った。

　これが恋こいする乙女おとめの力だとでも言わんばかりに。

　腕を組むだけで精せい一いつ杯ぱいだったタマネとは違ちがい、胸を押しつけんばかりのハグを、ココだけではなく、シーナも行っていたのだ。

　なんと破廉恥な！

　あれが俗ぞくに言う〝ビッチ〟というやつに違いない！

　だがココやシーナがその高みにいる以上、タマネもあれが出来るようにならなければ、ミナトを落とすことなど、夢のまた夢であろう。

　しかしさすがにハグは……。

「ぐっ……」

　ほろり、と悔くやし涙なみだを流し、タマネは内心懺ざん悔げする。




　──お父さん、お母さん、たまねはいやらしい子になろうとしています。

　──どうかお許しください。

　──でも、ここちゃんに罪を償つぐなわせるためには仕方ないのです。

　──たまねの覚かく悟ごを、どうぞ見届けてください。

　──後、仕送りも増やしてください。

　──現物支給でも可です。

　──美お味いしいチョコチップをたくさんお願いします。

　──おこづかいが添そえてあるとなおよしです。




「……よしっ」

　一通りの懺悔を終えたタマネは、静かに深呼吸して心を落ち着かせ、手にしていた袋ふくろから〝種〟を摘つまむ。

　そう、今は〝種たね蒔まき〟の真っ最中なのだ。

　何故一緒になってこんなことをしているのかはさておき。

　とにかく目の前のことに集中し続ければ、いつしか心も決まることだろう。

「なら、どこまでも蒔まくまで！」

「お、気合い入ってんな。頑がん張ばれよー」

　ふとどこからかタマネを応おう援えんする声が聞こえたが、今は無心になろうとしている最中である。

　ぐっと親指を立てるだけにし、返事はしないようにしておいた。

「おお、なんか知らんが頼たのもしいな」

「ですねっ。私も負けていられないですっ」

「っていうか、毎回思うんだけど、これもっと手軽に出来ないの!?　すんごい腰にくるんだけど!?」

「ぬっ!?　おい、私の列を踏ふむんじゃない！」

「……」

　集中集中……、と周囲の雑ざつ音おんをものともせず、タマネは瞳ひとみを閉じる。

　数秒後、かっと両目を見開いたタマネは、指先に全神経を集中させ、これを〝うね〟の中心へと素す早ばやく突つき刺さし、そして土を被かぶせた。

「はああああああああああああああああああああああああっっ!!」

　──ずぼっずぼっずぼっずぼっ。

　まるで播は種しゆ機が如ごとく、素早く、そして正確に〝種〟を蒔いていくタマネ。

　もちろん慣れない作業ゆえ、次し第だいに身体からだのあちこちから悲鳴が上がってくるが、それでもタマネは、必死に〝種〟を蒔き続けていた。

　この〝種〟の一つ一つが、やがては豊かに実り、美お味いしい〝ウィート〟となって、人々のもとへと届けられるのだろう。

　人々はタマネのことなど知らないだろうが、それをパンなどにして口に運んだ瞬しゆん間かん、人々の顔には笑えみが溢あふれるのである。

　なんて美味しい〝ウィート〟から出来ているのか、と。

　そう考えると、これしきの苦痛など、なんてことはない。

　だって子どもたちの笑顔が──タマネを待っているのだから！




「──って、ちがーう!?　何やりがいを感じてるんだよわたしーっ!?」




「「「「……？」」」」

　突とつ如じよ声を荒あららげたタマネに、ミナトたちはぽかんと口を半開きにする。

　しかしそんなことは関係ない。

　つい流れで精力的な種蒔きを行ってしまったが、タマネの目的はミナトを落とし、ココを自首させることで、他のプレイヤーたちを解放することなのである。

　断じて子どもたちの笑顔を見ることではないのだ。

「……」

　いや、まあそれはそれで重要なことなので、全すべてが終わり次第、考えるとしよう。

　そう頷うなずいたタマネは、斜ななめ前方で「大だい丈じよう夫ぶか？」と首を傾かしげているミナトに、愛あい想そ笑いを浮うかべて答える。

「だ、大丈夫。ちょっと気合いを入れ直してただけだから……」

「そうか。まああんまり無理はするなよ？」

「う、うん。ありがとう……」

　よし、なんとか誤ご魔ま化かすことには成功した。

　他の者たちも別段気にしていないようだし、たぶん大丈夫だろう。

　さて、続きを──。

「！」

　その時、ふとタマネは気がついてしまった。




　──作業に戻もどったミナトの背が、今まさにがら空きだということに。




　幸か不幸か、精力的な種蒔きが、ベストポジションへと導いてくれたのである。

　とにかく、これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。

「……っ」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み、〝種〟の入った袋を静かに地面へと置いたタマネは、そろりそろりと、忍しのび足でミナトのもとへと近づく。

　正面からのハグは未いまだに勇気が出ないのだが、背後からであれば、なんとかいける気がする。

　幸い、今は体勢の悪い種蒔きの最中──足がもつれたことにし、自然な感じで抱だきついた後、ぎゅっと胸を押しつければ、ミナトもイチコロだろう。

　何な故ぜなら、男子は〝ラッキースケベ〟なるものに弱いと漫まん画がで読んだことがあるからだ。

　確かにコタツの上にいつも置いてあるみかんより、ふとした時に貰もらえたみかんの方が、なんだか美お味いしい気がする。

　それと同じで、ふいに訪おとずれるラッキーは、いつもよりもダイレクトに心へと響ひびくのだ。

「ふふふ……」

　溢れるにやにやを隠かくしきれず、タマネの口元も大きく歪ゆがむ。

　正直、とても恥ずかしいが、今はココのためにも我が慢まんである。

　いざ行かん！　と両りよう腕うでを広げ、タマネはわざとらしく声を上げ、ミナトの背へと飛び込んだ。




「──きゃあ～、足がもつれちゃった～♪」




　──ぶにゅっ。

「……ぶにゅ？」

　人の背にしては、やたらと弾だん力りよくに富んだ感かん触しよくに、タマネは顔を埋うずめたまま小首を傾げる。

　というより、ミナトの背はこんなにも広かっただろうか。

　小こ柄がらとはいえ、両腕を広げたタマネが持て余すほどの大きさだ。

　これだと、ミナトの身体は力士ばりの太さになる上、先ほどから漂ただよってくる、この妙みように濃のう厚こうな植物の香かおりは一体……。

　いよいよ何かがおかしいと気づいたタマネが、埋めていた顔を離はなすと、

「──ふげっ!?　何これ!?」

　そこには、天高くそびえる〝緑色の物体〟があった。

　と。




「──ひゃう～!?　た、助けてくださいぃ～!?」




「こ、ココちゃん!?」

　突とつ如じよ響ひびいたココの悲鳴に、タマネは何事かと彼女の姿を探そうとする。

　が。

　──しゅるり。

「あひいっ!?」

　いきなり何かが身体に絡からみつき、タマネは身動きを封ふうじられてしまったのだった。




　　　　◇




「ぐうっ……」

　なんということだ……、とミナトは目の前の惨さん状じように、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

　恐おそらくは、そこら辺の植物にでも擬ぎ態たいしていたのだろう。

　それに気づかないまま、畑作りを行ってしまったため、このような状じよう況きようへと陥おちいってしまったのだ。

　確かにこの辺りには、肉食系のモンスターはいない。

　眼前にいるこの〝マンドラゴン〟も、見た目こそ丸まる吞のみにされそうな感じではあるものの、やつは〝装備破は壊かい〟を主な攻こう撃げきとしているだけの、言わばトラップ的なモンスターだ。

　ゆえに、食われるようなことはないのだが……。




「──ひゃあっ!?　み、見ないでください、ミナトさぁ～ん!?」




「いや、そう言われても……」

　それだと助けることが出来ず、さりとて直視するのは憚はばかられるため、ミナトは赤い顔でちらちらと横目を向ける。

　何せ、悲鳴を上げているのは、全身粘ねん液えき塗まみれのココだけではなく……。

「い、いやぁ～!?　そんなところ舐なめないでぇ～!?　お嫁よめに行けなくなっちゃうぅ～!?」

　すでに装備が半はん壊かい状態で、涙なみだ目めのヒノカに、

「うぐっ……。この、いい加減に……んんっ!?」

　びくんっ、と背を反らし、恥はずかしそうに身体を捩よじるシーナと、

「く、くぅ～!?　こ、こんなことでわたしをどうにか出来るとでも……あひぃ!?　そ、そこはらめなのぉ～!?」

　さらには、囚とらわれた女騎き士しみたいなことを言うタマネまで含ふくまれているのだ。

　何故男のミナトだけが襲おそわれなかったのかは、たぶん制作者のこだわりであろう。

　ともあれ、五人中四人が触しよく手しゆに囚われている以上、残されたミナトがなんとかするしかないわけだが……。

「そ、そんなに激しくなんてダメですぅ～!?　み、ミナトさん、見ないでぇ～!?」

「ちょ、どこ触さわってんのよ!?　そ、そこはまだ……ああんっ!?　こ、こっち見たら許さないわよ、ミナ……はぅん!?」

「こ、これが凌りよう辱じよく……。だが心までは……くぅ!?　み、見ないでくれ、ミナト……」

「こ、こんなの初めてぇ～!?　お、おかしくなっちゃうぅ～!?　す、凄すごいよミナトくん～っ!?」

「……」

　いや、俺は何もしてねえよ……。

　一人おかしいやつがいたことに、ずーんっと白目をむきつつ、ミナトはどうしたものかと考えを巡めぐらせる。

　現状、彼女たちを助けられるのはミナトしかいない。

　だが助けようにも、当の本人たちは〝見るな〟と言う。

　目を瞑つぶりながら特とつ攻こうしてもいいが、それでミナトまで摑つかまってしまったら、元も子もないだろう。

　というより、あれに交ざって嬌きよう声せいなど上げたくない。

　ミナトの喘あえぎなど、正直、誰だれ得とくなのかという感じだし。

　であれば、もうこれしかない気がする。

「よし、お前ら！　ちょっと痛いかも知れんが、我慢してくれ！」

　ミナトは畑の脇わきに置いてあった〝耕運機〟に跨またがり、下を向きながら全力でペダルを漕こいだ。

「うおりゃあああああああああああああああああああああっっ!!」

　──ずがんっ！

『キュギイッ!?』

〝耕運機〟のタックルをまともに食らったマンドラゴンは、悲鳴を上げながら、その巨きよ体たいをぐらつかせる。

「うわっ!?」

　衝しよう撃げきで〝耕運機〟がばらばらになってしまったが、こんなものは、また作り直せばいい。

　それよりも、今は皆みなの救出が先決だ。

「──きゃふっ!?」「──あいたっ!?」「──ぐふっ!?」「──ぎえっ!?」

　ずずんっ、とマンドラゴンの身体が地面に倒たおれると、触手の拘こう束そくも緩ゆるんだのか、女子たちが解放される。

「うりゃあ！」

『ギイッ!?』

　その隙すきを逃のがさず、ミナトのハンドアックス──《ウォーバサラ》が、マンドラゴンの頭部に一撃を加える。

　元々ライフの多いモンスターでもないため、今の一撃が致ち命めい傷しようとなり、マンドラゴンは天へと召めされていった。

「……ふう。まさかこんなモンスターに手こずるとは……」

　思わぬ強敵に額の汗あせを拭ぬぐい、《ウォーバサラ》を収納したミナトは、皆の無事を確かめるべく振ふり返る。

　が。

「うぅ……ミナトさんにも触られたことなかったのに……」

「……はあ。あたし、汚よごされちゃった……」

「……死にたい。とにかく死にたい……」

　ココたちは悲ひ愴そう感に満ちた顔をしており、同じく救出されたタマネも、拘束中はあれだけオークな女騎士モードを全開にしていたにもかかわらず、

「うぅ、ぬるぬるして気持ち悪いよぅ……えっぐ……」

　今はじゅるじゅると鼻水を垂らしながら、隅すみで膝ひざを抱かかえ、嗚お咽えつを漏もらしていた。

　装備は未だ半壊状態ゆえ、色々と目のやり場に困るのだが、街に戻もどって修復するまではどうしようもなく……。

「参ったなぁ……」

　精神的なダメージも大きそうなので、しばらく放ほうって置いた方がいいかとミナトが考えていると、何を思ったのか、タマネはぼそりとこう告げてきた。




「……責任取って」




「えっ？」

　どういうことかと呆ほうけるミナトに、タマネは憤いきどおりを孕はらんだ声音で捲まくし立ててきた。

「だってあんな恥ずかしいところを見られたんだよ!?　わたし、もうお嫁に行けないもん！　だから責任取ってよ！　ううん！　むしろ君は責任を取るべきだよ！」

「いやいやいやいや!?　なんでそうなるんだよ!?　つーか、見えちまったもんは仕方ないだろ!?　不ふ可か抗こう力りよくだって！」

「そ、そんなこと言って、実はスクリーンショットを撮とったりしてるかもしれないじゃん！」

「そんなわけないだろ!?　第一、ここはゲームの中なんだし、責任もクソもないだろ!?」

「あーりーまーすぅーっ！」

　タマネが風船のように頰ほおを膨ふくらませていると、騒さわぎを聞きつけたであろう女性陣じんが、大事なところを隠かくしつつ、何事かとやってきた。

「ど、どうしたんです？」

「ちょ、ちょっと聞いてよ、ココちゃん！」

「は、はい。ど、どうしました？」

　半ば強ごう引いんに話を聞かされることになったココに、タマネはミナトを指差しながら言った。




「──この人がわたしを辱はずかしめたのに、責任を取ろうとしないの！」




「……えっ？」「……はっ？」「……むぅ？」

　それを聞き、当然、女性陣が揃そろって怪け訝げんそうな顔をする。

「おま!?　誤解を招くような言い方をするなよ!?　お前が勝手に辱められてたんだろ!?」

「ひどい!?　あんなにもしっかりと見てた癖くせに！」

「い、いや、だって目の前であんなことになってりゃなぁ……」

　先ほどの状況を思い出し、ミナトも顔を赤くする。

　と。

「う、うわぁ～ん!?　み、ミナトくんの馬ば鹿かぁ～っ!?」

　ぴゅーっ、と風のような速さで、タマネはどこへなりとも去っていった。

「えぇ……」

　残されたミナトは、女子たちの冷たい視線を背に一人白目をむく。

　助けたのになんなのこの仕打ち……、と。




〝マンドラゴンに襲われる〟というまさかのアクシデントにより、せっかく種たね蒔まきまでいった畑作りは、〝うね〟を作り直す段階まで戻ってしまった。

　結局、この日は女子たちの装備を修復した後、抉えぐれた地面を元に戻す作業で終わってしまい、当初の予定よりもかなり遅おくれたスタートとなった。

　まあまだ時間はあるので、慌あわてるようなことではないのだが、このように予期せぬ事態が起こることも想定しておかねばなるまい。







　というわけで、なるべく早く次の工程へと進むべく、翌日も午前中から頑がん張ばろうと、マイホームのリビングで、朝シャンの順番待ち（現在はヒノカが入浴中）をしていたミナトだったが、




『──ぎゃあ～!?　モンスターオカメインコぉ～!?』




「「「……？」」」

　ふと家の外から聞こえてきた叫さけび声に、ココやシーナともども、何事かと顔を見合わせた。

　声質から、どこの誰かは大体想像がつきつつも、窓から外の様子を覗のぞいてみると、やはりそこにいたのは、小こ柄がらなアホの子ドワーフことタマネだった。

　当然、そのままにしておくわけにもいかず、仕方がないので室内へと招くことに。

　そうしてココが淹いれた〝ハーブティー〟で、タマネが落ち着きを取り戻したことを確かく認にんしたミナトは、彼女に訪問してきた理由を尋たずねる。

「で、今日はどうしたんだ？」

「ふっふっふっ、決まってるでしょ？　もちろん愛するダーリンに会いに来たんだよ！」

　どーんっ、とタマネがいい感じのドヤ顔をしていると、ココはちょうど風ふ呂ろから上がったらしいヒノカに、悪そうな笑えみを浮うかべながら頼たのんだ。

「……ヒノカさん、この〝ハーブティー〟を、ちょっと調合していただけませんかね？」

「あんた、それ誰に飲ませる気よ……。っていうか、さも当然のように、あたしを毒物担当にするのやめてくれない……？」

　ヒノカにジト目でお断りされてしまったココは、ぐぬぬと唇くちびるを嚙かみ締しめながらこちらへと戻もどってきた。

「というわけで──装備チェンジ！」

　最中、タマネが椅い子すから飛び降り、くるりと軽快にステップを踏ふむ。

　すると、彼女の身体が一いつ瞬しゆん輝かがやき、

　──ぱっ。




　──まさかの〝裸はだかエプロンスタイル〟になった。




「「──ぶーっ!?」」「──ええっ!?」「──はあっ!?」

　それを見た瞬しゆん間かん、ミナトとシーナが〝ハーブティー〟を噴ふき出し、ココは両目が飛び出しそうに、ヒノカもかっと両目を見開き、固まっている様子だった。

　ただ下着を着用しているところを見る限り、完全な裸になる勇気はなかったようだ。

　だがそれでも、ぱっと見は〝裸エプロン〟である。

　胸元が乏とぼしいのは仕方ないにしても、目のやり場に困るのは同じ。

　さっと赤い顔で視線を逸そらしたミナトに、タマネもまた顔を紅潮させながら言った。

「ど、どうかな……？　新妻っぽい衣装を用意してみたんだけど……」

「い、いや、どうと言われても……」

　ミナトが反応に困り、もごもごと言いい淀よどんでいると、

「……どうなんですか？　ミナトさん」

「……どうなんだね？　ミナト氏」

「……どうなのよ？　ミナト」

「……」

　タマネを除いた女性陣じんから、もの凄すごく冷たい視線を向けられ、ずーんっと白目になった。

　そんな剣けん吞のんな空気をものともせず、恥はずかしそうにもじもじしていたタマネは、一人ぐっと頷うなずいたかと思うと、

「し、失礼するね……」

「──うおっ!?」




　──ミナトの膝ひざの上にちょこんっと腰こし掛かけ始めた。




「えへへ、座っちゃった♪」

「いや、座っちゃったって……」

　何故座ったのかと困こん惑わくするミナトだが、

　──ずどっ。

「ひいっ!?」

　瞳ひとみのハイライトが消えたココが、ナイフを逆手に、焼きたてのパイを切り分けている姿が目に入り、ミナトの背筋が一気に冷える。

　瞬またたき一つしていないところが、また一段と恐きよう怖ふ心を煽あおってくるが、それでもきちんとタマネの分のパイを、彼女の席に置いている辺り、まだ人の心は残っているようだ。

「……ヒノカさん、そこのパイにトッピングの《魔ま女じよシリーズ》を……」

　いや、やっぱり残ってないかもしれない……。

　ココがヤンデレ化していることなどつゆ知らず、タマネは今し方彼女が切り分けたパイを皿ごと手に取ると、それをフォークでさらに一口サイズに分け、ミナトの口元に運んできた。

「はい、ダーリン♪」

「い、いや、あの……」

「ほら、あーん♪」

「あ、あー──」

　と、ミナトがパイを口にしようとすると、

「～～っ!?」

　──がしっ。

「は、放してくださいぃ～!?　タマちゃんさんを殺して私も死ぬんですぅ～!?」

　ナイフ片手にタマネを暗殺しようとしていたココが、シーナたちに取り押さえられる。

「お、落ち着きたまえ。気持ちは分かるが、それだとゼロルートまっしぐらだぞ？」

「そ、そうよ。あんたは別人なんでしょ？」

「別人ですけど、今だけはゼロさんでもいいんですぅ～!?」

　泣なき喚わめき、ナイフを振ふり回まわして暴れるココの姿に、ミナトはパイの味も分からぬまま、ひたすら白目でそれを咀そ嚼しやくする。

　最中、ココは未だにミナトの膝の上にいるタマネを指差し、猛もう然ぜんと抗こう議ぎの声を上げてきた。

「だ、大体、あんなの非常識ですよ！　私がいつかやろうと思っていた裸エプロン姿で、こともあろうに、私のミナトさんに対して〝あーん〟してあげるなんて！　というより、こんな大衆の面前で、見せつけるように食べさせてあげること自体、品性を疑うとしか言いようがありません！　マナー違い反はんにもほどがあります！」

「……いや、あんたもしょっちゅう同じことやってるんだけど……」

　ヒノカの突つっ込こみが鋭えい角かくで突き刺ささるも、ボルテージの上がったココを諫めるには至らず、彼女の牙きばはがるるとタマネに向けられ続ける。

　すると、タマネは勝者の笑みを浮うかべながら、優ゆう雅がに〝ハーブティー〟入りのカップを手にし、ずずずとこれを啜すすった。

「……ふう。悪いね、ココちゃん。だけど、ミナトくんはもうわたしの魅み力りよくにめろめろだよ。ここからの逆転は難しいほどにねっ」

　ドヤァとキメ顔でそう言い、タマネが再びカップに口をつけていると、ココはシーナたちの拘こう束そくを振り解ほどき、ミナトの腕うでを摑つかんで言った。




「──分かりました！　だったらミナトさん、私と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りましょう！」




「──ぶーっ!?」

　それを聞き、タマネが〝ハーブティー〟を噴き出す。

「また君は懲こりずにしょうもないことを思いつくな……」

　シーナが呆あきれた視線を向ける中、わなわなと信じられないような顔をし、タマネはミナトの膝の上から退く。

　そんなタマネの前で、ココは見せつけるようにミナトの腕を引いて言った。

「別に混浴は初めてじゃないですし、いいじゃないですかっ。ねっ？　入りましょう、ミナトさんっ」

「い、いや、あの時は仕方なく一緒に入っただけで……」

　と。




「──そう！　〝一緒に〟入ったんです！　当然ですよね！　だって私は──ミナトさんの〝お嫁よめさん〟なんですから！」




「ぐっはあっ!?」

　ココの言葉に相当のダメージを受けたらしく、タマネはぽてりと床ゆかに尻しり餅もちを突いた。

「え、いや、あの時は皆みなも」

「さあ、行きましょう！　今すぐ行きましょう！　レッツ混浴！」

「ちょ、お、おい!?」

　余計な情報はシャットアウトを決め込んだらしいココに背中を押されたミナトは、逆らうことも出来ず、浴室へと強制連行されてしまったのだった。




「……」

　なんでこうなったの……、と湯船の中で白目をむくミナトの後ろでは、同じくココが、こちらに背を向けながら湯に浸つかっていた。

　確かに湯船はゆったりと入れるよう、ココが大きめにデザインしてくれた。

　が、それはあくまで一人で悦えつに入いるためであり、断じて男女での入浴を目的としたものではない。

　なのに、だ。

　ミナトは今湯船の端はしで膝を抱かかえ、巨きよ乳にゆう美少女のココとともに、湯に浸かっている。

「……ふぅ」

　ちゃぷり、と湯を掬すくっているのであろう音を響ひびかせ、一息吐つくココに、ミナトもごくりと生なま唾つばを吞のみ込む。

　あの時は広めの温泉だったため、そこまで意識しなかったのだが、今はせいぜいが三人入れるかどうかという湯船の中──当然、このお湯にはココの色々な成分が溶とけ込んでいるわけで……。

「～～っ!?」

　これはダメだーっ!?　と倫りん理り的な限界を感じたミナトは、早々に湯船から上がろうとしたのだが、

　──ふにゅり。

「はうあっ!?」

　突とつ如じよ背中に柔やわらかな感かん触しよくを覚え、思考がショートする。

「えへへ、来ちゃいました……」

　言わずもがな、感触の正体はココだった。

　彼女はその豊満な胸を押しつけるように、ミナトの背に寄より添そってきたのだ。

　あばばばばっ!?　とミナトが青い顔で痙けい攣れんしていると、

　──ぎゅっ。
















「ミナトさんの背中、とっても大きいですぅ……」

「──」

　思考──完全停止。

　ミナトの精神は今、六道の世界を駆かけ足あしで飛とび越こえ、無の境地へと辿たどり着ついていた。

　そしてその顔も、比ひ喩ゆではなく、ガチで菩ぼ薩さつっぽくなっていた。




　と──バンッ！




　けたたましく浴室のドアが開き、タオルを身体に巻いた一人の少女が、その乏とぼしいお胸を誇ほこらしげに張りながら姿を現した。

「──待たせたね、ミナトくん！　やっと踏ふん切ぎりが──って、あ、あ、アダルトおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

　が、少女ことタマネは、湯船の中で菩薩に寄り添うココの姿を見るなり、真っ赤な顔で泣きながら、どたばたとその場を去っていった。

　どうやら裸はだかエプロンは出来ても、タオル一枚で寄り添うことは出来なかったらしい。

「おや？　入らなくていいのかねー？　……って、聞いてないか」

　やれやれ、と彼女と入れ替かわるように現れたのは、やはりタオル姿のシーナだった。

「で、君はどうする？」

　浴室に入ってくるなり、シーナはドアの方を振ふり向いて言う。

　すると、シーナの後をついてきたらしいヒノカが、ドアの隙すき間まから胡う乱ろんげな顔を覗かせた。

「どうぞお構いなく。あたし、あんたたちみたいにビッチじゃないから」

　そう言って、ぱたんっとヒノカがドアを閉めると、シーナは「というわけだ」とこちらに向き直った。

「ではビッチ同士仲良くしようではないか」

「ふえぇ～、私ビッチじゃないですぅ～……」

「……」

　もう好きにしてくれ……、と一人悟さとりを開いたミナトだった。







　そんな騒そう々ぞうしいごたごたもありつつ、ミナトたちは、数日を畑作業に費やし、ついにこれを完成させた。

　畑をぐるりと囲うように建てられた、木製の〝フェンス〟には、ヒノカのパッシブ──《魔ま女じよの秘術》で作った薬品類も塗ぬってあるので、モンスターが近寄ることもないだろう。

　後は時折経過を見に来つつ、収しゆう穫かくの時を待つだけである。

　初日の遅れを取り戻もどすことが出来たのは、やはりタマネの協力が大きいのだと思う。

　例の〝アプローチ〟は込こみだが、あれからちょくちょく手伝ってくれたし。

「後は収穫したやつを製粉すればいいし、これで〝ウィートフラワー〟はＯＫだな。次の食材はなんだ？」

「えっと、後は〝最高にいいお出だ汁しの取れるシーフード〟と〝最高のエッグ〟、それから〝最高のナガーナネギ〟みたいなのが欲ほしいんですけど、そんな感じのレア食材ってありますかね？」

　なんでもいいけど、〝最高〟多いな。

「うーん、〝ナガーナネギ〟はさすがにうちの畑にもあるような、普ふ通つうのやつくらいしかないな。あ、でもエッグなら、レア種の〝スパークリングコッコー〟ってやつが、〝金色のエッグ〟を産むらしいぞ」

「スパークリングコッコー！」

〝ココ〟繫つながりな名前の響きが気に入ったのか、ココは爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせていた。

　ちなみに、この世界では食用の卵のことを〝エッグ〟と言い、装備の素材などになるものは、そのまま〝卵〟と呼ぶ。

　つまり前に攻こう略りやく組が手に入れようとしていた、ヤモンメジスの卵は、同じ卵でも、食用ではない素材向きというわけだ。

「おう。この辺だと、《マイン》の火山地帯にある、一番高い山の頂上付近に生息しているらしくてな。よく雷かみなりに打たれてるそうで、めちゃくちゃ光ってるんだとさ」

「さすがは〝スパークリング〟ですね！　では〝ナガーナネギ〟に関しては、私たちが丹たん精せい込こめて育てた、穫とれたてのものを使うとして、エッグは是ぜ非ひともそのスパークリングなものを手に入れましょう！」

「了りよう解かいだ。じゃあ明日にでも、早さつ速そく行ってみようぜ」

「はいっ」

　というようなやり取りを経て、件くだんの〝スパークリングコッコー〟を捕つかまえに、炭鉱の街──《マイン》の火山地帯にある、険けん阻そな山へとやってきたミナトたち四人だったが、




　──ゴロゴロピシャーンッ！




「「きゃああああああああああああああああああああああああああっっ!?」」

「いや、お前らビビりすぎだろ……」

　がっくりと肩かたを落とすミナトの両りよう腕うでは、今まさに塞ふさがれている状態だった。

　塞いでいるのは、ぶるぶると身体を震ふるわせているココとヒノカで、言わずもがな、この〝雷〟が原因である。

「まったくだ。雷くらいで何をそんなに怯おびえる必要があるのかね？」

　呆れたようにやれやれと嘆たん息そくするシーナに、ヒノカが涙なみだ目めで反論する。

「し、仕方ないでしょ!?　こんな大きな音がいきなり鳴れば、誰だれだってびっくりするわよ！　というか、そういうあんただって、そんなところに上ってるじゃない！」

　そう突つっ込まれたシーナは、確かにミナトの肩の上──いつもの〝定位置〟にがっしりと納まっていた。

　後頭部に感じる微かすかな震えから察するに、やはり彼女も雷が苦手なのだろう。

「それに関してはノーコメントで頼たのむ。今は少々余よ裕ゆうがないのでな」

「要は怖こわいんでしょ！　って、ひいっ!?」

　ぴかっ！　と辺りを閃せん光こうが照らし、遅おくれて天が怒ど号ごうを上げる。

「ふえぇ～……」

「むむむ……」

　瞬しゆん間かん、三人は一層ミナトの身体を強く抱だき、頭と両腕に柔らかな弾だん力りよくが押しつけられた。

「……」

　それ自体は素す直なおに嬉うれしいのだが、如何いかんせん見動きが取れないのが難点だった。

　幸い、この雷のせいか、モンスターたちの姿も見えないのだが、ここは肉食モンスターどもの生息域である。

　以前、ヤモンメジスの糞ふんを取りにきた時も、周囲には恐きよう竜りゆう然とした小型肉食モンスターが多数跋ばつ扈こしていた。

　やつらは草食系のモンスターとは違ちがい、こちらが手を出さずとも襲おそってくる習性がある。

　一応細心の注意を払はらって進んではいるし、大だい丈じよう夫ぶだとは思うのだが、予期せぬ事態が起こらないとも限らない。

　なるべくなら、もう少し離はなれて欲しいのだが、しかし……。

「み、ミナトしゃ～ん……」

　ココは泣いてるし……、

「もうやだぁ～!?　あたし帰るぅ～!?」

　ヒノカは駄だ々だこねてるし……、

「むぅ……（ぎゅ～）」

　シーナの足で首が締めつけられてるし……、

「お、置いてかないでぇ～……」

　タマネを引きずっているおかげで足が重いし……。

「……はあ」

　これどうすんだよ……、とミナトは大きく嘆息する。

　そして自らの腰こし元もとにジト目を向けて思った。

　で、何な故ぜお前がそこにいる……、と。




　珍ちん客きやくの登場に呆あきれつつも、なんとか数時間かけて頂上へと辿り着いたミナトたちは、岩いわ陰かげに身を寄せつつ、眼前に光り輝く黄金のニワトリの姿を捉とらえていた。

　が。

　──ピシャンッ！

　──ゴロゴロ！

　──ゴロピシャーンッ！

　──ピシャンッゴロピシャンッ！

『……』

　黄金のニワトリこと〝スパークリングコッコー〟は、情報以上に雷を浴び続けており、捕まえるとかそういうレベルの話ではなかった。

　これでは近づいただけで雷に打たれてしまうだろう。

　問題は、あの雷にどれだけの威い力りよくがあるのかということである。

　ここはゲーム世界ゆえ、ライフが少し削けずられる程度であれば、回復薬を手に、ダメージ覚かく悟ごで突っ込むことも可能だ。

　しかしあれが一いち撃げき死レベルだった場合、打たれたが最後──デスゲームのルールに則のつとって、ミナトたちはこの世界どころか、現実世界でも〝死〟を迎むかえることになってしまう。

　ゆえに、迂う闊かつに近づくわけにもいかず、ミナトたちは手をこまねいている状じよう況きようだった。

「しかし、さすがは〝レア食材〟といったところだな。一瞬の隙すきもありゃしないぜ」

「そうですね……。なんだか目がちかちかしてきましたし……」

　未いまだにぎゅっとミナトの身体にしがみついている女子たちだが、さすがにこれだけ連続で雷が落ちれば、少し慣れたようで、最低限の会話が出来る程度には落ち着いていた。

「で、どうするのよ？　何かいい案はないの？」

「そうだなぁ……」

　うーん、と眉み間けんにしわを寄せ、ミナトは頭を悩なやませる。

　現状、あそこに近づくのはほぼ不可能だろう。

　雷耐たい性せいの装備を纏まとっているわけでもないし、たとえ纏っていたとしても、あの雷の威力が不明である以上、下手に受けるわけにはいかないからだ。

　となれば、強い臭においを放つ餌えさなどで誘おびき寄せるか、または狙そ撃げきによってやつらを驚おどろかせ、こちらへと誘ゆう導どうするか……。

　最悪、ここから穴を掘ほって地下を進み、やつらを落として捕まえるという手段がないこともない。

　お手軽なのは前の二つだが、もちろん問題も存在する。

　まず一つ目の問題点は、やつらの好む臭いが分からないことと、他の肉食モンスターを呼び寄せるかもしれないということ、そしてこれは二つ目にも共通するのだが、やつらが近づいてきた際、雷もこっちに向かってくるかもしれないということだ。

　二つ目の問題点は、言わずもがな、上う手まく誘導出来るかどうかである。

　ただどちらにせよ、やはり雷に打たれる心配が大きいだろう。

　その点で言うのなら、最後の案が割と安全かつ成功確率高めなのだが、時間がかかりすぎるというデメリットもある。

　というような話を皆みなにしつつ、ミナトはシーナに指示を出した。

「シーナ、一応《ダウジング》で〝水脈〟を探さぐって貰もらえるか？」

「うむ、承知した。──《ダウジング》」

　ミナトの肩に乗ったまま、シーナは〝銀のはりがね〟を手に《ダウジング》を行う。

「……ふむ。ないことはないのだが、ここで使うのは些いささか危険ではないか？」

「まあな。だから〝一応〟だ。どうしても手段が思いつかない時は、一か八かそれで一気にやつらを押し流して、下の方で回収するって手も、考えておかないといけないからな。途と中ちゆうでやつらが溺おぼれたり、感電する危険性はあるかもしれないが……」

「なるほど。ではマーキングだけしておこう」

「ああ、頼む」

　そうミナトが頷うなずけば、シーナはペイント効果のある矢を、先ほどの《ダウジング》で見つけたポイントに放ち、数ヵ所のマーキングを行った。

　以前掘った温泉とは違い、通常の水脈は、それほど深く掘る必要がない。

　これは、どこにいても、最低限〝水〟だけは確保出来るようにと設定されているからであり、運さえよければ、それこそ〝シャベル〟や〝ツルハシ〟などで掘り当てることも可能だ。

　ゆえに、今し方マーキングしたポイントを、それなりに威力のある弾だん丸がんで撃うち抜ぬいたりすれば、衝しよう撃げきで水が噴ふき出すというわけである。

　もちろん探り当てられていたら、の話だが。

「よし、これで万が一の時の準備はいいな。で、話は戻もどるんだが、何か回収方法に案のあるやつはいるか？」

　問うも、皆からの返答は芳かんばしくなく、ミナトも「だよなぁ……」と肩を落とす。

「タマちゃんさんはどうです？　こう、攻略組仕込みの方法とか」

「うーん、そう言われてもなぁ……」

　腕うでを組み、タマネが顔を顰しかめていると、同じく攻略組出身のヒノカが、ココに半眼を突き刺さした。

　ちなみに、タマネが〝攻こう略りやく組出身〟という話は、先日畑作業の際に聞いたらしい。

　ただヒノカとは所属されていた班が違ったのか、面識はないという話だ。

「ちょっと、そこはあたしに聞くもんでしょ？　貴重な立ち上げメンバーよ？」

「い、いえ、もちろんそうしようとは思っていたんですけど、でもタマちゃんさんは今も攻略組にいるそうですし……」

　おどおどとココが答えれば、ヒノカは不満そうに唇くちびるを尖とがらせつつも、なんとか納なつ得とくしたようだった。

「あらそう。ならまあ仕方ないわね。ほら、先せん輩ぱいが譲ゆずってあげたんだから、光栄に思いなさいな」

「う、うん、ありがとう……」

「ふむ、追い出された割には、随ずい分ぶんと態度のデカい先輩だな」

「うるさいわね！　あんた、一回しばくわよ!?」

　がるる！　と牙きばを剝むき出しにするヒノカを、ココは必死に宥なだめようとする。

「ま、まあまあ、とりあえず落ち着きましょう？　ねっ？　それよりどうですか？　タマちゃんさん。こういう時の攻こう略りやく方法とかって、何か知っていたりしませんか？」

　改めてココが問いかければ、タマネは頭を搔かきながら、大きく愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「いやぁ～、それがね～？　わたしのパッシブって、使い道が凄すごく難しいからさ、まったく前線に連れて行って貰えなくてね～？　いっつも雑用ばかりやってたから、そういうの全然分かんないんだよねぇ～」

　なはははは、と闊かつ達たつに笑い続けるタマネに、ココは「えぇ……」と白目をむいていたのだった。




　その後、結局別の回収手段を思いつかなかったミナトたちは、水脈頼だのみの〝水に流しちゃおう作戦〟を行う前に、現状、一番可能性が高い手段を試ためすことにしていた。

「もう～!?　これ、どれだけ掘ればいいのさぁ～!?」

　そう、穴を掘って地下から進むという〝トーダイ・モトクラシ・オペレーション（命名ココ）〟である。

　もちろん普ふ通つうにミナトたちが掘れば、数日単位の掘くつ削さく時間がかかることは必ひつ定じようであったのだが、幸か不幸か、今は耕運少女ことタマネがいる。

　メインの掘削作業をタマネが行い、バケツリレー方式で土を運ぶという、効率重視の方法をとったおかげか、作業開始から半日ほどが経たった今現在──目測では、ちょうどスパークリングコッコーたちの真下辺りまで、掘り進めることが出来ているようだった。

「うーん、そろそろじゃないかしら。はい、そこからは上に掘ってみてちょうだい。気づかれないよう注意するように。分かった？」

「む、無茶言わないでよぉ～!?」

　総そう監かん督とくのヒノカに無慈じ悲ひな指示を出され、涙なみだ目めになっていたタマネは、

「も、もう少しですよ、タマちゃんさんっ。ほら、私の〝干し肉〟をあげますから、これで元気になってくださいっ」
















「──ふご!?　もご、ぐも!?」

　ずぼっ、とさらに〝干し肉〟を口に突つっ込まれ、軽くパニックを起こしているようだった。

　だがそれでも永遠のライバル兼けん同どう僚りよう（仮）のココに貰ったものである。

　無下には出来ないとでも思ったのか、

「ふぐぐーっ！」

「わあ、凄い！　その調子です、タマちゃんさん！」

　急にやる気を出し、〝スコップ〟で軽快に天てん井じようの土を削っていく。

　そして。

　──がらがらっ。

『コケーッ!?』

「──うぶっ!?　な、なんか落ちてきたぁ～!?」

「あ、一いち羽わ落ちた！　やったじゃない！」

「お、マジか！　やったな、タマネ！」

　苦労が実を結び、ついにスパークリングコッコーをゲットすることに成功──さらに水脈を攻こう撃げきして水を流したことで、周囲の地じ盤ばんが緩ゆるみ、そこに遠えん距きよ離り攻撃を加えたこともあって、やつらは次々に穴へと落下していった。

　そうして穴の出口でこれらが流れてくるのを待っていたミナトたちは、大量のスパークリングコッコーを捕ほ獲かくすることが出来たのだった。




　　　　◇




　翌日の夜、タマネは一人《リフル》の船着き場で佇たたずんでいた。

　ココたちには、お礼も兼かねて夕食を一いつ緒しよにどうかと誘さそわれたのだが、それは丁てい重ちようにお断りし、タマネは《マイン》に残った彼女らに別れを告げ、その足で攻略組の集つどっているという、この《リフル》へとやって来たのである。

「……はあ」

　そう大きなため息を吐つき、タマネは頭を抱かかえる。

　悩みの種は、もちろんミナトを含ふくめたココたち一行のことである。

　当初はココことゼロを自首させるため、ミナトを籠ろう絡らくして、彼に説得して貰おうと考えていた。

　もちろん今もその考えは変わっていないのだが、彼らと接しているうちに、もしかしたら、自分の考えは間ま違ちがっているのではないかと思うようになってきた。

　当然だろう。




　だって──ココが本当に楽しそうにしているからだ。




　あんな顔は今までに見たことがなかった上、あれが大量殺人犯のする顔だとは、タマネ自身、どうしても思うことが出来なかったのである。

「うぅ……わたしは一体どうすれば……」

　両手で頭を抱え込み、タマネは悶もだえる。

　しかしデスゲームが行われていることは事実。

　そしてそれを行えるのは、間違いなくココ──〝綾瀬川ここ〟以外にはいないはずなのだ。

　なのにタマネの知る〝彼女〟と今のココにはあまりにも、〝開き〟がある。

　これは一体どういうことなのか。

　まさかとは思うが、本当に別人だとでも言うのだろうか。

　胸だって半はん端ぱないまでの成長を遂とげてるし……。

「まさかとは思うけど、あれ本物じゃないよね……？　いやいや、まさか……」

　と、あの凶きよう悪あくな胸についてはさておき。

　顔も、声も、そして名前までもが同じような感じなのだ。

　そんな奇き跡せきなど、こんな狭せまい範はん囲いで起こり得るはずがない。

　記き憶おく喪そう失しつだというのも、妙みように胡う散さん臭くさいし。

　そう、思ってはいるのだが……。

「ココちゃん、前よりも優やさしいんだよなぁ……」

　はあ……、と再び嘆たん息そくし、タマネは揺ゆらめく海面を見つめ、思いを馳はせる。

　何が起きたら、あんなにも人ひと柄がらが変わってしまうのだろうか。

　確かに前の彼女も好きだったが、今の彼女は彼女で、年上のタマネから見ても、素敵な女性だと思う。

　こういう状じよう況きようでなければ、その恋こいが成就するよう、応おう援えんしてあげたくなるほどに。

　だがもし、本当にココが〝綾瀬川ここ〟とは関係のない、まったくの別人であるというのならば、今タマネがやっていることは、一体なんなのだろうか。

　ただ単に、あの一行との生活を、楽しんでいるだけなのではなかろうか。

　いや、事実意外と楽しかったので、時折本来の目的を忘れることもあったのだが……。

　恐おそらくというか、まず間違いなく、このまま一いつ緒しよにいれば、タマネは彼らの輪に加わりたくなるだろう。

　それがいけないことだとは言わないが、まだ別人だと決まったわけではないのだ。

　にもかかわらず、途と中ちゆうで吞のまれてはどうしようもあるまい。

　そういうことは、きちんと判断を下してからにしなければ……。

「とにかく、ミナトくんへのアプローチは続けないと……」

　今一度そう心に決めたタマネは、気持ちを引き締しめる意味合いも込めて、一度攻略組の集まりに、顔を見せることにしたのだった。




　　　　◇




　その少々前──ミナトたちが《マイン》の山を下っていた頃ころ。

「これが、シーヴォロス……っ!?」

　シーヴォロス関連のクエストを受けるため、《リフル》を訪れていたハルマたち攻略組は、吹ふき荒あれる雨風に揺れる船の甲かん板ぱんで、驚きよう愕がくに目を見開いていた。




　──ドパーンッ！




　眼前に見えるのは、海面から飛び出したいくつもの山々──それらがシーヴォロスの一部であることは明白だったが、とにかく大きさが半端ではなく、あの山々がどの部分で、今頭部がどこにあるのか、まったく見当もつかなかったのだ。

　ぱっと見は巨きよ大だいな蛇へびのように見えなくもないが、如何いかんせんこの状じよう況きようである。

　全体像を把は握あくするのは困難を極きわめており、皆みな船にしがみつくのがやっとのようだった。

「ハルマ！　あそこ！」

「ぐっ!?」

　最中、シズカに呼ばれて振ふり向いたハルマは、船の右側面に天高く昇のぼる、漆しつ黒こくの柱を視界に捉とらえていた。

　と。




『──シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』




　次の瞬しゆん間かん、柱の先せん端たんが二つに割れ、辺りに甲かん高だかい咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。

『うわああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

「くっ!?　なんという音圧だ!?」

　鼓こ膜まくを突き破やぶられそうな音の振しん動どうに、攻こう略りやく組の組員たちは、挙こぞって耳を押さえていた。




　──ドッパーンッ！




　再びシーヴォロスが頭から水中へと潜もぐれば、衝しよう撃げきで高波が起こり、船を転てん覆ぷくさせんと揺らしていく。

　一瞬見えたシーヴォロスの頭部は、どこに瞳ひとみがあるのか分からないほどのっぺりとしており、蛇よりも、むしろ〝鯨くじら〟に近いようにも思えた。

　大きく開かれた顎あごに歯し牙がの類は見られず、やはり鯨のように、海水ごと餌えさを丸まる吞のみにするタイプのようだ。

　確かに漁師の話でも、船が丸ごと吞まれるとは聞いていたが、まさかこれほどのものだったとは……。

「くっ、仕方あるまい……っ。──一度態勢を立て直しに戻もどるぞ！」

　さすがにこれは分が悪いと判断したハルマは、操そう舵だを握にぎる組員に声を張り上げる。

　だが同時に、ハルマは確信していた。

　やつこそが〝水の断だん片ぺん〟を持つ者だ、と。




　シーヴォロスの圧あつ倒とう的な物量に、撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた攻略組だったが、戦せん闘とうに突とつ入にゆうする前だったおかげか、奇跡的にも死者はおらず、全員無事に《リフル》へと帰き還かんしていた。

　しかしあれだけの力の差を見せつけられたのである。

　組員たちの中にも動どう揺ようが広がっており、士気もかなり下がっているようだった。

「困ったわね。さすがにあれが相手では、いつもの戦術は使えないわ」

　そう顔を曇くもらすのは、ハルマの補ほ佐さ──シズカだ。

　ちなみに、彼女の言う〝いつもの戦術〟とは、ヒット＆アウェイを中心とした、攻略組の常じよう套とう戦術である。

「そうだな。だが収しゆう穫かくもあった。これだけの戦力差だと、さすがに近接戦闘以外でなければ不可能だ。つまりはそういう〝イベント戦闘〟のようなものなのだろう」

「なるほど。となると、やはり砲ほう撃げき戦などかしら？」

　シズカの予想に、ハルマも首しゆ肯こうする。

「ああ、恐らくはそうだろう。今回のように、借りるか買うかで船を手に入れ、強力な砲撃が出来る大たい砲ほうなどで武装し、船団による討とう伐ばつを行う──やつを倒たおせるとしたら、現状その方法くらいしかないと思う。幸い、皆のおかげでそれらを揃そろえるだけの資金はあるが、問題は、そこに資金を注ぎ込むと、近々行われるマッチングイベントが、少々厳しくなるかもしれないということだ」

「まあそのイベントに関しては、後日装備を揃える感じでもいいんじゃないかしら？　資金はまた稼かせげばいいわけだし」

　と、心配することはないとばかりに諭さとしてくるシズカに、ハルマも肩かたの力を抜ぬく。

　このように、シズカは度たび々たび真ま面じ目めなハルマのことを慮おもんぱかり、彼がスムーズに考えられるよう、優しく促うながしてくれるのである。

　彼女がいなければ、ハルマは何度壁かべにぶち当たっていたか分からないほどだ。

「そうだな。ならやはりシーヴォロスの討伐を優先させよう」

「ええ、それがいいと思うわ」

　頷うなずいたシズカに、ハルマは「それと」と付け加える。

「いつもありがとう、シズカ」

「ふふ、どういたしまして」

　にこり、と柔にゆう和わに微笑ほほえんだシズカに、ハルマの口元もふっと緩ゆるむのだった。










　三章　海の幸を採りに行こう







　数日後。

　タマネの活かつ躍やくもあり、無事エッグにも目め処どが立ったミナトたちは、〝芽〟の出てきた小麦畑の世話に汗あせを流しつつ、最後に〝最高にいいお出だ汁しの取れるシーフード〟をゲットするべく、港街──《リフル》へと赴おもむいていた。

　もちろんシーフードであれば、〝水の都〟と呼ばれている《カナル》でもよかったのだが、《リフル》の方が初期位置である《フォート》よりも遠方にあるため、皆が食べていない食材が多いだろうと考えたのである。

　そうして《リフル》に到とう着ちやくした一行だったが、そこにタマネの姿はなかった。

　というのも、あのあと彼女とは《マイン》で別れており、それ以降の消息については不明だったからだ。

　スパークリングコッコーのお礼も兼かね、先日は夕食にも誘さそったのだが、それもお断りされてしまった上、何やら思い詰つめたような顔をしていたので、気にはなったものの、本人がそっとしておいて欲しいのであれば、無理して引き止めることもないだろう。

　そう判断したミナトたちは、とりあえず彼女の好きにさせることにし、こちらはこちらで、当初の予定通り、次の食材をゲットしにきたというわけだ。

「美う味まい出汁の出る珍めずらしい魚ぎよ介かい類るいのう……」

「そうなんです。何かありませんかね？」

「うーむ……」

　現役を退いて久しいという感じの老年の漁師は、顎に蓄たくわえられた自じ慢まんの白ひげを撫なでつつ、唸うなり声を上げる。

　しばらくそうやって頭を悩なやませていた漁師だったが、ふと何かを思いついたようで、ココに視線を向けながら言った。




「……で、なんの用じゃったかのう？」




「「「「……」」」」

　このジジイ……、とミナトたちが揃って白目をむいていれば、漁師は「おお、そうじゃった」と自己解決したようだった。

「な、何か思い出しましたか？」

「うむ。珍しさで言うのならば、〝シーヴォロスの骨〟じゃろうな」

「シーヴォロスの骨？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげるココに、漁師は続ける。

「そう、シーヴォロスの骨じゃ。やつはこの近海に生息する、超ちよう大型の海かい竜りゆうでのう。儂わしらのような地元の漁師の間では、〝海王〟の名で呼ばれ、恐れられておる」

「〝海王〟！　ミナトさん、〝海王〟ですって！」

「お、おう」

　何か興味をそそられたのだろう。

　スパークリングコッコーの時同様、ココは子どものように瞳を輝かがやかせていた。

「で、その〝海王〟ってのは、一体どんなモンスターなのよ？」

　ヒノカに問われた漁師は、彼女のことをじっと見み据すえながら一言。




「……ええ尻しりじゃ」




「……はっ？」

　と、そんなことを言ってきたものだから、当然、ヒノカの目は点になった。

　だが漁師はお構いなしに、自身の思いをぶつけてくる。

「儂はのう、実は胸よりも尻が好きでな。さっきからお前さんの尻がええなとずっと思っておったのじゃ」

「「「「……」」」」

　一様に半眼を向けるミナトたちだが、漁師は自分の頭を指差しながら、残念そうに続ける。

「惜おしいのう。この辺まで出ておるのじゃ。後一押し、その尻を触さわれば思い出すやもしれん。いや、確実に思い出すじゃろう」

「そう。遺ゆい言ごんは終わったかしら？　じゃあ殺やるわ」

「お、おい、落ち着け。とりあえずその石は下ろそうな？」

　漁師を撲ぼく殺さつしようとしているヒノカを必死に宥なだめていれば、彼女はミナトをキッと睨にらみつけて声を荒あららげた。

「っていうか、ここはあんたが怒おこるところでしょ!?」

「え、俺!?」

　ぎょっと目を見開くミナトだが、ヒノカの抗こう議ぎは止まらない。

「当然でしょ!?　大事なパートナーが、スケベジジイの魔まの手に晒さらされようとしているのよ!?　悔くやしいと思わないわけ!?」

「え、えぇ……」

　そんなこと言われても……、とミナトが白目をむいていると、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度に業ごうを煮にやしたのか、ヒノカは彼の尻を漁師の方へと差し出した。

「お、おい!?　何すんだ!?」

「うるさいわね！　パートナーなんだから、身を挺ていしてあたしを守るのは当然でしょ！」

「い、いや、だからって俺のケツを差し出さなくてもいいだろ!?　ほ、ほら、じいさんだって嫌いやがって」




「……ふむ、なかなかの美尻」




「いない!?　いや、ちょ!?　おかしいだろ!?　ヒノカの尻がいいんじゃないのかよ!?」

　ミナトの尻を凝ぎよう視ししていた漁師は、やはり熟練の鑑かん定てい士しが如ごとき風格で言った。

「それはそれ、これはこれじゃ。思い出すがよい、若いの。儂は別に〝女の尻が好き〟じゃとは一言も言っておらん」

「噓うそぉ!?」

　え、この人ＮＰＣだよね!?

　どうなってんの、ここのＡＩ!?

「ほら、暴れるんじゃないわよ！　二人も手伝って！」

「は、はいっ」「うむ」

　ヒノカに言われ、ココとシーナもミナトを押さえにかかる。

「お、お前らはそれでいいのか!?」

「許せ、ミナト。それで皆みなが幸せになれるのだ」

「俺は不幸になってるだろ!?」

「ご、ごめんなさい、ミナトさん！　でも、お尻を触られているミナトさんが、ちょっと見てみたいんです！」

「お前はもう何言ってんの!?」

　がーんっ、と三度白目をむくミナトだったが──その時。




　──さわっ。




「──Ｏｈ!?」

　突とつ如じよ尻しりに微かすかな刺し激げきが走る。

　それはまるで鳥の羽根にでも撫でられているかのような、こそばゆい刺激だった。

　と。




「……どれ、堪たん能のうさせて貰もらおうかのう」




　漁師が居住まいを正し始める。

「や、やめろ!?　俺の尻はそんなことのために割れてるんじゃないんだぞ!?」

　そんな最後の抵てい抗こうもむなしく、

　──むんずっ。

「いいいいいいいいやあああああああああああああああああああああああっっ!?」

　ミナトは生き娘むすめのような悲鳴を上げたのだった。




「うぅ……も、もうお婿むこに行けない……」

　ミナトが人魚のような姿勢でよよとすすり泣く傍かたわらで、ココたちは漁師から話の続きを聞いていた。

　そう、本当にあのジジイはどちらの尻でもよかったのである。

　それはそれでどうなのかと思うミナトだったが、実際、尻をくまなく触られた身としては、これがヒノカでなかっただけ、よかったのかもしれないと思っていた。

　もっとも、ミナトの心はボロ雑ぞう巾きんのようにずたずただったのだが……。

「なるほど。そんなに危険なモンスターさんなんですね」

「うむ。やつ自身は温おん厚こうな性格ゆえ、こちらから手を出しさえしなければ、襲おそってくることはほとんどない。じゃがそれでも食事時に運悪く遭そう遇ぐうすると、船ごと吞のまれかねん。事実、何人もの漁師たちが、それで命を落としておる」

「ふむ。だがそのような怪かい物ぶつの骨など、一体どうやって手に入れると？」

　シーナの問いに、漁師は虚こ空くうを見据え、懐なつかしそうに口を開く。

「あれはいつの頃ころじゃったか。一人の男が漁に出た後、消息が分からなくなったことがあってのう。懸けん命めいな捜そう索さくの甲か斐いもなく、男の乗った船の残ざん骸がいすら、見つけることは出来なかった。そして同じ頃、漁場付近でシーヴォロスの目もく撃げき情報があってな。恐おそらくはやつに吞まれたのじゃろうという話になった」

「「「「……」」」」

　ごくり、と固かた唾ずを吞のむ一同に、漁師は神しん妙みような面おも持もちで続ける。

「男には息子が一人おったのじゃが、まだ幼かった彼は、来る日も来る日も、船着き場で父の帰りを待ち続けていたそうじゃ」

「うぅ、なんて健けな気げなお子さま……」

　漁師の話に、ココの目からもほろりと涙なみだが溢あふれる。

「そうして一月ほどが経たったある日──なんと男は帰ってきた。船をなくし、満まん身しん創そう痍いではあったものの、確かにやつは帰ってきたのじゃ」

「パパーっ！」

　──むぎゅっ。

「いや、俺はお前のパパじゃないんで……」

　涙ながらに抱だきついてきたココに、ミナトはそう胡う乱ろんげな瞳ひとみを向ける。

　すると、シーナが同じくジト目を向けながら、ココを引き剝はがしに入ってきた。

「おい、そうやってどさくさに紛まぎれてミナトに抱きつくのはやめたまえ。ほら、ヒノカをやるから、これで我が慢まんしなさい」

「ちょ、なんであたしなのよ!?　っていうか、〝これ〟って何よ!?」

「えー」

　と、口を〝３〟にするココ。

「何よ、その顔!?　あんた、張っ倒たおされたいの!?」

「いや、あの儂の話……」

　騒さわぎ立てる女子たちに話を中断され、さすがの漁師も戸と惑まどっているようだった。

「悪かったな、じいさん。気にせず続けてくれ」

「う、うむ……げふんっ。まあとにかく男は帰ってきて、そして語った。シーヴォロスの体内は、まるで迷路のようじゃったと。そして同時に、男はそこで〝あるもの〟を手に入れたと言った」

「あるもの？」とココ。

「そうじゃ。それがシーヴォロスの体内より持ち帰った、やつの〝稚ち魚ぎよ〟じゃ」

「稚魚って……。卵じゃないのか？」

　そうミナトが問えば、漁師は首を横に振ふった。

「いや、シーヴォロスは〝卵らん胎たい生せい〟でのう。卵を体内でふ化させ、ある程度成長させてから産み落とすのじゃよ」

「なるほど。だから〝稚魚〟か」

「うむ、そういうことじゃ」

　通常、ほ乳類以外の生物は、卵から生まれる〝卵生〟がほとんどであるが、稀まれに卵を体内でふ化させてから産む者たちがいる。

　これを〝卵胎生〟と呼び、有名どころだと、〝生きた化石〟と呼ばれる〝シーラカンス〟などが、この繁はん殖しよく形態をとるという。

「まあこいつのおかげで、後に大変なことになるのじゃが……それは別にええじゃろ。とにかく男の帰き還かんを祝し、地元の者たちは大きな宴うたげを行った。何せ、あの〝海王〟──シーヴォロスの体内から帰ってきたのじゃ。男は皆から〝英えい雄ゆう〟として称たたえられ、男もまた皆と喜びを分かち合うため、自らの勲くん章しようたるシーヴォロスの稚魚を煮に込こみ、これをスープにして全員に振る舞まった」

「わあ、美お味いしそう！」

「え、そう……？　〝海かい竜りゆう〟って、要は〝ウミヘビ〟みたいなやつでしょ？　蛇へびのスープって……」

　うっぷ……、と顔を青くしているヒノカの背を、シーナが優やさしく撫なでながら言う。

「まあ見た目はどうであれ、美味い出だ汁しが取れたのは事実なのだな？」

「ああ、そうじゃな。儂わしもあのスープを貰った一人じゃが、あれはまさに至高の味じゃった……。また味わってみたいものじゃ……」

　ほわわ、とこれだけ恍こう惚こつの表情になっているのだ。

　確かに味は本物なのだろう。

　しかもこの老年の漁師でさえ、今までに一度しか口にしたことがないという。

　レア食材の情報にはなかったが、相当珍めずらしいものに違ちがいない。

　ならば次の目標は決まったようなものである。

「「「「──」」」」

　全員が揃そろって頷うなずき、一同を代表して、ミナトは漁師に礼を言う。

「よく分かったぜ。ありがとな、じいさん。もしその稚魚を手に入れることが出来たら、必ずあんたにもお裾すそ分わけしてやるよ」

「ほっほっほっ、なら期待せずに待っておるよ。じゃがまあまたお前さんの尻しりに会えるのならば、期待してもよいかもしれんがのう」

「……」

　やっぱりお裾分けの話はなしだ、と内心ばっさり断言したミナトだった。




　というわけで、最高のお出汁をゲットするため、シーヴォロスの稚魚を手に入れることにしたミナトたちは、シーヴォロスごとこれを釣り上げるため、〝巨きよ大だい釣つり竿ざお〟の製作に勤いそしんでいた。

　よくしなる〝木材〟を丸々一本竿にし、リールには〝耕運機〟にも使った荷車用の〝車輪〟を採用。

　最も重要な〝糸〟は、以前罠わなにも嵌はめたことのある、〝レックザウラー〟の糸を、何重にも編み込んだものを使用することにした。

〝釣り針ばり〟も特注で、鍛か冶じ屋やの知り合いに頼たのみ、ミナトの片かた腕うでほどはあるサイズのものを、急ピッチで拵こしらえて貰った。

　そうして出来たのが、この巨大釣竿──〝稚魚ゲット君一号〟である。

　もちろん命名したのはミナトだが、何な故ぜか女性陣じんの反応は芳かんばしくなかった。

　ともあれ、やっとこさ〝釣竿〟も完成したのだ。

　後は船を出してくれる漁師を探さがすだけだったのだが、




「──悪いな。俺はパスだ」




『……』

　これで一〇人連続のお断りである。

　もしこれが異性への告白だったならば、そろそろ心が折れそうになるところだが、なんでも聞いた話、護衛を任せられる大人数のパーティー以外は、シーヴォロス関連の依い頼らいを断っているという。

　確かにこういうＭＭＯ系のゲームには、〝何人以上限定〟というクエストもよくあるのだが、さすがにタイミングが悪すぎる。

　なんとか知り合いを集めたところで、ミナトたちでは、せいぜいが五、六人──多くても一〇人に満たないだろう。

　当然、それでは乗せられないと彼らは言う。

　ならばどうするか。

　ミナトたちはしばらく頭を悩なやませていたのだが、とりあえず他の漁師たちにも話を聞いてみて、もし全員無理だった場合は、何かしらの手段を考えようということになった。

　が。

「悪いけど……」

「うぅ、そうですか……」

　それから幾いく人にんもの漁師たちを説得するも、一五、二〇、二五と連敗を続けたミナトたちは、つい今し方、二九人目からもお断りされてしまった。

　やはり人数がいないとダメなのか──そう諦あきらめかけ、もし次の三〇人目でダメならば、大人しく別の方法を考えるしかないと判断する。

「……何？　シーヴォロスのところへ連れて行けだと？」

　そうしてミナトたちが最後に声をかけたのは、見た目三〇代半ばくらいの漁師だった。

　顔と胸に大きな傷のある、無愛想かつ無ぶ精しよう髭ひげの男性だ。

　あからさまに怪け訝げんそうな顔をする男性に、終わった感が漂ただようも、ミナトたちは一応説得を試みる。

「ああ、ちょっとそいつの〝稚魚〟を手に入れたくてな。ああやってデカい〝釣竿〟まで作ってみたんだが、誰だれも乗せてくれないんだよ」

「なるほど。そりゃ当然だ。あんなもので釣れるほど、野や郎ろうは甘くはねえからな」

　予想通り、男性は否定的な意見を述べてくる。

　やはりダメか……、と諦めムードに包まれる一行だったが、




「──だがその心意気はおもしれえ」




「「「「……えっ？」」」」

　男性はそう不敵な笑えみを浮かべ、先ほどよりも流りゆう暢ちように言葉を並べてきた。

「かく言う俺もな、今まであの野郎を捕つかまえるべく、色々な手を使ってきたもんだ。お前の〝釣竿〟には及およばねえが、巨大魚用のやつで試ためしたこともある。だがさすがは〝海王〟──そんな程度で捕まるようなタマじゃねえ」

　どこか楽しそうに言い、男性は沖おきの方へと視線を向ける。

「漁師に生まれた以上、海の主を相手にするのは当然のこと。なのに今時のやつらときたら、〝こえぇ〟だの〝危ねぇ〟だのとご託たく並べる腰こし抜ぬけばかり。いい加減、俺も飽あき飽きしてたところでな」

「ふーん。そう言うからには、もちろんあんたは違うのよね？」

　ヒノカの挑ちよう発はつにも、男性は笑って答える。

「当然だ。その証しよう拠こに、俺はお前らの依頼を断らねえ。野郎のところに行きてえのなら、お望み通り連れて行ってやるよ」

「へえ、男に二言はないわね？」

「ああ」

　ただし！　と男性は元々刻まれていた眉み間けんのしわを、さらに深くして言った。

「命の保証はなしだ。俺らにとって海は戦場──しかも相手が〝海王〟となりゃ、いつ死んでもおかしくはねえからな」

「上等よ！　なら契けい約やく成立ね！」

「おう！　久しぶりに胸が熱くなってきたぜ！」

　がっしりと握あく手しゆを交かわすヒノカと男性に、ミナトたちも嬉うれしそうにしていたのだった。




　が──現実は無情であった。

「──あぶっ!?　しょ、しょっぱいですぅ～!?」

　荒あれ狂くるう海から絶えず押し寄せる高波が、容よう赦しやなくミナトたちを襲おそう。

　すでに装備は下着の中までびちゃびちゃ──なんとか船内に避ひ難なんしようとするも、吹ふきつける雨風と、激しく揺ゆれる船体のせいで、まともに立つことすら出来ずにいた。

　冗じよう談だん抜ぬきで、何度甲かん板ぱんの端はしから端までを転がったか、分からないほどだったのだ。




『──シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』




　そしてこれらを引き起こしているのが、あの眼前に聳そびえる山々──もとい〝海王〟の名を冠かんする超ちよう巨大海竜──〝シーヴォロス〟である。

　やつが潜せん水すいと浮ふ上じようを繰くり返す度たび、海は荒れ、突とつ風ぷうが巻き起こり、雷らい鳴めいがとどろくのだ。

「み、皆みんな大だい丈じよう夫ぶかぁ～!?　と、とにかくどこでもいいから摑つかまるんだぁ～!?」

「も、もう摑まってるわよぉ～!?　っていうか、気持ち悪いぃ～!?」

「ははははは、気分が悪いうちはまだ大だい丈じよう夫ぶさー。私なんて、なんだかとってもいい気分だぞー。はははははー」

　ぴゅー、と白目のシーナが甲板を滑すべっていく。

　顔色は真っ青を通り越こし、やや黒っぽくなっているようだった。

「し、シーナさぁ～ん!?　それ、あかんやつですよぅ～!?」

「ははは、何を言っているのだねー？　ここは阿あ寒かん湖こではないぞー？（すいー）」

　ココに呼びかけられるも、シーナの錯さく乱らんは続く。

「お、おい、シーナ!?　と、とりあえずロープで縛しばって……」

　最中、再びこちらへと滑ってきたシーナの足を摑み、ミナトは海に落ちぬよう、備えつけのロープでこれを縛る。

　スカートがめくれ上がってパンツがもろ出しになっていたが、今はお互たがいそれどころではない。

「──これでよしっと」
















　シーナの片足をしっかりとロープで固定したミナトは、ひとまずほっと胸を撫で下ろす。

　本当は胴どうを縛った方がいいのだろうが、今はこれが精せい一いつ杯ぱいだ。

　見たところ、他の皆もそれぞれ船体に摑まっているみたいだし、とりあえずは一安心と言えよう。

「……っ」

　しかし……、とミナトは船首の先に見える連れん峰ぽうに唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　さすがのミナトも、これは予想外であった。

〝船を吞のみ込む〟とは聞いていたが、まさかここまでデカいとは思わなかったのだ。

　恐おそらくは、体長一キロクラスであろう。

　歩く分には大したことのない距きよ離りだが、高さにすると、スカイツリーの上に東京タワーを乗っけたようなものである。

　これで幅はばが細ければ、ただ無む駄だに長いだけだと自分を納得させることもできたのだが──まさかの〝超ごんぶと〟だ。

　優に二、三〇メートルはあるのではなかろうか。




　──正直、もうわけが分かりません。




　これをあんな〝釣竿〟で釣ろうとしていた自分たちは、一体なんだったのか。

　というか、止めてくれ、漁師……。

　あんた、絶対こうなることを分かってただろ……。

　ミナトが下調べの不十分さをすこぶる後こう悔かいし、今も船首にいる男性に半眼を向ける。

　が。




「──おらおら、どうした!?　俺はまだ死んでねえぞ!?」




　男性はとっても元気そうで、暴れるシーヴォロスにメンチを切りまくっていた。

　確かにこういうところは、実にゲーム的だと思う。

　イベントをこなすのはミナトたちゆえ、ＮＰＣたる彼らは、何かをしている風には見えても、その実何もしていないことが基本だからだ。

「おら、ビビッてんのか!?　かかってこいや！」

「……」

　まあとにもかくにも、元気そうで何よりです。

　ともあれ、状じよう況きようは最悪だ。

「あ、あれ!?　ま、マル子ぉ～!?　私のマル子はいずこにぃ～!?」

『キュ、キュ～ッ!?』

　──ぎゅむっ。

「きゃあああああああああああっ!?　な、何かがあたしの顔にいいいいいいいいいっ!?」

『キュキュ～ッ!?』

「はははははー。なんだか眠ねむくなってきたぞー（ぶらんぶらん）」

「おら、この腰抜け野郎！　もっと暴れてみろや！」

「……」

　まさに地じ獄ごく絵え図。

　これはもう〝釣つる〟とかいう以前の問題である。

　皆の安全もあるし、これ以上の続行は不可能だ。

　無念だが、そう判断を下したミナトは、男性に港へ引き返すよう頼たのもうとする。

　が、その時。




「──ま、マル子おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」




「……えっ？」

　突とつ如じよ響ひびき渡わたったココの絶ぜつ叫きようが、この嵐あらしの中でもはっきりとミナトの耳じ朶だを打った。

『キュ～ッ!?』

　見れば、船の揺れによって、ヒノカの顔から剝はがれたマル子は、そのまま放物線を描えがくように、船外へと飛び出してしまっていた。

「マル子おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

　ココが懸けん命めいに手を伸のばすも、当然、マル子のいる位置までは届かず、

「お、落ち着け、ココ！」

「は、放はなしてください!?　ま、マル子が!?　マル子があああああああああああっ!?」

　今にも海に飛び込もうとしていたココを、ミナトはなんとか引き止める。

　と。




『──シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!』




　次の瞬しゆん間かん、上からシーヴォロスが降ってきた。

　その大顎あごは、まるで全ての海水を飲み干すのではないかと思われるほどに開ききっており、マル子を食らうにはこと足りすぎていた。

「ああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　ココの叫さけびもむなしく、マル子の姿はシーヴォロスごと、真っ黒な海の底へと消えていったのだった。




　そうして過去に類を見ないほど打ちのめされたミナトたちは、マイホームに帰る元気も残っておらず、《リフル》の宿屋──《潮招く海かい竜りゆう亭てい》に部屋を取ることにしていた。

「うぅ……あ、うぅ……」

　元々乗り物が苦手なシーナは、未いまだに船ふな酔よいが抜けておらず、完全に置物状態で寝ねかされており、

「もう無理……。なんなのよあれ……」

　船酔いは治まったものの、シーヴォロスの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされたヒノカも、テーブルに上体を投げ出し、いつもの軽口を叩たたく余よ裕ゆうもないようだった。

「……ひっぐ……えっぐ……」

　だが中でも一番ダメージを受けていたのは、やはり大事なマル子を失ったココである。

　先ほどからココの好きな〝ハーブティー〟などを出して宥なだめてはいるのだが、どんなに言葉をかけても、彼女は泣き止やんではくれなかったのだ。

　それどころか、

「うぅ、マル子ぉ～……マル子ぉ～……」

「……いや、俺はマル子じゃないからな？」

　ココは泣きながらミナトに頰ほおずりをしてきており、ミナトとしても、どう対応すればいいのか、手をこまねている状態だった。

　いつもなら、シーナ辺りがやめたまえと間に入ってくるところだが、




「……あぁ……う、あぁ……」




　現状、あんな感じである。

　ゆえに、心置きなく頰を擦すりつけてくるココだが、いつまでもされるがままというわけにもいかず……。

「ほら、いい加減泣き止めよ。なっ？」

「うぅ……じゅる……」

　ミナトにそう言われたココは、鼻をすすりながら顔を離して俯うつむいた。

「お前の気持ちは分かる。マル子は俺たちが初めて《採集》に行った時に見つけた──言わば、〝記念〟みたいなやつだからな」

「はい、私たちの〝赤ちゃん〟です……」

　……赤ちゃん？　と首を傾かしげるミナトに、ココはマル子との思い出を語ってくる。

「覚えていますか？　ミナトさん……。あの子が産まれた日のことを……」

「……」

　なんか始まったぞ。

「私たちの愛の結けつ晶しよう──マル子……。ミナトさんの望んだとおり、元気な男の子でしたね……」

「……」

　いや、あいつオスだったのか……。

　名前からメスだと思っていたのだが、驚きよう愕がくの事実である。

「私のおっぱいですくすく育ったあの子が、初めて口にした言葉を覚えていますか……？　そう、〝ママ〟です……」

「……」

　いや、基本的に〝キュ〟だろ。

　むしろ〝キュ〟以外聞いたことないわ。

「つーか、ココ」

「はい……。なんでしょう……？」

　ぽつり、と小さく返してきたココに、ミナトは思っていたことをジト目で問う。




「──お前、本当にショックを受けてるのか？」




　すると、ココはふるふると肩かたを震ふるわせた後、猛もう然ぜんと捲まくし立ててきた。

「と、当然じゃないですかぁ！　こうでも言わないと、泣いちゃいそうなほどには落ち込んでいますぅ～！」

「そ、そうか……。それはすまなんだ……」

　両目を〝[image: かお]〟にしながら声を荒あららげるココに、ミナトも少々戸と惑まどう。

　最中、ミナトは頭の隅すみに引っかかっていた疑問を口にした。

「でもちょっと思ったんだが、これってもしかしたら、〝そういうイベント〟なんじゃないか？」

「……どういうことです？」

　きょとんとするココに、ミナトは人差し指を立てながら言う。

「ああ、お前は知ってるか分からないけど、こういうゲームとかだと、すげえデカいモンスターの中に入って、ボスを倒たおしたり、アイテムをゲットしたりすることがよくあるんだよ。ほら、噓うそ吐ついたら鼻が伸びるやつが、じいさん助けるために、鯨くじらの中に入ったりしただろ？」

「ああ、なるほど！」

　ココが確かにと頷うなずけば、今までテーブルに突つっ伏ぷしていたヒノカが、怠だるそうに身体からだを起こしながら言った。

「じゃあ何？　マル子は生きてるって言うの？」

「ああ、たぶんな。漁師のじいさんも言ってただろ？　シーヴォロスに吞のまれた男が、迷路みたいな体内で、稚ち魚ぎよをゲットして帰ってきたって。恐おそらくはダンジョンっぽくなってるんじゃないか？」

「まあ、確かに一理あるわね。あたしも別のゲームで、そういうイベントをやった覚えがあるし」

　ヒノカの言葉に、ココはぱっと瞳ひとみを輝かがやかせる。

「じゃ、じゃあマル子はまだ生きてるんですね!?」

「おう、そのはずだ。まあ中でモンスターに襲おそわれてなけりゃだが、あいつは元々〝虫〟扱あつかいだし、たぶん大だい丈じよう夫ぶだろうさ」

「うぅ、よかったですぅ～……マル子ぉ～……」

　再びぶわっと涙なみだするココを、ミナトたちも微笑ほほえましそうな目で見つめる。

　が。

「ただ問題は、マル子を助けるためには、〝直接やつの体内に入らなくちゃいけない〟ってことだ。恐らく稚魚をゲット出来る方法も、それ以外にはないんだと思う。だからこそじいさんは、ああいう話をしたんだろうし」

「なるほどね。でもちゃんと帰ってこれるの？　〝死に戻もどり〟は出来ないのよ？」

「そう、問題はそこなんだよ」

　ちなみに、〝死に戻り〟というのは、あえて死を選ぶことで、以前のチェックポイントまで強制的に戻る方法である。

　もちろん死んだことによる罰ばつ則そく──〝デスペナルティー〟が発生する場合もあるので、無む闇やみには使えないのだが、それでも移動の手間を惜おしみ、使用する時も間々あるのだ。

　だがそれはあくまで〝通常の場合〟である。

　デスゲームと化した現状では、たった一度の死で全すべてが終わってしまう。

　ゆえに、この〝死に戻り〟に頼たよるわけにはいかなかったのだ。

「確かに〝入る〟だけならなんとかなるとは思うけど、問題は〝出る〟時だな。その漁師がどうやって帰ってきたのかは知らんが、とにかくなんらかの方法で脱だつ出しゆつしなくちゃいけない。それもやつの中に入ってからでないと、その方法も考えられないという無茶苦茶ぶりだ」

「そうね。まあ入れる以上、何かしらの出る方法があるとは思うけど、本当にその漁師とやらは、どうやって帰ってきたのかしらね？」

　うーん、とミナトたちは難しい顔で腕うでを組む。

「うぅ……マル子ぉ……」

　さっきまでとは一転して、雲行きが怪あやしくなってきたことに、ココも不安そうな顔をする。

　当然、ミナトとしても、ココのためにマル子を助けてやりたいし、ついでに稚魚も手に入れられたらと思っている。

　しかし……。

「さすがにリスクが高いよな……。ヤモンメジスの時みたいに、陸続きで逃にげられるわけでもないし、最悪、出られないことも考えなくちゃいけないし……」

「うぅ～……」

「確かに今ならマル子の尊い犠ぎ牲せいだけで済むわ。元々あの子はＮＰＣみたいなものだし、もし何かあったとしても、現実の誰だれかが死ぬわけじゃない」

「ふえぇ～……」

「「……」」

　ぽろぽろと大おお粒つぶの涙をこぼすココに、ミナトたちも複雑な表情になる。

　皆みなの安全を考えるのならば、もちろん行くべきではないのだろう。

　ヒノカの言ったように、マル子はＮＰＣのようなものであり、システムの一部なのだ。

　たとえここで死んだとしても、また別の個体として、この世界のどこかに再生されるはずだ。

　それまでの記き憶おくは全て消されてしまうかもしれないが、思い出として、ミナトたちの心の中には残る。

　だからココには辛つらい思いをさせてしまうだろうが、今回は〝諦あきらめる〟のが正しい選せん択たくなのだと思う。

　ヒノカもそう思っているみたいだし……、と渋しぶい顔で、ミナトがクエストの断念をココに告げようとすると、




「──まあだからこそ、このヒノカさまの出番ってわけなんだけどねっ！」




　ヒノカは声高らかに、そう胸を張った。

「……えっ？」「……はっ？」

　すみません、ちょっと何言ってんのか分からないです。

　あまりの意味不明さに、ミナトが目を瞬しばたたかせていると、ヒノカは自分に酔よった感じの芝居がかった口調で、自らの考えを述べてきた。

「囚とらわれの仲間と、彼を思い、胸を痛める美少女。タイムリミットは刻一刻と迫せまり、助けに行こうとするも、生きて帰れる保証はどこにもない──まさに絶望的状じよう況きよう。最中、彼女は一筋の希望を見る──そう、〝あたし〟という希望を！」

「……」

　それを聞いたミナトは、全てを察したように微笑みながら、彼女の前に混乱状態を治す薬を滑すべらせて言った。

「──お薬、出しておきますねー」

「ちょ、なに人を病人扱いしてんのよ!?　あたしはいたってまともよ！」

「うるせえ！　それがまともなやつの言うセリフか！　大体、お前もこのクエストが危険だって、さっき言ってたじゃねえか!?」

　そうミナトが突っ込みを入れると、ヒノカはもちろんだと大きく頷いて反論した。

「ええ、言ったわ！　だからこそ行くんでしょ！　あんた、馬ば鹿かなの!?」

「えぇ……」

　なんで怒おこられたの……、とミナトが白目をむいていると、ココはまるで女め神がみにでも会ったかのような顔で言った。

「ひ、ヒノカさん、本当にいいんですか……？」

「当然よ。マル子が死んでるなら話は別だけど、中はダンジョンで、たぶん生きてるっぽいんでしょ？　だったら細かいことは気にしないで、さっさと助けに行けばいいじゃない。帰り方なんて、そんなの後で考えればいいんだし。ねえ？」

「いや、俺に聞くなよ……」

　それが危ないという話をさっきからしていたのだが、こいつは本当に話を聞いていたのだろうか。

　胡う乱ろんげな瞳を向けるミナトなどお構いなしで、ヒノカは一人ぐっと拳こぶしを握にぎりながら、あくどい笑えみを浮かべる。

「ふふ、これで誰もあたしを《アルティメット・エレメンタラー（笑）》なんて呼ばせないわ。せいぜい見ていなさい、あの豚ぶたども……っ」

「……」

　ぎりぎりと恨うらみを込こめて拳を握るヒノカから視線を外し、ミナトは小さく嘆たん息そくする。

　と──うるうる。

「うおっ!?」

　ココが瞳を潤うるませながら、こちらをじっと見つめているではないか。

　まるで何かを訴うつたえるかのように。

「うぅ、ミナトさん……」

「ぐっ……」

「ミナトさぁん……」

「ぐぬぬぬぬ……っ」

　……はあ。

　まあ、仕方ないわな……。

　これでミナトが行かずにヒノカが死んだら、絶対化けて出るだろうし。

　がりがりと無造作に頭を搔かき、ミナトは諦めたように言った。




「……分かった。なら俺もマル子を助けに行くよ」




「──っ!?」

　ミナトの言葉に、ココは驚おどろきつつも顔を明るくするが、

「まあ当然よね。だってあたしのパートナーなんだし」

「お前なぁ……」

　やはりヒノカの中では、ミナトの同行は疾とうに決定済みだったらしい。

　頼られているのか、それとも単にパシリ扱いなのか……。

　少しは悪びれろよ……、とミナトがヒノカの不ふ遜そんさに肩かたを落としていると、




「……やれやれ、ならば私も行くしかあるまい」




「おっ？」

　ふいに横から怠そうな声が飛んできた。

　──シーナだ。

　よっこいしょ、と身体からだを起こした彼女の顔は、さっきよりも血色がよくなっているようだった。

「いや、気持ちは嬉うれしいが、さすがにお前は残った方がいいんじゃないか？」

「何を言う。私の居場所は、君の側そばと相場が決まっているのだ──〝側〟だけにな」

「「「……」」」

　静せい寂じやく。

　まるで全ての生命が死に絶えたかのような静けさだった。

「というわけで、私も行こう」

　いや、その前に今の〝間〟についてなんか言えよ……。

　ミナトたちが半眼を向けるも、シーナは我関せずといった面おも持もちで続けた。

「何せ、私は君の姿が見えなくなると、もうダメダメになるからな。ここに残っていても、いずれは掃そう除じのおばさんに捨てられるのがオチだ。というより、君と離はなれるのは我が慢まんがならん。先日は空気を読んだが、今回は別だ。ゆえに、ついていく。以上、質問は受けつけんのでよろしく」

　ぱたり、と言うだけ言って、再びベッドに倒たおれるシーナ。

「さいですか……」

　ミナトが呆あきれたように再び肩を落とすも、ああ言うくらいだ。

　何を言ったところで、どうせついてくるのだろう。

　となれば、もう彼女の自由にさせるしかあるまい。

　だがヒノカが行くと言い、シーナまでもが同行すると言ってきたのだ。




「──も、もちろん私も行きますよぅ！　だってマル子が待ってるんですもの！」




　まあ、そうなるでしょうね……。

　はあ……、と小さな息を吐はき、ミナトは仕方がないと全すべてを受け入れる。

「──分かった。なら皆でマル子を助けに行こう。そんで余よ裕ゆうがあれば、ついでに稚ち魚ぎよもゲットして、シーヴォロスの野や郎ろうに一ひと泡あわ吹ふかせてやろうぜ」

「はいっ」「ええ」「ああ」

　全員が力強く首しゆ肯こうし、こうして〝マル子救出作戦〟が幕を開けることになるのだった。




　そうと決まれば、早さつ速そく準備をせねばなるまい。

　マル子がいつまで無事でいるか分からない以上、時間を無む駄だには出来ないため、ミナトは疲ひ労ろうの残るココたちを宿に残し、一人物資の買い出しへと赴おもむいていた。

　当然、シーナがあの状態でも、「私は君と離れるわけには……」とついてこようとしたのだが、そこはココたちに任せ、心身ともに、しっかりと休んで貰もらうことにした。

　本当は誰か一人くらい付き添そいをお願いしたいところなのだが、シーナは言わずもがな、ココも泣き疲つかれたのか、なんだか眠ねむそうであった。

　である以上、後はもうヒノカに任せるしかなかったのである。

「さてと」

　かく言うミナトも、それなりに疲れを感じてはいるが、どんな危険が待っているか分からないのだ。

　ならばやれることは、全部やっておかねばならないだろう。

　そう考え、ミナトはまず突とつ入にゆう用の道具を拵こしらえるべく、頑がん丈じようかつ四人が入れるような代しろ物ものはないかと市場を巡めぐり始める。

　と。




「──ミナトくーん！」




　──どごっ！

「ぐおっ!?　──あぶっ!?」

　ふいに背後から、妙みように鋭するどい感じのタックルを食らい、ミナトは顔から地面にダイブした。

「ああ!?　ご、ごめん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「お、おう……」

〝-5〟のダメージ表示を浮うかべ、赤くなった鼻を擦さすりながら、ミナトは起き上がる。

　予想通り、タックルの主はタマネだった。

　どうやら彼女も、この《リフル》に来ていたようだ。

「ご、ごめんね。ミナトくんの姿が見えたから、つい頑がん張ばってみようと……じゃなく、ちょっと〝ぎゅっ〟てしてみようかなって」

「そ、そうか。まあ気にするな……」

　それはそうと、今のは〝ぎゅっ〟ではなく〝どごっ〟だった気が……。

「ところで、今日も一人なのか？　確か攻こう略りやく組が来てたはずだろ？」

「あ、うん。何か大きなクエストをやるみたいなんだけど、わたしはほら、そういう任務には基本的に参加させて貰えないからさ」

　あはは、と戯おどけて笑うも、その表情はどこか寂さびしそうだった。

　彼女のパッシブ──《ベルセルク》は、攻こう撃げき特化の超ちよう紙装そう甲こうスキルゆえ、命いのち懸がけを主とする攻略組としても、色々と持て余しているのだろう。

　だが畑作りなどでも見せたように、彼女の力は、使い方次し第だいでどうにでも化ける可能性を秘ひめている。

　それを使わずして放置しておくのは、些いささかもったいない気がするのだが……。

「そうか。なら今度暇ひまな時にでも、俺たちと一いつ緒しよに何かやろうぜ」

「え、いいの!?」

　驚いたように目を丸くするタマネに、ミナトは笑いながら頷うなずく。

「おう、もちろん。俺たちも今は戦力不足でな。お前みたいなアタッカーがいてくれたら、この先のフィールドにも進めそうだし」

「え、えへへ、そうかなぁ？」

　嬉しそうに照れ顔を見せたタマネは、大きく頷いて言った。

「うん、分かった！　じゃあいつでも手伝ってあげるね！」

「おう、頼たのむぜ」

　これに頷き返すミナトだが、ふと今まさに手が足りていなかったことを思い出し、タマネに尋たずねる。

「あ、そうだ。お前、今は暇か？」

「あ、うん。暇だよ？　え、も、もしかしてデートのお誘さそいとか!?」

　ぷるぷると赤い顔で後あと退ずさるタマネに、ミナトは「いや、そうじゃなくて……」と嘆息して言う。

「実は明日、とある巨きよ大だいモンスターの腹の中に行こうと思っていてな」

「え、何な故ぜそんなことに!?」

「まあ、話すと長くなるんだが、うちのペットがそいつに食われちまってさ。ダメかと諦あきらめていたんだが、どうやら中がダンジョン仕様になってるっぽくてな」

　そうミナトが告げると、何やら思い当たる節があったらしく、タマネは小首を傾かしげながら言った。

「あれ？　もしかしてそれって〝シーヴォロス〟のこと？」

「お、知ってるのか？」

「うん、これでも一応運営の人間だからね。まあちょっと聞いたことがあるって程度なんだけど、でもシーヴォロスの中がダンジョンになってるのは本当だよー」

「へえ、やっぱりそうなのか。じゃあマル子が生きてるのは、ほぼ確定ってことだな」

「たぶんね。でもあれって、確か〝これ〟っていう入る方法がなかったような……」

「なるほどな」

　タマネの言葉に、ミナトは神しん妙みような面持ちで頷いた後、他の情報がないかを尋ねてみることにした。

　通常なら、こんな情報は漏もらしていいものではないと思うのだが、今は状じよう況きようが状況だ。

　真しん偽ぎのほどは定かではないにしろ、マル子を救うため、何かしらの情報があるに越こしたことはないし、そこから生まれるアイディアもあったりするからだ。

「他に何か知ってることはないか？　どんな些さ細さいなことでも構わないんだが……」

「うーん、そうだなぁ……」

　腕うでを組み、しばらく眉み間けんにしわを刻んでいたタマネだったが、ふいに何かを思い出したらしく、ぱっと顔を上げて言った。

「あ、そういえば、前にわたしの知ってる方のここちゃんが、『こういうモンスターから出る時は、やっぱり〝これ〟しかないよね』って言ってたよ」

「〝これ〟しかない、か……」

　つまり何かお約束というか、〝王道的な脱だつ出しゆつの仕方〟という意味であろう。

　巨大モンスターからの脱出で、かつ〝お約束〟というと、なんだか汚きたならしいイメージしか思いつかないのだが……まあいい。

　とにかく、それらも踏ふまえて準備を整えることにしよう。

　そう頷いたミナトは、タマネに礼を言いつつ、話の続きで助力を仰あおぐ。

「なるほど。色々と教えてくれてありがとな」

「ううん、別に大したことじゃないし」

「そっか。で、ものは相談なんだが、それに伴ともなって、これから突入の準備をしようと思っていてな。ただこっちも人手不足でさ。よければ手伝ってくれないかなって。お前がいてくれたら、俺も凄すごく助かるし」

「そ、そう？　じゃあ……うん！　分かった！」

「おう、ありがとな」

　にこり、と頰ほおを染めるタマネに、ミナトも再度礼を言って笑いかけるのだった。




　そうしてタマネと市場を渡わたり歩いたミナトは、彼女の意見も取り入れつつ、順調に必要物資を購こう入にゆうしていく。

　その様は、まるでショッピングを楽しむカップルのような感じで、先ほどタマネの言った〝デート〟というのも、まんざら間ま違ちがってはおらず、無む邪じや気きに笑う彼女の姿に、ミナトの心も、ほんわかと温かくなっていた。

　問題となっていた、突入用の代物も、浮ふ力りよくのある木材ベースのものがよいのではないかということで、大人四～五人は入れるであろう、頑丈な〝大樽だる〟を用意することになったのだが、〝耕運機〟の時同様、こういう巨大なものは、インベントリには収まらないので、急造の〝荷車〟に積み、今も夕焼け映はえる空の下、からからと二人でこれを引っ張り続けていた。

「なあ、タマネ」

「うん？　なぁに？」

　最中、ミナトはタマネに、少々踏み込んだ質問をすることにした。

　これだけは、是ぜ非ひ聞いておきたいと思っていたからだ。

「いや、もし嫌いやじゃなければなんだが、お前の知るココ──〝綾あや瀬せ川がわここ〟について教えてくれないか？　お前は疑ってるかも知れないけどさ、ココは俺たちの大切な仲間だし、あいつのためにも、なんらかの確証が欲ほしくてな」

「まあ……そうだよね。うん、分かったよ」

　ミナトの気持ちが分からなくはなかったのか、タマネは複雑そうな表情で頷いた後、自身の知る〝綾瀬川ここ〟のことを語ってくれた。

　最年少で世界最さい高こう峰ほうの大学を首席で卒業した、天才プログラマーにして、この《サバイバルアーツ・オンライン》の〝核かく〟となるシステムの開発者──それが彼女なのだ、と。

　年上だが、見た目が子どもっぽいタマネとは、互たがいに〝ちゃん〟付けで呼び合うほど、仲のよい間あいだ柄がららしいのだが、性格は今のココほど明るくはなく、基本的には控ひかえめで、男性に対しても、かなりの奥手だという話だ。

　ゆえに、ココがミナトに抱だきついたりしている姿を見て、とにかく驚おどろいたという。

「しかもパッシブとはいえ、《家事》を万ばん能のうにこなす女子力の高さだよ？　わたし、いつもここちゃん家に行く時は、まずぐっちゃぐちゃになったお部屋を、一緒に片づけるところから始めるのに……」

「そうなのか。あいつ、無む駄だに綺き麗れい好ずきなんだけどな」

　ふんふんふ～ん♪　と鼻歌交じりに、室内の調度品を磨みがくココを思い浮かべるミナト。

　もちろん彼女自身の部屋も、きちんと整せい頓とんされており、タマネの言う〝ぐっちゃぐちゃになったお部屋〟というのが、ミナトにはまったく想像出来なかった。

　余談だが、ココの部屋には、何故か〝ゆりかご式のベビーベッド〟があったりするのだが、あれは一体なんのために存在するのだろうか……。

「そう、なんだ……」

「……」

　ともあれ、ミナトの言葉を聞いたタマネは、しょんぼりと下を向いてしまう。

　そんな彼女の姿に、ミナトは今の素す直なおな気持ちを告げることにした。

「お前の気持ちは分かるよ。大事な友だちが、取り返しのつかないことをしたかもしれないんだ。信じられないだろうし、信じたくもないんだと思う」

「……」

「なら答えが出るまで、その疑問に向き合ってみればいいさ。俺たちは俺たちで、ココは別人だと信じているからな。そんでお前が、今抱いだいている疑問に向き合った末、もし別人だと思うことが出来た時は、別に気にせずそう言ってくれればいい。俺たちもだが、もちろんココのやつも、笑って許してくれるはずだ。あいつはそういうやつだからな」

「……そっか。君は、本当に優やさしい人なんだね……」

　どういう思いを抱いたのかは分からないが、タマネはふっと自じ嘲ちようの笑えみを浮かべ、そう言った。

「まあ、普ふ通つうだけどな」

　恥はずかしさを隠かくすように、ミナトが頰を搔かいていると、ココたちの待つ宿──《潮招く海かい竜りゆう亭てい》が見えてくる。

「少し寄っていくか？　あいつらも喜ぶと思うぞ」

　そう尋ねたミナトに、タマネは「ううん」と首を横に振ふった。

「明日は早いんでしょ？　だったらやめとくよ」

「そうか。ならまあ無理にとは言わないさ。とにかく今日はありがとな」

　それと、とミナトはイベントリになっている腰こしの革かわ袋ぶくろから、一つのアイテムを差し出す。

　それは買い物中、ミナトが暇を見て《ＤＩＹ》で作っておいた、木き彫ぼりの小物だった。

　が。

「これは……犬？」

「いや、〝猫ねこ〟なんだが……」

　タマネには、自じ慢まんの猫が犬に見えたらしい。

　自信作だったのに……、と肩かたを落としつつ、ミナトは猫を作るに至った経けい緯いを説明する。

「ほら、お前って〝たまちゃん〟って呼ばれてたんだろ？　だからなんか猫っぽいかなって。まあ一応ヒノカも猫のビーストなんだが、あれは猫被かぶってる方なんで」

　その時、宿の方から『ぶわっくしょん!?』と盛せい大だいなくしゃみが聞こえてきたが、たぶん気のせいだということにしておこう。

　ミナトから小物を受け取ったタマネは、しばらくそれを見つめていたかと思うと、ぎゅっと胸むな元もとにこれを抱き、満面の笑みを向けてきた。

「ありがとう！　大事にするね！」

「おう、適当に飾かざってやってくれ」

「うん！　本当にありがとう！　じゃあまた明日ねーっ！」

　そう言って、タマネは大きく手を振り、ミナトのもとを去っていった。

　タマネの背が街路の脇わきに消えていったのを見送った後、ミナトは宿に入ろうとしたのだが、そこでふと気づく。

「……うん？　また明日？」







　翌朝。

　前日の疲つかれからか、朝までぐっすりだった一行は、朝食でスタミナゲージと気力を満タンにし、いざ行かんと宿を出る。

　すると、宿の前に見慣れた人物が待っていた。




「──話は昨日ミナトくんから聞かせて貰もらったよ！　さあ、行こうか！」



















　言わずもがな、タマネである。

「「「……（ちらっ）」」」

「……（すっ）」

　彼女の言葉から、全すべてを察したのだろう。

　女子たちが無言の圧力をかけてきたが、ミナトはこれに一いつ切さい目を合わせることなく、知らぬ存ぜぬを貫つらぬいていた。

　ともあれ、タマネを仲間に加えた一行は、再び漁師のもとを訪おとずれる。

　もちろん突とつ入にゆう用の〝大樽〟も、しっかりと持ってきており、準備は万全だった。

　後は昨日同様、やつの縄なわ張ばりへと赴おもむき、錠じよう剤ざいが如ごとく〝大樽〟ごと吞のみ込まれるだけである。

「ほう、どうやら覚かく悟ごを決めたようだな」

　溢あふれ出るミナトたちのやる気を、男性も一目で見み抜ぬいたのだろう。

　面おも白しろくなってきたぜとばかりに、船を操あやつる手にも力が入っているようだった。




　そして──ミナトたちは再び決戦の地へと舞まい戻もどった。




　吹ふき荒あれる雷らい雨うに、大きくうねる水面。

　船体は今にも砕くだけ散りそうなほど軋きしんでおり、眼前で跳はねるのは、天をも吞まんと大口を開ける海の王。

『現れやがったな！　お前ら、突入の準備はいいか!?』

「ああ！　頼たのむ！」

　突入前の最終確かく認にんをしてくる男性に、ミナトも〝大樽〟の中から、出来るだけ大きな声で答える。

　すでに〝大樽〟の中では、ミナトたち五人がぎゅうぎゅう詰づめでスタンバっており、いつ吞まれても大だい丈じよう夫ぶな状態だった。

『よし！　ならぎりぎりまで船を近づけるぞ！』

　そんな男性の声が壁かべ越ごしに聞こえた直後、船が大きく揺ゆれる。

「──うおっ!?」

　それは当然、甲かん板ぱん上に固定された〝大樽〟の中も同じで、ミナトは衝しよう撃げきでつんのめるように前方へと飛ばされる。

　──むにゅっ。

「ひゃうっ!?　み、ミナトさん、こんなところでダメですぅ～!?」

　運がいいのか悪いのか、ミナトが飛んだ先にいたのは、他でもないココだったらしい。

　というのも、防水のため、〝大樽〟の中は完全に密閉されており、ふたを閉じて以降は真っ暗だったのだ。

　感かん触しよくから、その豊満な胸元にダイブしてしまったらしいミナトを、ココはそう言いつつも、放すまいと抱だき寄せてくる。

「ちょ、あんたら何やってんのよ!?」

「ち、違ちがうんだ!?　お、俺はただ……」

　──がたんっ。

「のわあっ!?」

「きゃうっ!?」

　再度衝撃が襲おそい、ミナトはココの手を離はなれ、今度は別の方へと飛んでいく。

「──はうっ!?　き、君、いくらなんでもスカートの中は……くぅ……っ」

　どうやら次はシーナが犠ぎ牲せいになったらしい。

「──っぷはあっ!?　す、すまん！　でもバランスが……」

　──ごごんっ。

「あふあっ!?」

「──きゃっ!?　ちょ、ちょっと、どこ触さわって……そこお尻しり……んんっ!?」

　びくんっ、と身体からだを反らせるヒノカに、さすがのミナトも顔を真っ赤にして焦あせる。

「す、すまん!?　け、決してわざとでは……っ!?」

　──ごうんっ。

「おうふっ!?」

「──わあっ!?　み、ミナトくん!?　わ、わたし……うぅ……」

「お、おい!?　やめろ、タマネ!?」

　ぎゅう～、としがみついてくるタマネから、ミナトはなんとか離れようとする。

　しかし状じよう況きようが状況ゆえ、どうにかしようと思えば思うほど、何な故ぜか悪い方にばかり事態は進んでしまい、

「み、ミナトさん、そ、そんなに私のことを……はぅ……」

「ちょ、またそんなところを……あっ……」

「だ、だからそこに顔を突つっ込こむのは……んんっ……」

「み、ミナトくん、わたし……わたし……っ」

「ち、違うんだ!?　これは不ふ可か抗こう力りよくなんだぁ～!?」

　突入前から、すでにいっぱいいっぱいのミナトだった。




　それから何がどうなったのかは分からないが、ふと気づいた時、ミナトたちは今まで激しかった揺れが、いつの間にか収まっていることを知った。

　恐おそる恐る〝大樽だる〟のふたを開けてみると、海水が入ってくるようなことはなかったが、外もまた暗くら闇やみの中にあり、自分たちが今どのような状況に置かれているのか、まったく把は握あく出来ない状態だった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。今明かりを点つけるから……」

　このままでは埒らちが明かないため、ミナトは腰の革袋から、ごそごそと〝松たい明まつ〟を取り出す。

　と。

「──うげっ!?　なんだこりゃ!?」

〝松明〟の火が照らしたのは、どくんどくんと脈打つ、サーモンピンクの壁かべだった。

「え、なんですか？」

　ミナトの驚おどろき様が気になったとみえ、同じくココも〝大樽〟からひょこりと顔を出す。

「──って、きゃあああああああああああああああああああっ!?」

　が、ミナト同様、肉の壁に驚き、早々に顔を引っ込めてしまった。

　もっとも、このグロい光景を目まの当たりにすれば、それも仕方のない話であろう。

　だがどうやら体内への侵しん入にゆうには成功したらしい。

　ならば後はマル子を捜さがし出し、ついでに稚ち魚ぎよを手に入れて脱だつ出しゆつすればいいだけだ。

　よいしょ、と〝大樽〟を降りたミナトは、ぶにぶにする足元の感触を確かめつつ、〝松明〟をかざして周囲を照らす。

「……おっ？」

　そこで見つけたのは、同じく吞まれたのであろう船の残ざん骸がいだった。

　一体今までにどれだけ吞み込んできたのか、そこら中に残骸が溢れているではないか。

「うぅ、ぷにぷにしますぅ～……」

　最中、ミナトに続いて外へと出てきたココは、涙なみだ目めで足あし下もとをつんつんしていた。

　嫌いやならば触らなければいいのではと思うのだが、存外癖くせになっているようである。

「うわ、気持ち悪ぅ～……」

「ふむ、これがシーヴォロスの内部か。確かに洞どう窟くつというか、ダンジョンのような造りになっているようだな」

「へー、初めて見たよー」

　全員が出で揃そろったことを確認したミナトは、〝大樽〟に目印となる〝ランプ〟を取り付けた後、早さつ速そくマル子の捜そう索さくを開始することにした。

「よし、じゃあ行くか。まあ分かっているとは思うが、この先に何があるかは俺も知らないから、とにかく各おの々おの細心の注意を払はらってくれ。一応俺が先行して進むから」

「わ、分かりましたっ」

　びっ、といつものように敬礼で応こたえるココだが、恐きよう怖ふからか、その身体は若じやつ干かん震ふるえているようだった。

「なら後続の〝松明〟はあたしが持つわ。あんたたちは、あたしの後についてきてちょうだい」

「は、はい」「うむ」「う、うん」

　捜索準備の整ったミナトたちは、一列になって奥へと進む。

　今し方ミナトたちがいたのは、シーヴォロスの〝胃〟の部分だったのか、ここより先は道が少々細くなっているようだった。

　とはいえ、それでも天てん井じようまで数メートルはありそうなのだが。

「おーい、マル子ー」

「マル子ー、どこですかー？」

「マル子ちゃーん、返事してー」

「早く出てこないと、ヒノカに食われてしまうぞー？」

「そうそう、あたしに食われ──って、なんであたしなのよ!?」

　と、そんな感じでマル子を捜しつつ、奥へ奥へと進んでいくミナトたちだったが、




　──どちゃりっ。




「ひいっ!?」

「な、何よ、今の音!?」

　ふいに道の先から響ひびいてきた水音らしき物音に、一同はびくっと進む足を止める。




　──びちゃっ。




「ま、また聞こえましたぁ～!?」

「こ、怖こわいよぉ～!?」

「ふむ、どうやら何かがあるようだな」

「ちょ、なんであんたはそんな冷静なのよぉ～!?」

　恐怖で身を寄せ合う女子たちを尻しり目めに、ミナトは念のため、ハンドアックス──《ウォーバサラ》を構えて言う。

「ちょっと様子を見てくるから、お前たちはそこで待っていてくれ。大丈夫そうなら後で呼ぶから」

「わ、分かったわ。その代わり、早く帰ってきなさいよね？」

「おう、了りよう解かいだ」

　頷うなずき、ミナトが一人様子を見に行こうとすると、

「ぬっ？　ちょっと待ちたまえ。私は君と離れると」

「ふえぇ～!?　怖いです、シーナさぁ～ん!?」

「死にたむぎゅっ!?　ちょ、は、放したまえ!?　ミナトが行ってしまぎゅっ!?」

「ひえぇ～!?」

　何かを言いかけていたシーナの頭が、ココの胸むな元もとへと消えていった。

　窒ちつ息そくしなければいいけど……、と心配しつつ、ミナトは先へと進んでいく。

　息を殺し、足音も消し、固かた唾ずを吞のんで慎しん重ちように進み続けたミナトの目に、先ほどの〝胃〟のような、少々開けた空間が見えてくる。

　そこでミナトが目にしたのは、




『──キュウ～ッ！』




　びちゃびちゃと水遊びを堪たん能のうする、マッシュルーレットの楽しげな姿だった。

　──マル子である。

「……」

　いや、何してんの……、とミナトが白目でショックを受けていると、

『……キュッ？　キュキュ～ッ！』

　彼の存在に気づいたらしいマル子が、嬉うれしそうに飛びついてきた。

「──おっと。お前、こんなところにいたのか」

　が、基本的にマル子は虫──それも〝甲こう虫ちゆう〟の類ゆえ、当然、もふもふな抱だき心ごこ地ちではなく、デカいカブトムシが引っ付いてきたような感じだった。

　しかしこうやって甘えられるのは、やはり悪い気がしないものである。

「とにかく無事でよかったぜ。ココや他の皆みなも来てるから、早く家に帰ろうな」

『キュッ！』

　よしよし、とそのつるつるな甲こう羅らを撫なでつつ、ミナトはココたちを呼んだのだった。




「マル子ぉ～っ！」

『キュ～ッ！』

　むぎゅ～、と熱い抱ほう擁ようを交かわし、ココは涙ながらにマル子の無事を喜ぶ。

　よほど嬉しかったとみえ、ココは「もう絶対に放しませんからねっ！」と力の限りマル子を抱き締しめるのだが、

　──メキゴキャベキッ！

『キュ、キュギョギョ……ッ!?』

　完全に力の加減を誤っており、冗じよう談だん抜ぬきでマル子は圧殺されかけていた。

「ほら、嬉しいのは分かるけど、マル子が痛がってるでしょ？　もう少し優やさしくしてあげなさいな」

「そ、そうですね。ごめんなさい、マル子……」

『キュ、キュ～……』

　まさに危き機き一いつ髪ぱつ。

　先ほどまでつるつるだった甲羅に、蜘く蛛もの巣状のヒビが入ってはいるが、マル子は一命を取り留めたようだった。

　ともあれ、マル子に関しては、とりあえず一安心と言っていいだろう。

　帰りの心配はあるが、こうして無事（？）に会えたわけだし、気持ち的にも大分楽になった。

　稚魚は取り返しがつくが、マル子の代わりはいないからな。

　とにかく無事で何よりである。

　後はさっさと稚魚をゲットして、こんなところとはおさらばだ、とミナトが考えていた──その時だ。




　──ドドーンッ！




『──なっ!?』

　突とつ如じよ砲ほう撃げき音のようなものが響き、それに伴ともなって地面が大きくうねった。

「な、なんだ!?」

「ひ、ひいぃ～!?　こ、怖いですぅ～!?」

「──ぐえっ!?　お、落ち着け、ココ!?」

「そ、そんなこと言われましてもぉ～!?」

　ミナトを押し倒たおした挙げ句、その豊満な胸でヘッドロックしてくるココに、状じよう況きようが状況ということもあってか、さすがのミナトも感かん触しよくを味わうどころではなく、

「だ、だだ大だい丈じよう夫ぶだよ、ココちゃん！　こ、こここのわたしががが……っ!?」

「ちょ、ちょっとタマネ!?　そんなに引っ付かれたらバランスが……きゃうっ!?」

「──ぐわっ!?　な、何な故ぜ私まで……」

　残りの女子たちも、各々ごたついているようだった。

　が、そんな一同を嘲あざけるように砲撃音は続く。

　──ドドンッ！

　──ドンッ！

　──ドパンッ！

「ぐっ……」

　恐おそらくだが、どうやら〝外〟から攻こう撃げきを受けているらしい。

　どこの誰だれかは知らないが、シーヴォロスを討とう伐ばつせんと、船による砲撃でも仕し掛かけているのだろう。

　ゆえに、シーヴォロスも必要以上に暴れているため、内部もこのように変調をきたしているというわけだ。

　とはいえ、あれだけのデカさを持つシーヴォロスである。

　ちょっとやそっとの攻撃では、びくともしないと思うが、皆の安全のためにも、念には念を入れておく必要があるだろう。

　内心そう頷いたミナトは、震えるココの身体からだを優しく抱きながら上体を起こし、皆に指示を出した。

「と、とにかく急いで脱だつ出しゆつしよう！　とりあえず来た道を戻もどって」

「ああっ!?　み、ミナトさん、あれ見てくださいぃ～！」

「それから案を……って、うん？」

　ぎょっと目を見開いているココに促うながされ、彼女の指先へと視線を移せば、

「げえっ!?」




　──なんと通ってきた道が塞ふさがっているではないか。




　砲撃が始まる前までは、確かに開いたままだった道が、今となっては完全に埋うもれてしまっている。

　力ちから尽ずくでこじ開けてもいいのだが、通ってきた道全すべてがあのように塞がっているとなると、途と中ちゆうで力尽つきるのは目に見えている。

　ということは、来た道を戻ることは不可能──この先に何があろうとも、とにかく進むしかないというわけだ。

　ならば仕方あるまい、と覚かく悟ごを決めたミナトは、改めて皆に言う。

「……こうなったら先に進もう。入り口がある以上、出口もあるはずだからな。まあ変なボスモンスターがいないことを祈いのるが──って、こっちも塞がってるじゃねえか!?」

　ずびしっ、と虚こ空くうに突つっ込こみを入れるミナト。

　見れば、進もうと思っていた道も、来た道同様、固く口を閉とざしているではないか。

　まさかの密室状態──しかもここは、海のど真ん中かつシーヴォロスの腹の中である。

　これ、ダメなやつじゃ……、とミナトが本気で青ざめていると、




「……あれ？　砲撃止やんでない？」




「……えっ？」

　ヒノカの一言が、ミナトを現実へと引き戻した。

「うむ、確かに止んでいるな。それに地面のうねりも止まったようだ」

「あ、本当だ……。やったぁー！　助かったぁー！」

　ばんざーい！　と身体からだいっぱいに喜びを表現するタマネだったが、

「──って、道塞がったままじゃーん!?」

　次の瞬しゆん間かんには愕がく然ぜんと白目をむいており、なんとも忙いそがしそうであった。

　だが確かにタマネの言うとおり、来た道も先へと進む道も、未いまだに口を閉ざしたままである。

　これは一体どういうことなのか。

　もしかしたら、少し落ち着いてからでないと開かないとか……。

　困こん惑わくする一同だが、ふとシーナが何かを思いついたらしく、《ダウジング》用の〝銀のはりがね〟を取り出しながら言った。

「ふむ、少し試ためしてみたいことがあるのだが、やってみても構わないだろうか？」

「そりゃ別に構わんけど、《ダウジング》で何を調べる気なんだ？」

「ああ、ちょっとこいつの〝揺ゆれ具合〟をな」

「揺れ具合？」

「うむ。最近知ったのだが、このパッシブを使っている間は、私の感覚がとても鋭するどくなるみたいでな。周囲の些さ細さいな〝揺れ〟から、こいつが今どういう状態であるのかを、調べられるかもしれんとな」

「へえ」

　そう説明した後、シーナは両手に〝銀のはりがね〟を持ち、《ダウジング》を行う。

「……むむ？　ふむ……」

　数十秒後。

《ダウジング》を終えたシーナは、天てん井じようを指差しながらこう言った。




「恐らくだが──こいつは〝潜せん水すい中〟のようだ」




「潜水中って……。え、この子、海に潜もぐっちゃってるんですか!?」

「うむ、たぶんな。こうしている分には分からないだろうが、緩ゆるやかに下降しているみたいでな。突とつ然ぜん砲ほう撃げきが止んだことも加味すれば、潜水中だというのが、最も確率が高いのではないかと思われる」

「なるほど。確かにその可能性はあるかもな」

　シーナの機転に感心しつつ、しかしとミナトは腕うでを組む。

「そういうことなら、浮ふ上じようするまで待つしかないな。下手に外に出ても危険なだけだし。というより、どのみち出られないし」

「そうですね……」

「まあ、問題はどうやって外に出るかなんだけどね。何かいい案はあるの？」

　ヒノカに問われるも、それが思いついていれば、とっくに実行済みである。

　ゆえに、ミナトは首を横に振ふるしかなかった。

「いんや、今のところはまだ何も。だが一度は開いていたわけだし、そのうち道も開くと思うんだ。後は進むにせよ戻るにせよ、行ってみないとってところだろうな」

「なるほどね。じゃあしばらくは休きゆう憩けいってことで。あ～あ、お腹なか減ったぁ～」

　ぱたり、とヒノカが大の字で寝ね転ころべば、ココはぱんっと両手を叩たたき、笑え顔がおで提案した。

「あ、じゃあこの辺りでお昼にしましょう。お腹が減っては戦いくさも出来ませんからねっ」

「お、いいな。せっかくだし、なんか元気の出るものを頼たのむ」

「承知しましたっ。じゃあちょっと待っていてくださいねぇ～」

　しゅびっ、と敬礼した後、ココはインベントリから食材やら調理器具やらを取り出し始める。

「では私も手伝おう。出来ることがあれば言ってくれ」

「あ、わたしもわたしもー」

「はい、ありがとうございますっ」

　調理を始めたココたちの邪じや魔まにならぬよう、ミナトも何かしていようと腰こしを上げる。

「しっかし、いかにも〝体内〟って感じだなぁ……」

〝松たい明まつ〟を片手に、他の道はないかと肉の壁かべをぷにぷに調べていると、




『──キュ～ッ！』




「……うん？」

　ふと視界の端はしで、マル子が何かを威い嚇かくしている姿が目に入った。

　慣れない環かん境きようで物音にでも敏びん感かんになっているのかと思い、目を凝こらしてみると、




　──ずりゅり。




「……」

　何やらあまり見てはいけない類たぐいのものが、望まずして目についてしまった。

　それはまるでオタマジャクシのような見てくれの、体長五〇センチはあろうかという、黒くて長い物体だった。

　好ましくないのは、そんな代しろ物ものが、マル子の前方に大群で押し寄せているということである。

「あれ？　ミナトさん、どうしましたわあっ!?」

　がーんっ、と白目で固まるココと、

「何？　いきなりどうしぃいひぃぃぃぃいいいいっっ!?」

　同じく奇き声せいを上げるヒノカ。

「ふむ？　一体何を……」

　シーナは一瞬言葉を失った後、冷静にヒノカの背へと回った。

「ちょ、あんた、あたしを盾たてにするんじゃないわよ!?」

　当然、ヒノカは抗こう議ぎの声を上げるが、シーナはそこから頑かたくなに動こうとはしなかった。

「な、ななななんなのあれ!?　あんなのがいるなんて聞いてないよぉ～!?」

「と、とにかく皆みんな落ち着け！　やつらが入ってきたってことは、どこかに〝道〟が出来たってことだ！　それを探してここから逃にげるぞ！」

「は、はい！」「え、ええ！」「うむ」「ひゃ、ひゃいっ!?」

　全員が武器を構え、モンスターの接近を防ぐべく攻撃を始める。

　ミナトはハンドアックスの《ウォーバサラ》、ココはヘビーライフルの《アンチマテリアル》、ヒノカは槍そう杖じようの《戦女神の槍杖》、シーナはショートボウの《祈りの弓》、そしてタマネはハンマーの《ゴッドシェル》である。

　戦せん闘とうが得意なパーティーではないのだが、今は非常時だ。

　各おの々おのがむしゃらではあるものの、真しん剣けんに武器を振るっているようだった。

「っていうか、なんなのよこいつら!?　どっから出てきたのよ!?」

『──ギュッ!?』

『──ギピッ!?』

　そう腰を抜ぬかしつつも、ヒノカの槍杖を振る手は止まらず、べちべちとモンスターたちが飛ばされていく。

「それを今調べているのだろう？　──ふんっ」

『──ピエッ!?』

　ヒノカのフォローをするシーナの矢が、モンスターの眉み間けんを捉とらえるも、それを乗り越こえ、後ろから別のモンスターが前進してくる。

「くっ、さすがに数が多すぎる！」

　ミナトも懸けん命めいに手て斧おのを振るうが、あまりの大群に、徐じよ々じよに後退させられていく。

「ひ、ひぃ～!?　か、囲まれていますぅ～!?」

「そ、それは分かってるよ、ココちゃん！　てか、これどうするのぉ～!?」

　そうして背中合わせになったミナトたちの周囲は、夥おびただしい数のモンスターたちに囲われていた。

「……っ」

　これではせっかく開いたであろう〝道〟を、探すことすら困難である。

「ど、どどどどうするのよ、ミナトぉ～!?」

「わぁ～ん!?　オタマジャクシに殺されるなんて嫌いやだよぉ～!?」

「ふえぇ～!?　ミナトさぁ～ん!?　来世でもよろしくお願いしますぅ～!?」

　すでにヒノカとタマネ、そしてココは諦あきらめムードから泣き喚わめいており、

「……よっこいしょ」

　シーナも覚かく悟ごを決めたのか、いつものように〝定位置〟へと上り、そこで最さい期ごを迎むかえようとしているようだった。

「……っ」

　だがもちろん、ミナトは諦めていなかった。

　状じよう況きようは絶望的だが、まだ手がないことはなかったからだ。




　──そう、タマネの言っていた〝綾瀬川ここ〟の話である。




　成功する保証はまるでないため、正直、こんな方法は使いたくなかったのだが、そうも言っていられないらしい。

　ここでむざむざ殺されるくらいなら！　とミナトは覚悟を決める。

「こうなったら最後の手段だ！　──ヒノカ！　タマネ！」

「「は、はい！」」

　突とつ然ぜんの指名に驚おどろいたと思われ、二人の背筋がぴんっと伸のびる。

「ヒノカはありったけの《魔ま女じよシリーズ》をぶちまけろ！　とにかく全部だ！　タマネは今すぐ溜ためられるだけ《ベルセルク》を溜めろ！」

「え、で、でも……」

　と、ヒノカがタマネを見やり、タマネも困惑したような顔をする。

　しかし状況は一刻を争っており、ミナトも声を荒あららげる。

「いいから早く！」

「は、はいぃ～!?」

「わ、分かったわよ！　どうなっても知らないからね！　──ええーいっ！」

　──ぽいっぽいっぽいっぽいっぽいっぽいっ。

　ミナトの指示の下もと、タマネは〝溜め〟動作に入り、ヒノカもインベントリ内の《魔女シリーズ》を、全すべて使い切る勢いで投げまくる。

『──ギュピィッ!?』

『──ギャッ!?』

『──ピギィッ!?』

　当然、《魔女シリーズ》は劇薬ゆえ、それらを浴びたモンスターたちはのたうち回るが、さすがにこれだけの数全てを倒たおすまでには至らなかったようだ。

「も、もうないわよ!?　やっぱりダメじゃない!?」

　今度こそ終わりだと顔面蒼そう白はくになるヒノカだが、ミナトは「いや、まだだ！」と首を横に振った。

　と。




　──ごごうっ！




「「「「──っ!?」」」」

　突とつ如じよ地面が突つき上げるようにうねり、女子たちは目を丸くする。

『ギュピッ!?』

『ギャッ!?』

『ピイッ!?』

　それはモンスターたちも同様で、何が起こったのか、まるで分かっていない様子だった。

　だがこれは偶ぐう然ぜんなどではない。

　可能性に賭かけるしかなかったのだが、ミナトの作戦が上う手まくいったのである。

　そう、ミナトの狙ねらいは、最初からあのオタマジャクシどもではなく、




　──この〝シーヴォロス本体〟だったのだ。




　確かにダンジョン然とはしているが、ここはやつの〝腹の中〟である。

　これだけ精せい巧こうに内部を作り込んでいるのだから、当然、〝生物〟としても機能させているはずだ。

　ならば必ず効く！　とミナトは信じたのである。




　──ヒノカの《魔女シリーズ》を。




　一か八かの賭けではあったが、ミナトは賭けに勝った。

　先ほどの《魔女シリーズ》が地面に染しみ込み、シーヴォロスを内部から蝕むしばみ始めたのだろう。

　これだけの巨きよ軀くゆえ、さすがに全体を状態異常にさせることは出来なかったようだが、一部分に刺し激げきを与あたえることは出来たらしい。

　要は〝腹痛状態〟に陥おちいったのである。




　が──まだ足りない。




「皆、とにかくタマネを守れ！　少なくとも後二分半！」

「に、二分半ですか!?」

「そうだ！　それで五分は溜めたことになる！　それだけ溜めりゃ、かなりの威い力りよくになってるはずだ！」

「ひ、ひいぃ～!?　お、お助けぇ～!?」

〝溜め〟動作の最中は、一いつ切さい身動きが取れず、しかも加速度的に防ぼう御ぎよ力が下がっていくため、タマネは襲おそいくるモンスターたちに、素すで青い顔になっていた。

「この！　タマちゃんさんに！　近かづかないで！　ください！」

『ギュピッ!?』

『ギャプッ!?』

『パピイッ!?』

「こ、ココちゃん……」

　タマネを庇かばうように、いつもはモンスターを傷つけたがらないココも、ありったけの銃じゆう弾だんを撃うち込んでいく。

　しかしその半はん端ぱではない物量の前では、焼け石に水もいいところであった。

　──かちっ。

「……あ、あれ？　た、弾たま切れです、ミナトさぁ～ん!?」

「ならそれでぶん殴なぐれ！　たぶんお前はそっちの方が強い！」

「え、ええっ!?　か弱いワイフになんという暴言!?　って、きゃああああああっ!?」

　──ぶんっ！

『ギャペッ!?』『グパッ!?』『ピギイッ!?』『ギイッ!?』

　襲われた勢いで、望まず《アンチマテリアル》を振ふることになったココだったが、ミナトの言ったとおり、その一いち撃げきで彼女の前にいたモンスターたちは、抉えぐれるように一いつ掃そうされていった。

「なっ？」

「ふえぇ～、私はか弱いワイフなのにぃ～……」

　ぐっと親指を立てるミナトに、ココの乙女おとめ心ごころは深いダメージを負っているようだったが、彼女は涙なみだを拭ぬぐいながら、背後のタマネに告げる。

「うぅ……。で、でもタマちゃんさんのことは、私がしっかり守りますから、安心して準備を整えてくださいねっ」

「ココちゃん……。でもわたし、今までいっぱいココちゃんのことを……」

　と、後ろめたそうに俯うつむくタマネに、今度はココの方が指を立てて言った。




「問題ナッシングですっ。だって私たち──〝お友だち〟じゃないですかっ」




「──っ!?」

　ココの言葉に、タマネが驚いたように目を見開いていると、

「いい空気のところで申し訳ないのだが！　さすがにもう限界だぞ！　──ぐっ!?」

　飛びかかってきたモンスターの攻こう撃げきを受け、シーナがよろける。

「──よっと。よく頑がん張ばったな！　おかげであいつの準備も整ったはずだ！」

　それを後ろから抱だき止めたミナトは、彼女に労ねぎらいの言葉をかけつつ、タマネに向けて声を張り上げた。

「──よし、タマネ！　地面に向けて、思いきりぶちかませ！」

「りょ、了りよう解かい！　──食らえええええええええええええええええええええええっっ!!」




　──ズドオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ!!




　瞬しゆん間かん──凄すさまじい衝しよう撃げき波はがミナトたちを襲った。

「うわっ!?」「きゃうっ!?」「きゃあっ!?」「うわっ!?」

『ピギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッッ!?』

　タマネを中心に、全員が五メートルは吹ふき飛ばされ、さらに体重の軽い周囲のモンスターたちも、風船のように宙を舞まう。

　いかにシーヴォロスが巨きよ体たいとはいえ、ヒノカの薬をあれだけ受けた上、今の一撃だ。

　となれば、シーヴォロスが次に取る行動は、大方想像がつく。




　──ごごごごごっ！




　先ほどよりも一層増した揺ゆれの強さに、ミナトは内心思おも惑わく通りだと拳こぶしを握にぎる。

「み、皆みんな、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　心配そうにタマネが周囲を見回す中、ミナトはシーナを抱だき起こしつつ、皆に告げる。

「よくやったな、タマネ！　これで作戦通りだ！　これからたぶん水に流されるはずだから、とにかく浮うきそうなものを取り出してくれ！　ないやつは〝木材〟の予備があるから、言ってくれると助かる！　後、時間がないから早く頼たのむ！」

「わ、分かりましたぁ～！」

　ミナトに言われ、各おの々おのが腰こしの革かわ袋ぶくろから浮きそうな素材を取り出そうとする。

　が。

「あ、ありませぇ～ん！」

「あたしもないわ！」

「同じく」

「わたしもぉ～！」

「……」

　そもそもミナト以外は、《ＤＩＹ》が出来るわけではないので、素材を持ち合わせてはいないようだった。

　えぇ……、と白目をむくミナトだが、もう時間がない。

「あー、もう仕方ない！　なら俺が〝浮き〟になってやるから、全員摑つかまれ！」

　そう言い放ったミナトは、とにかく浮きそうなものを身体からだ中に括くくりつけていく。

「うおりゃあああああああああっ！」

〝木材〟、〝木の棒〟、〝ツル〟、〝空あき瓶びん〟などなど──。

　インベントリ内にあった、ありとあらゆるもので全身を覆おおい、〝ザ・浮ふ力りよく〟の名をほしいままにしたミナトは、満を持して女子たちを呼んだ。

「──よし、完成だ！　さあ、来い！」

　両手を大きく広げ、女子たちを招き入れようとしたミナトだったが、




「「「「えぇ……」」」」




「え、何その反応!?」

　彼女らは揃そろって若じやつ干かん引いており、ミナトもがーんっとショックを受ける。

　と。




　──ブシャアアアアアアアアアアアッ！




『──っ!?』

　来た道から大量の水が流れ込み、一同はいよいよ時間がなくなってきたことを知る。

「い、行きましょう、皆さん！　たとえミナトさんがとってもかっこ悪くても、死ぬよりはマシです！」

「そ、そうね！　ほら、あんたたちも！」

「うむ、承知した」

「う、うん……」

「……」

　なんか妙みように引っかかるのだが……まあいい。

　ココ（の頭にマル子）にヒノカ、シーナと、女子たちがしっかりと抱きついてきたことを確かく認にんしたミナトは、次にタマネが来るのを待つ。

　しかしタマネは、いつまで経たってもしがみついてこようとはしなかった。

「おい、タマネ！　早く来い！」

　手を差し伸のべて促うながすも、タマネはミナトたちに背を向け、武器を振るいながら、モンスターどもの侵しん攻こうを防いでいた。

「わ、わたしはぎりぎりまでこいつらを引きつけるから、構わず脱だつ出しゆつして！」

「何言ってんだ、お前!?　そんなのいいから早く来い！」

「そ、そういうわけにはいかないよ！　だってわたし、君たちにいっぱい迷めい惑わくをかけちゃったのに……なのにココちゃんは、そんなわたしのことを、〝お友だち〟だって言ってくれたんだもん！　だから、せめてこのくらいはさせてよ！　じゃないと、君たちに償つぐなえないじゃん！」

「タマちゃんさん……」

「あんた……」

「ふむ……」

　声を震ふるわせてそう告げてくるタマネの気持ちを慮おもんぱかり、女子たちも皆みな神しん妙みような面おも持もちになっていたのだが、




「──だから〝いい〟って言ってんだろうがっ！」




「ひっ!?」

　ミナトはそんなタマネを𠮟しかるように吼ほえた。

「ふんぬぅーっ！」

「ひゃうっ!?」「ちょっ!?」「おお？」

　そして三人を抱かかえ、びちゃびちゃと膝ひざ元もとまできた水に足を取られながら、タマネのもとへと赴おもむいた後、

「──わあっ!?　ちょ、ちょっと放はなしてよ!?」

　ミナトは強ごう引いんに彼女を胸むな元もとへと抱き寄せて言った。

「いいや、放さん！　確かにお前の〝償いたい〟っていう気持ちは分かる！　でもな、これでもしお前に何かあったら、それこそ償いようがないだろうが！　もし本当に俺たちのためになるようなことをしたいと思ってるなら、ここから出た後に、畑仕事でもなんでもいいから、そっちを手伝え！　なんならうちに住み込みで働いたって構わん！　分かったか!?」

「で、でも……」

　泣きそうな顔をするタマネを、さらにココが諭さとす。

「そ、そうですよ、タマちゃんさん！　私はあなたの知る〝綾瀬川ここ〟さんじゃないかもしれません！　でも、それでもこうしてお友だちになれたじゃないですか！　そんな優やさしいタマちゃんさんとお別れするなんて、私絶対に嫌いやです！」

「こ、ココちゃん……」

「まあ、そういうことだ。住み込みうんぬんに関しては、後で詳くわしく話すとして、今はとにかく脱出することが先決だ。ので、四の五の言わず、ミナトに摑まりたまえ」

「そうそう。文句を言うのは、無事に外に出てからにしなさいな」

「シーナちゃんに、ヒノカちゃんも……」

　感極きわまってしまったのか、ぶわっと涙ぐむタマネを、皆が微笑ほほえましく見つめる。

「……うん、分かった！　ありがとう、皆！」

　そうしてごしごしと荒あら々あらしく涙を拭ったタマネは、大きく頷うなずき、ミナトの首に腕うでを回してきたのだった。

「よし、皆しっかり摑まれよ！　──来るぞ！」

　──ザッパーンッ！

「きゃふうっ!?」「ひゃあっ!?」「うっぷ!?」「うわっ!?」

　押し寄せてきた波に吞のまれ、ミナトたちは為なす術すべなく流されていく。

　こうなった以上、もうミナトたちに出来ることは何もない。

　後はひたすら祈いのるだけだが、水が流れ込んできた以上、必ずどこかで〝排はい水すい〟されるはずだ。

　それこそ〝綾瀬川ここ〟の言った、〝お約束〟のように。

「み、皆ぁ～！　絶対に手を離すなよぉ～！」

「は、はいぃ～！」

　──ベキベキゴキャメキッ！

「お、おおお前はもう少し緩ゆるめてもいいかもぉ～!?」

「む、むむ無理ですぅ～!?」

　──メキメキベキッゴキャッ！

「ぎょえええええええええええええええええええええええええっっ!?」

　ミナトが急流とは別の意味で、命の危機を感じていると、




　──ブシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!




『きゃあああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　ふいに訪おとずれた突つき上げるような感覚に、ミナトたちは揃って悲鳴を上げた。

「……おお？」

　最中、ミナトは自らの身体が水に沈しずんでいないことに気づき、恐おそる恐る辺りを見み渡わたす。

　見えたのは、手が届きそうな場所に広がる黒々とした雷らい雲うんと、眼下でうねりを見せる海うな原ばら──そして背から勢いよく海水を噴ふくシーヴォロスの姿だった。

　そう、外に出ることが出来たのだ。

　てっきり〝お尻しり〟の方から出るかと思っていたのだが、確かに鯨くじらの背から飛び出てくるなんてのは、よく聞く話である。

　まさに──〝王道〟だ。

「おお！　お前ら、やったぞ！　外に出られたぞ！」

「……えっ？　わあ、本当です！　私たち、やったんですね！」

「うん！　よかったね、ココちゃん！」

「ま、まあ当然よね。あたしは最初から心配なんてしてなかったんだけれど」

「ほう？　ではこのスクリーンショットに写る、大泣きの女子は、一体どこの誰だれなのだろうな？」

「ちょ、なんであんたそんなものを撮とってるのよ!?　盗とう撮さつよ、盗撮！　後で訴うつたえてやばあっ!?」

　その時、ヒノカの顔にべちょりと何かが飛んできた。

　それは体長五〇センチほどの黒い塊かたまりだった。

　あの時、ミナトたちを襲おそってきた、オタマジャクシ型のモンスターである。

　見れば、そこら中にぽんぽん飛んでいるではないか。

「うお!?　こいつらも一いつ緒しよに出てきたのか!?」

　驚おどろくミナトたちだが、改めて考えれば、一緒の水流に乗ってきたのだ。

　同じ場所に出てきたとしても、なんらおかしくはないだろう。

　しかし……、と少し冷静になったミナトは、モンスターをじっと見つめながら気づく。

「こいつって、もしかしたら例の〝稚ち魚ぎよ〟じゃないのか？」

「え、そうなんですか？」

「たぶんな。〝卵らん胎たい生せい〟だって言ってたし、あれだけ大群でいたんだから、まず間ま違ちがいないはずだ。ラッキーだったな」

「はいっ」

　にこり、と満面の笑えみで頷くココだが、

「そ、それより早くこいつを引っぺがしてよぉ～っ!?　ぬ、ぬるぬるして気持ち悪いぃ～っ!?」

「お、おい!?　危ないから暴れるなって!?」

　顔に稚魚が張りついたままのヒノカにとっては、堪たまったものではなかったらしく、じたばたと喚わめき散らしていた。

　が。




「──いや、それよりもこれは……落ちるんじゃないのか？」




「「「「……えっ？」」」」

　ふとシーナが冷静に現状を分ぶん析せきし、一同の表情が凍こおりつく。

　至し極ごく当然、大絶ぜつ叫きようが辺りに轟とどろいたのだった。




　　　　◇




　その少し前。

　ミナトたちがマル子を発見し、ココが感かん涙るいに咽むせいでいた頃ころ。

「──第一波、放てぇーっ！」

　──ズドドーンッ！

『シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　シーヴォロス討とう伐ばつのため、ハルマたち攻こう略りやく組は、大船団による一いつ斉せい砲ほう撃げきを開始していた。

　大砲もそうだが、砲ほう弾だんにもこだわり、海中に沈ませないよう、身体からだに食い込むタイプの〝浮うき〟や、同じく食い込んでから爆ばく発はつする砲弾など、とにかく逃にがさず、そして殺傷能力の高いものを揃そろえ、後者に関しては、あのヤモンメジスであったとしても、一波で屠ほふれるほどの威い力りよくであった。

「続けて第二波──放てぇーっ！」

　間かん髪はつを容いれず、ハルマは砲弾の雨を降らせる。

『シイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!?』

　ほぼ全弾がシーヴォロスを捉とらえ、さしものやつも苦しんでいるようだった。

「効いてるぞ！　一気に畳たたみ掛かけろ！」

　身体に食い込む砲弾を嫌がり、海上を飛び跳はねては、海面に身体を打ちつけるシーヴォロスに、ハルマはさらなる猛もう攻こうを浴びせる。

　──ドパーンッ！

「くぅ!?　怯ひるむな！　攻こう撃げきし続けるんだ！」

　しかしシーヴォロスも必死の抵てい抗こうを見せ、それは荒あれ狂くるう〝大波〟となって、ハルマたちを襲った。

『──うわあああああああああああああああああああああああああああっっ!?』

　組員たちの悲鳴が響ひびくが、彼らには、あらかじめ海に投げ出されても生せい還かん出来るよう、〝浮ふ力りよく〟に重きを置いた装備をするよう伝えてある。

　ゆえに、ハルマは彼らが生き延びてくれることを信じ、補ほ佐さのシズカを通じて、全隊に指示を出す。

「確実に効いてるぞ！　〝浮き〟は余すことなく撃うち込め！　絶対に逃がすな！」

「──はあっ！」

　シズカがロングボウ──《精せい霊れいの大弓》を天高く放てば、雷らい雨うの空に色とりどりの光が爆はぜた。

　──照明効果のある矢だ。

　この色を頼たよりに、各組員たちはハルマの指示を把は握あくするのである。

　が。

『シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　──ザッパーンッ！

「何っ!?」

　もう少しで仕留められるかという矢先に、シーヴォロスは〝浮き〟ごと海中へと潜もぐってしまう。

　かなりの量の〝浮き〟を撃ち込んだはずなのだが、やつを繫つなぎ止めるには至らなかったようだ。

　慌あわてて船から身を乗り出すハルマだが、時すでに遅おそく、シーヴォロスの姿は奈な落らくの底へと消えてしまっていた。

「くそっ!?　これでもまだ届かないのか!?」

　がんっ！　と荒々しく船体を殴なぐり、ハルマたちは再び悔くやしさ滲にじませるのだった。










　四章　これが私のごちそうです！







　数日後、ミナトたちは人ひと集だかりの中にいた。

　あれから命からがら船へと戻もどったミナトたちは、飛んできた稚魚を捕ほ獲かくしつつ、《リフル》へと戻ってきたものの、互たがいの生存を喜ぶ間もなく、目前に迫せまったマッチングイベントの準備をするべく、動き出したのである。

　ココは早くも当日の仕込みを始めると言い出し、以降は厨ちゆう房ぼうにこもったままで、今朝もミナトたちに先に行くよう告げていた。

　なので、ミナトたちは一足先に、《リフル》の海岸沿いに設営されたイベント会場で、ココの到とう着ちやくを待っていた。

　が、お昼近くになってもココは現れず、彼女の作る料理がミナトたちの〝引き〟だったゆえ、それがない以上、完全に空気状態であった。

　見た感じ、やはり〝現状最高の装備を揃える〟の謳うたい文句が効いたと思われ、攻略組に人気が集まっているようだった。

　タマネも今は攻略組の組員として、募ぼ集しゆうの手伝いをしているらしい。

「……で、これどうするのよ？」

　受けつけ用の机に頰ほお杖づえを突き、ヒノカがジト目を向けてくるが、さすがのミナトでも、こればかりはどうしようもない。

「そう言われてもなぁ……」

「ふむ、ちゃんとココの要望通りのものは揃えたのだろう？」

　シーナの問いに、ミナトはもちろんと頷うなずく。

「言われたものは全部揃えたし、料理を運ぶ〝屋台〟もちゃんと作ってやったぞ？　後、何な故ぜか〝ラッパ〟と〝旗〟も。まあ〝ラッパ〟はさすがに買ったけどさ」

「なんで料理に〝ラッパ〟と〝旗〟が必要なのよ……。そんなんで本当に〝究極のグルメ〟ってのが出来るの？　っていうか、それ以前に、あの子本当に来るの？　メニュー内容も、結局最後まで教えてくれなかったし……。もしかして、〝何も考えつきませんでした〟ってオチじゃないわよね？」

　確かにココはメニューの中身について、「当日のお楽しみですよぅ～」と教えてはくれなかった。

〝メニューが思いつかないから来られない〟というヒノカの意見も、可能性がないとは言い切れない。

　だがあれだけ皆みなで頑がん張ばって集めた食材である。

　ココもそれは承知の上だし、ならばそれを知った上で、全すべてを投げ出すような真ま似ねはしないはずだ。

　少なくとも、ミナトの知るココはそんなやつじゃない。

　そう信じているからこそ、ミナトは焦あせる素そ振ぶりを見せずに言った。

「まあそう言うなって。もう少し待ってみようぜ？　それだけ仕込みに時間がかかってるのさ」

「だといいんだけど……」

　くぅ～、とヒノカのお腹が可愛かわいらしく鳴る。

　空腹も相まって、不満の色が顔に出でまくっているが、まあ仕方あるまい。

　気長に待つかぁ……、と洗せん濯たく日和びよりな青空を、ミナトが仰あおいだ時である。




　──ぴょろろ～ろろ～ぴょろろろろろ～♪




「……」

　なんか聞こえた。

　いや、実は〝屋台〟やら〝ラッパ〟やらを用意している時から、薄うす々うす感じていたのだが、今のラッパ音を聞きいて確信した。

　ちらり、とミナトが音の出所を見やると、再び例のＢＧＭが流れ出す。




　──ぴょろろ～ろろ～ぴょろろろろろ～♪




『……？』

　さすがに他のやつらもなんだと思ったのだろう。

　会場にいたほぼ全員が、ラッパ音のした方を振ふり向く。

「え、あれって……」

「ああ、間ま違ちがいないだろう」

　ヒノカとシーナも驚おどろいているようだった。

　何故なら、そこにいたのは、メイド服に身を包み、からからと車輪の音を響かせながら屋台を引く、お胸の大きな少女だったからだ。

　屋台に立てられた幟のぼりには、当然、こう書かれていた。




　──〝ラーメン〟と。




　そう、先ほどのラッパ音──あれはかの有名な〝チャルメラ〟だったのである。

　なお、この〝チャルメラ〟だが、厳密にはＢＧＭではなく、あの〝ラッパ〟のことを指しており、〝チャルメラホーン〟などとも呼ばれているらしい。

　まあさすがに今回は〝ラッパ〟で代用したのだが。

　ともあれ、彼女──ココはその〝チャルメラ〟とともにやってきた。

　お昼の空腹時を狙ねらい、鼻び腔こうをくすぐるラーメンの香かおりを漂ただよわせながら。

『……っ』

　ごくり、と皆が生なま唾つばを吞のみ込む中、ココは笑え顔がおで親指を立てた。

「──さあ、皆さん！　ラーメン〝いっここ堂〟、ここに参上ですよぅ～！」




　それは、文句の付けようがないほどの──完かん璧ぺきな〝湯切り〟だった。

「──はあっ！」

　茹ゆで終わった麵めん入りの〝てぼ〟を、肩かたよりも高い位置から振り下ろし、最後の最後で手首のスナップを利きかせ、絡からみついていた水分を一気に取り去る。

　一連の動作に無む駄だな動きは一いつ切さいなく、ただただ洗練され抜ぬいており、その流りゆう麗れいなる様は、同時に跳ねるおっぱいとも相まって、ある種の芸術のようにも思えた。

「えーいっ！」

《料理》スキルの熟練度が底上げされるという、特注のメイド服を身に纏ったココは、次にこの湯切りされた麵を、お馴な染じみの赤と白の〝鉢ばち〟へと、慣れた手つきで入れる。

　鉢の中には、すでにシーヴォロスの稚ち魚ぎよベースのスープが注がれており、入り込んできた麵へと惜おしみなく絡みついていった。

　この麵は、もちろんあの小麦畑で収しゆう穫かくされたものを、きちんと製粉した〝ウィートフラワー〟が原料だ。

　これで土台の準備は出来た。

　後はトッピングである。

「えいさーっ！」

　うちの畑で穫とれた〝ナガーナネギ〟を小口切りにして載のせ、さらに出だ汁しを取る際に長時間煮に込こんだことで、身がとろとろになった稚魚の肉──それを醬しよう油ゆダレで味つけしたものも載せる。

　半分に切ったスパークリングコッコーの〝ゴールドエッグ〟は、もちろんとろ～り半熟の茹で加減だ。

　最後に渦うず巻まき模様の〝なると〟を載せれば、ココ特製──〝スペシャルラーメン〟の完成である。

　なお、この〝なると〟の材料にも、稚魚の肉が使われているという。

「──へい、お待ちぃ！」

　ココがカウンターにラーメンを置けば、オブジェクトとして設置されたことを示すように、ラーメンが一いつ瞬しゆんだけてらりと輝かがやいた。

「あいよ。えっと、次の客は……」

　それをおぼんに載せて運ぶのは、もちろんミナトたちである。

　当初、ヒノカはココが遅おくれてきたというのもさることながら、彼女の考案した究極のグルメが、まさかの〝ラーメン〟だったことに、酷ひどく落らく胆たんしていた。

　ヒノカの中でのグルメは、やはりコース系のお高いものだったり、華はなやかな満漢全席だったりと、とにかく〝豪ごう華かさ〟が基準となっていたからだ。

　ゆえに、〝こんなものは究極のグルメと言えない〟と、店の手伝いにも難色を示していたのだが、そんな彼女に、ココはスープを一口飲んでみるよう勧すすめた。

　それで納得出来なければ、店も手伝わなくていいし、後で《アルティメット・エレメンタラー》の弟子にもなると。

　これを鼻で笑いつつも、その条件を受け入れたヒノカは、ココの差し出した小皿に口をつけ、




　──そして、泣いた。




　止め処なく溢あふれる涙なみだで顔を濡ぬらしながら、彼女は言った。

　お前そういうキャラじゃないだろ……、と突つっ込こみたくなるほどしおらしく、彼女は祈いのるように両手を合わせて言ったのだ。




　──この地球上に生きる全ての命にありがとう、と。




　いや、本当に誰だれなんだお前はという感じだが、元々空腹でイライラしていたので、より一層美味しく感じたのだろう。

　その後、「は、早くスープをちょうだい！　あ、あれがないとダメなのぉ！　スープぅぅぅぅっ！」と彷徨さまよえるゾンビ状態になっていたのはさておき。

　とにかくお昼時ということもあってか、ココの店は大繁はん盛じよう──次から次へと注文が入り、ミナトたちも大おお忙いそがしであった。

　念のため、多めに食材を用意しておいたことも功を奏し、いっここ堂のラーメンは、次々に人々のもとへと運ばれていく。

　味の評判も上々──皆ほくほく顔で、ココのラーメンをずるずるすすっていた。

　もちろんそれはタマネも同じであり、先ほどまでカウンター席で、ほっぺたが落ちそうな顔をしていた。

「へい、お待ちどおさま──って、あんたは……」

「うん？」

　最中、ミナトはラーメンを運んだ先で、見知った顔と遭そう遇ぐうする。

　ミナトと同年代くらいの、精せい悍かんな顔立ちをした少年。

　攻こう略りやく組のリーダー格──〝ハルマ〟だ。

　どうやら今は攻略組も、お昼の休きゆう憩けいを取っているらしく、ハルマを含ふくめ、ちらほらと組員たちが昼食を摂とりに来ていたようだ。

「おや？　君はあの時の……」
















　料理を運んできたのがミナトだったことに、ハルマは少々驚いた様子だった。

　ヤモンメジスの時もそうだが、ミナトとは幾いく度どか顔を合わせていたので、向こうも覚えていたのだろう。

　ハルマは、見るからに人当たりのよさそうな笑みを向けて言った。

「久しぶりだね。元気だったかい？」

「ああ、まあな。そっちも元気そうだな」

　そう返せば、ふとハルマの向かいに座っていた女性の姿が目に入った。

　エルフアバターの美女で、年の頃ころは二〇歳前後くらいであろうか。

　リーダー格のハルマといる以上、それなりに高い役職にいるプレイヤーだと思われる。

「ああ、彼女はシズカ。俺の補ほ佐さを務めてくれているんだ」

　ハルマに紹しよう介かいされた女性ことシズカは、艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら言った。

「シズカよ。よろしくね」

「ああ。俺はミナトだ。まあよろしくな」

　シズカと挨あい拶さつを交かわした後、ミナトはハルマに視線を戻もどす。

「それにしても、あんたもこういうのを食べに来るんだな」

「もちろん。ここに閉じ込められる以前は、大学の友人らとも、よく食べに行ったからね。なんだか懐なつかしくてさ」

「なるほどな。それはそうと、攻略は順調か？」

　と、何気なしに聞いたのだが、その瞬間、場の空気が一気に冷えたことを感じ、ミナトは内心苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

　だがさすがはハルマと言うべきか、そんな中でも笑顔を絶やさず、近きん況きようを素す直なおに説明してくれた。

「はは、まあ精せい一いつ杯ぱいやってはいるんだけど、なかなか思うようにはいかなくてね。先日もシーヴォロスの討とう伐ばつに出たんだが、後一歩というところで逃にげられてしまったよ」

「そ、そうか。まああんまり無理はしないようにな」

「ああ、ありがとう。このラーメンに元気を貰もらって、また頑張らせて貰うよ。だから君たちも、なるべく危ないことはしないようにしてくれ」

「お、おう……」

　身を案じてくれるのは素直に嬉うれしいのだが、さすがのハルマも思わなかっただろう。




　──その討伐で砲ほう撃げきをぶっ放していた相手の中に、ミナトたちがいたということを。




　当然、そんなことは口が裂さけても言うわけにはいかず、ミナトは早々にこの場を去ることを決める。

「じゃ、じゃあ俺はこれで。せっかくだし、ゆっくりしていってくれ」

「ああ、そうさせて貰うよ。じゃあまた」

「おう」

　頷うなずき、ミナトはそそくさとウェイター業務に戻ったのだった。




　数十分後。

　やっとこさ注文の嵐あらしから解放された一同は、各おの々おのが束つかの間の休憩に入っていた。

「……あー、疲つかれたぁー」

　ぽてり、とヒノカが屋台のカウンターに上体を投げれば、彼女の鼻先に、出来たてのラーメンが置かれる。

　ヒノカ用に、と今し方ココが作ったのだ。

「お疲れさまです、ヒノカさん」

「あら、ありがとう。あんたもよく頑がん張ばったわね。一体何人分作ったの？」

　ココに労ねぎらわれたヒノカは、お礼を言いながら彼女の健けん闘とうも称たたえ、そう尋たずねる。

　すると、ココは口元に指先をあて、「うーん……」と虚こ空くうを見み据すえた。

「えへへ、覚えてませんっ」

　が、作るのに精一杯で、人数までは把は握あくしていなかったようだ。

「まあ、そんなことじゃないかとは思っていたわ。とにかくお疲れさま。あんたもお昼はまだなんでしょ？」

「はい。なので、よろしければ、皆みなさんで一いつ緒しよにどうかなって」

　ココの提案に、もちろんミナトたちは首を縦に振ふる。

「お、いいな。俺もそろそろスタミナゲージが限界だったしな」

「右に同じだ。というわけで、私にも一つ頼たのむ」

「はいですっ。じゃあ皆さんでお昼ご飯にしましょうっ」

　咲さき誇ほこる花のような笑顔で頷いたココは、一番疲れているにもかかわらず、ミナトとシーナの分を先に拵こしらえてくれた。

　そうして最後に自分用のラーメンを作ろうとしたココだったが、




「……あれ？　〝ゴールドエッグ〟がなくなっちゃいました……」




　簡易倉庫になっている木箱を開けながら、そう残念そうに言う。

「まあ仕方ないですよね。じゃあ残りの材料で作っちゃいますっ」

　しかしないものは仕方ないと割り切り、エッグ抜きのラーメンを作ったココは、ミナトたちと同じくカウンター側へと回り、四人揃そろって横一列に座る。

「じゃあいただきま──」

　ココが来るのを待っていたミナトたちは、彼女が席に着いて手を合わせた瞬間、




　──自分たちの〝ゴールドエッグ〟を全すべてココの鉢へと移した。




「えっ？」

　当然、これに啞あ然ぜんとするココだが、ミナトたちは笑顔で彼女に告げる。

「今日はお疲れ。そいつは頑張ったお前へのご褒ほう美びだ」

「まあ、今日くらいはね。あたしのエッグなんだから、ありがたく食べなさいよ？」

「そういうことだ。だがいらないのなら、返品は受けつけるので言いたまえ」

「皆さん……」

　うるうると涙なみだ目めになるココに、再び口元を緩ゆるませたミナトたちは、揃って手を合わせる。

「よし、じゃあ食うか。ココもいいな？」

「は、はい！　もちろんです！」

　荒あら々あらしく涙を拭ぬぐい、ココもぱんっと両手を合わせる。

　そして。

「「「「──いただきまーすっ」」」」

　ミナトたちは、遅おそめの昼食にありついたのだった。




「……あら？　雨？」

　ぽつり、と降ったそれに最初に気づいたのは、一番端はしの席にいたヒノカだった。

　労働後ということもあり、よほど腹が減っていたのだろう。

　ミナトたちはラーメンをすするのに夢中で、屋台の外がどうなっているかなど、気にも留めていなかったのだ。

「うん？　どうした？」

「いえ、雨が降ってきたみたいだから」

「雨？　……って、本当だ。さっきまでいい天気だったのにな」

　ヒノカに言われ、天気が崩くずれ始めたことに気づいたミナトたちだったが、カウンター席は屋根付きのため、とくに気にせず食事を続ける。

「……ふむ、美味美味」

「だな。苦労して色々採ってきた甲か斐いがあったってもんだ」

　ずずず、と口にしたスープは、まるで五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたるような心ここ地ちのよさがあり、ミナトはこれを一気に飲み干してしまう。

　もちろんスタミナゲージは最大値まで回復し、先ほどまでの疲れも、見事に吹ふき飛んでいるように思えた。

「はあぁ～美お味いしかったですぅ～」

　同じくスープを一いつ滴てき残らず飲み干したココも、にんまりと恍こう惚こつの表情を浮うかべていた。

　──ざざーっ。

　しかし雨足は強くなる一方で、屋根に叩たたきつけてくる水滴の音も、次し第だいに激しさを増していく。

「ふむ、これではイベントも中止だな」

「そうね。せっかくラーメンも配り終えて、宣伝効果はばっちりだったのに」

「まあこうなっちまった以上、仕方ないさ。でもヒノカが言ったように、俺たちが美う味まいものを用意出来るってのは、きちんと伝わったと思うし、後は地道にやるしかないだろ」

「そうですね……」

　と、ココがのれんの隙すき間まから、外の景色を眺ながめていた時だ。




「──うわああああああああああああああああああああああっっ!?」




「「「「──っ!?」」」」

　突とつ如じよ悲鳴が辺りに響ひびき渡り、ミナトたちは何事かと眉まゆをひそめる。

　全員でのれんを捲めくり上げ、声のした方を見やれば、




　──海岸が〝真っ黒〟に染まっていた。




「な、なんですか、あれ？」

「……分からん。さっきまでは、あんな感じじゃなかったんだが……」

　少なくとも、ミナトは先ほどまで、ウェイター業務で海岸沿いを何度も行き来していたのだ。

　ゆえに、見み間ま違ちがうはずがない。

　この叩きつけるような雨が降る前は、青く澄すんだ海と、白い砂すな浜はまが広がっており、その両者が太陽の光を受け、煌こう々こうと宝石のような輝かがやきを放っていたはずなのだ。

　それがどうして……。

　と。




「──ね、ねえ、あの黒いの、動いてない……？」




「「「えっ？」」」

　ふいにヒノカがそんなことを言い出し、ミナトたちは目を凝こらして眼前の光景を見据える。

　確かにヒノカが言うように、海岸に広がるタールのような物体は、徐じよ々じよにこちらへと向かって来ているようにも見えた。

　だからこそ、先ほどのプレイヤーは悲鳴を上げたのだろう。

　近くにいたプレイヤーたちも、あの物体がただ者ではないと気づいたらしく、各々が避ひ難なんしているようだった。




「──やはり現れおったか」




「「「「──っ!?」」」」

　最中、ミナトたちのもとに、一人の男性が姿を現す。

　海岸の物体を懐なつかしそうに眺めつつ、雨に濡ぬれてハゲ頭を晒さらすその堂々たる姿に、ミナトたちも目を丸くする。

　そこにいたのは、あの時ミナトの尻しりをがっつり揉もみやがった、老年の漁師だった。

「じ、じいさん!?　あんた、あれが何か知ってるのか!?」

　ミナトが尻を守りながら問えば、老人は前を見据えたまま、首を縦に振った。

「ああ。あれらは奪うばわれし同どう胞ほうを救いにきた、海王の子どもらよ。要はおぬしらが手に入れた稚ち魚ぎよの、成長した姿じゃな。ほれ、長いのが密集しておるじゃろ？」

「な、なんだってーっ!?」

　がーんっ、と両目が飛び出す思いのミナトに、老人は続ける。

「前に言ったじゃろう？　男は稚魚を手に戻もどってきたが、その後が大変じゃったと」

「え、そうだっけ……？」

　ミナトが確かく認にんするように視線を向ければ、

「そうでしたっけ？」

「さあ？　あんた、覚えてる？」

「はて？　なんのことだ？」

「えぇ……」

　女子たちもまったく覚えていないようで、老人は一人白目をむいていた。

「ま、まあええわい。とにかく、数十年前にも同じようなことがあったのじゃよ」

「な、なんでそういう大事なことを今言うのよ!?」

「ひぎぃ～っ!?」

　いきり立ったヒノカに胸むなぐらを摑つかまれ、前後に振られた老人は、滝たきのような涙を流しながら弁解した。

「い、いや、じゃって本当に獲とってくるなんて思わなかったんじゃもん……」

「何言ってんのよ、このスケベジジイ！　散々人のお尻を触さわっておいて、獲ってくるとは思わなかったですって!?　しばかれたいの!?　このハゲ！」

「しゅ、しゅみましぇん～……」

「お、おい、落ち着けって。じいさん死にかけてるぞ？」

　このままでは老人の魂たましいが昇しよう天てんしてしまいそうだったので、ミナトは慌あわてて仲裁に入る。

　それと、触られたのはヒノカではなく、ミナトの尻なのだが、何な故ぜあんなにも、まるで自分のことのように怒おこっているのか。

　まさか俺のことを思って……？　と一いつ瞬しゆんそんな考えも浮かんだが、ヒノカに限ってそれはないだろうと内心頷くミナトだった。

「あ、あの、それでおじいさん方は、そのお子さまたちを、どうやってやっつけたんですか？」

　ヒノカから解放され、ぐったりとへたり込んでいた老人に、ココが尋たずねる。

　すると、老人は濡れた顎あご鬚ひげを擦さすりながら、眉み間けんをハの字にして言った。

「それがのう、こんなことを言うと、またそこのお嬢じようさんを怒らせてしまうかもしれんが、とにかく気合いで頑がん張ばったとしか……」

「……」

　──すっ。

「ひいっ!?」

「おい、ヒノカ。とりあえずその振ふり上げた〝木箱〟は下ろそうな？」

　再び老人を撲ぼく殺さつしようとしていたヒノカを宥なだめ、ミナトはさらに詳くわしい話を聞く。

「なんでもいいんだ。何かいつもと変わったことはなかったのか？　〝火に弱かった〟とか、〝塩をかけたら溶とけた〟とかさ」

「うーむ、それがさっぱりでのう……。しいて言えば、宴うたげの最中に襲おそってきたものじゃから、追い払はらった後に、また宴を再開したくらいかのう」

「ふむ、随ずい分ぶんとのんきなものだな。あれだけの数だ。それなりに犠ぎ牲せい者しやも出たのではないのかね？」

　シーナの問いに、老人は意外にも笑いながら言った。

「ほっほっほっ、そう思うじゃろう？　それが不思議なことに、宴の参加者は、誰だれ一人死ぬことはなくてのう。むしろ身体からだ中にオーラを漲みなぎらせるほど、やる気満々で追い払っておったぞぃ」

「……ふむ」

　これにはさすがのシーナも、少々考え込んでいる様子だった。

　ともあれ、これ以上の有益な情報は望めそうになかったし、ミナトはどうしたものかと考えつつ、海岸の状じよう況きようを確認する。

　たまたまイベントで攻こう略りやく組が来ていたというのが大きかったのか、避難は速すみやかに行われているようだった。

　戦せん闘とうのスペシャリストである攻略組がいる以上、下手に手を出しても邪じや魔まなだけだ。

　それはこの世界がデスゲームとなったあの日に、痛いほど実感させられている。

　であれば、他のプレイヤーたちと同じく、避難するのが正しいのであろう。

　そう冷静に判断し、ミナトは皆みなを連れて、《リフル》を離はなれようと考える。

　が。




「──み、ミナトさん！　た、タマちゃんさんが!?」




「──っ!?」

　ココの言葉を聞き、急いで海岸方面を振り向く。

　そこでは、金色のハンマーを振り上げ、必死に避難誘ゆう導どうをしているタマネの姿があったのだが、そのすぐ側そばまで、黒い波が近づいていた。

　あれではタマネが逃にげ遅おくれてしまう。

「あの馬ば鹿か！」

　瞬間、ミナトは駆かけ出していた。

「あっ!?　ま、待ってください、ミナトさぁ～ん!?」

「ちょっ!?　あーもうっ！」

「やれやれ。ご老人は早く避難を」

　ココたちも後に続き、シーナに避難するよう言われた老人は、彼女らの背を見送りながら、こう独りごちていた。

「ほっほっほっ、皆ええ尻じゃ」




　──間に合え！

　ミナトは心の中でそう念じ、持ちうる限りの全力を以もつて、タマネのもとへと急いでいた。

　しかし黒波が侵しん攻こうする速度は、ミナトの予想よりも遥かに速く、タマネは徐々に追い詰つめられていく。

　ハルマを始めとした攻略組も、各おの々おのが避難誘導を行っているため、タマネの救きゆう援えんには来られそうにない。

　というより、今からではミナト以外間に合わないだろう。

　もちろん移動速度はヒノカの方が上なのだが、スタートの遅れで、到とう達たつはミナトの方が僅わずかに早いようだ。

「タマネぇーっ！」

「……えっ？　み、ミナトくん!?」

　ミナトの呼びかけに、タマネは驚おどろいたような顔で振り向く。

　彼女の近くには、ダメージを受けてしまったのか、倒たおれている女性プレイヤーたちの姿があり、タマネは彼女らを必死に連れ出そうとしているようだった。

　が、黒波はもうすぐそこまで来ている。

　このままでは……っ、と唇くちびるを嚙かみ締しめて駆けるミナトに、タマネは逃げるよう告げてくる。

「こ、こっちに来ちゃダメだよ！　ミナトくんたちは早く逃げて！」

「人の心配なんかしてる場合じゃねえだろ！　お前こそ早く逃げろ！」

「で、でもこの人たちを置いていけないよぉ～！」

　ぐいっと女性らの腕うでを精せい一いつ杯ぱい引くタマネだが、さすがに二人を引きずっての移動は、ドワーフの力を以てしても容易ではなかったようで、ついに黒波──いや、少しばかり成長した稚魚の群れが、タマネの眼前へと迫せまる。

「わ、わあああああああああああああああっ!?」

　それは、まるでやつらの親であるシーヴォロスが、自じ慢まんの大顎あごを開けながら食らいついてきたかのような光景だった。

　タマネの頭よりも、遥かに高い位置から降り注いできた群れが、今まさに彼女たちを吞のみ込もうとしていたからだ。

　恐おそらく、これはもう助けられない。

　今足を止めたなら、ミナトだけはぎりぎり逃げられるだろう。

　だが、

　だがそれでも、




「──た、タマネえええええええええええええええっっ!!」




　ミナトは止まらなかった。

　それどころか、大きく両手を伸のばし──飛んだ。

　──届け！

　そう、祈いのりながら。

　ミナトの手が届くのが先か、それとも稚魚の群れに吞まれるのが先か──。




　答えは──ほぼ同着だった。




　少なくとも、ミナトの目にはそう映っていた。

　そうして、

　全すべてが、

　黒一色に、




　──包まれなかったから不思議である。




「──どばっはあっ!?」

　ずざざ、と頭から地面を滑すべったミナトは、身体中に走る痛みから、自分がまだ生きていることを知った。

　何がどうなったのか。

「──うおっ!?」

　急いで顔を上げたミナトは、そこで驚きよう愕がくの光景を目まの当たりにする。




　──なんと黒波がミナトたちを避さけていたのだ。




　しかもそれだけではない。

　ミナトも、タマネも、そして彼女が庇かばっているプレイヤーたちも──その全てがほのかな輝かがやきに包まれていたのだ。

「これは……」

「み、ミナトさぁ～ん！」

　不思議そうに自身の身体を見下ろすミナトの耳に、聞き覚えのある声が届く。

　ゆっくりと振り向いてみれば、ミナトたち同様、柔やわらかい輝きに包まれたココたちが、黒波の中、真まっ直すぐこちらへと向かってきていた。

　むしろ黒波の方が、彼女らを避けている感じだ。

「お、お前ら……」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむミナトのもとへ、やっとこさココたちも到とう着ちやくする。

「もう！　私たちを置いていかないでくださいよぅ～！」

「す、すまん……。タマネがやばそうだったからつい……」

　ぷくー、と頰ほおを膨ふくらませるココに、ミナトも小さくなる。

　すると、シーナがタマネたちの方を向きながら言った。

「とにかく皆みな無事で何よりだ。しかし……」

　辺りを見み渡わたし、シーナは驚いたように続ける。

「これは一体どういうことだ？　このモンスターどもは、我らを狙ねらっていたのではないのか？」

　釣つられてミナトも周囲を見渡せば、他のプレイヤーたちも、そのほとんどが微かすかに輝いており、やはり稚ち魚ぎよたちの襲しゆう撃げきから逃のがれられているようだった。

「な、なんなのよ、これ……。うぅ、気持ち悪いぃ～……」

　ココの後ろに隠かくれつつ、ヒノカが顔を顰しかめる。

　今もミナトたちの周囲では、黒波となった稚魚たちが、猛もう然ぜんと移動し続けている状況だ。

　試ためしに手で触ふれようとするも、稚魚たちはミナトの手を嫌いやがるように、ぎりぎり届かないところまで身を反そらしている。

「よく分からんが、こいつらはこの光を嫌がってるみたいだな」

　そうミナトが冷静に分ぶん析せきしていると、




「──うわぁ～ん!?　怖こわかったよぉ～!?」




「──おおう!?」

「ちょっ!?」「……む」

　ふいにむぎゅっとタマネが抱だきついてきて、ココたちの顔色が曇くもった。

　人の命が懸かかっているということもあり、先ほどまでは、勢いでなんとか誤ご魔ま化かしていたのだろう。

　恐らく緊きん張ちようの糸が切れてしまったと思われ、タマネは身体を震ふるわせながら、大おお粒つぶの涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにしていた。

「た、タマちゃんさん！　お気持ちは分かりますけど、そこは私の特等席ですので、泣くならこちらにどうぞ！」

　ぼよんっ、とココが自慢のお胸を張ってタマネを招く。

「……うわぁ～ん!?　胸囲の格差社会ぃ～!?」

　が、タマネはそれを一いつ瞬しゆんだけ見やったかと思うと、別の意味でも号ごう泣きゆうし始めた。

「わ、分かりました！　じゃあこちらの小さい方で……」

「おい」

　なんとか宥なだめようと、シーナの胸を差し出すココに、もちろん当人から氷点下の突つっ込こみが入る。

　そんな感じで、ココがタマネを引き剝はがそうと画策していると、ヒノカが遥か遠方を指差しながら言った。




「……ねえ、ココ。あんたの屋台、持っていかれてるわよ？」




「……えっ？」

　呆ほうけたような顔でヒノカの指先を追えば、何な故ぜか稚魚たちが、ココの屋台をどんぶらこと、海の方へ運んでいるではないか。

「ええっ!?　ちょ、私のいっここ堂をいずこへぇ～!?」

　当然、ずーんっと両目が飛び出しそうになるココだが、屋台はどんどん運ばれていき、それに伴ともなって、何故か黒波も海へと戻もどっていく。




　──まるで〝初めから屋台が目当て〟だったかのように。




「い、いっここ堂ぉ～!?」

　そうして稚魚たちは屋台を奪うばい、母なる海へと帰っていった。

　もちろん屋台には、秘伝のスープやらなんやらが全て積まれており、ラーメンいっここ堂は、開店初日にまさかの閉店を迎むかえることになったのだった。










　エピローグ







　まさに〝奇き跡せき〟と言うべきか。

　さすがに負傷者ゼロとまではいかなかったが、あれだけの襲撃だったにもかかわらず、此こ度たびの騒そう動どうによる死者は、誰だれ一人としていなかった。

　ミナトたちがそうであったように、他のプレイヤーたちも、皆みな襲しゆう撃げきの際、身体からだがほのかに輝き、それが稚魚たちを寄せつけなかったからだ。

　しかし中には身体が輝かないプレイヤーもおり、彼らだけは稚魚たちに襲おそわれ、多少の傷を負ってしまったという。

　何故このようなことが起こったのか。

　ミナトたちを含ふくめ、守られたプレイヤーと、守られなかったプレイヤーの違ちがいはなんなのか。

　その謎を解とく手がかりは、意外にもミナトたちの近くにあった。

　そう、〝過去にも同様の襲撃があった〟という漁師の話だ。

　あの時、老年の漁師はミナトたちにこう言った。




『──それが不思議なことに、宴うたげの参加者は、誰一人死ぬことはなくてのう。むしろ身体中にオーラを漲みなぎらせるほど、やる気満々で追おい払はらっておったぞぃ』




　どこかで聞いたような話である。

　言わずもがな、今回の状じよう況きようとまったく同じなのだ。

〝オーラ〟という言葉は、てっきり比ひ喩ゆだと思っていたのだが、どうやら違ったらしい。

　数十年前、シーヴォロスの体内より帰き還かんした男が、稚魚を手に入れ、それを皆みなに振ふる舞まった。

　そして今、シーヴォロスの体内より帰還したミナトたちが、稚魚を手に入れ、それを皆に振る舞った。

　どちらも振る舞っている最中、稚魚の群れが襲い来て、振る舞われていた者たちだけが〝オーラ〟を放ち、これを退けることが出来た。

　であれば、答えは自おのずと見えてくる。

　ココはショックから真っ白に燃え尽つきているが、稚魚を煮に込こんだ鍋なべ入りの屋台を奪っていったことで、それはほぼ確定とも言えた。




　──やつらは〝稚魚を食べた者を襲わなかった〟のだ。




　同族意識なのかは分からない。

　だがなんらかの方法で、稚魚の成分を取り込んだ者は、皆身体からオーラを発し、やつらの襲撃を逃れることが出来たのである。

　事実、襲われたプレイヤーたちに話を聞いたところ、彼らはいっここ堂のラーメンを食べてはいなかった。

　もちろんハルマやシズカなど、ラーメンを食べた者は、皆無傷で襲撃を乗り切っている。

　もっとも、全員に話を聞いたわけではないので、一〇〇パーセントというわけではないのだが、それでもミナトたちの推測は、かなり高い確率で当たっていると思う。

　ゆえに、一応情報は共有しておいた方がよいだろう、とハルマたちにも一連の事実を説明しておいたところ、

「……なるほど。そういう観点での攻こう略りやくも存在するというわけか……」

　と、ハルマは神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいており、しかし攻略組を含めたプレイヤーたちの命が助かったということもあってか、是ぜ非ひお礼がしたいということで、




『──いっここ堂に乾かん杯ぱい～っ！』




　現在、夜の帳が下りたこのイベント会場跡あと地ちでは、攻略組の奢おごりによる宴の真っ最中であった。

　確証があるわけではない以上、こんな風に礼を言われるようなことではないため、ミナトたちも苦笑いを浮うかべることしか出来なかったのだが、どんな偶ぐう然ぜんにせよ、犠ぎ牲せいが出なかったのは喜ばしいことである。

　マッチングイベント自体は、散々な結果に終わってしまったが……まあ仕方あるまい。

　別段急いでいるわけでもないし、また別の方法でメンバーを探せばいいだろう。

「ほらほら、食べて食べて」

「え、で、でも……」

「そうそう、あんたのおかげで助かったんだ。遠えん慮りよせずやってくれ」

「で、では遠慮なく……」

　はむっ、とココは大口で骨付き肉にかぶりつき、にんまりと頰ほおを緩ゆるませる。

「おいひいでふぅ～♪」

『──♪』

　今回、一番の立役者である彼女の周りには、攻略組や他のプレイヤーたちなど、大勢の姿があり、なんとも楽しそうな雰ふん囲い気きに包まれているようだった。

　その様子を微笑ほほえましげに眺ながめていたミナトたちだったが、ヒノカは少々不満そうに頰を膨ふくらませていた。

「で、なんであの子の方が目立ってんのよ……。シーヴォロスを大いに苦しめたのは、他でもないあたしなのに……」

「まあそう言うなって。確かにお前のおかげで無事脱だつ出しゆつ出来たわけだし、俺たちはすげえ感謝してるぞ？　なあ？」

「うむ、そうだな。おかげでこんなスクリーンショットも手に入れられたしな」

　すっとシーナが向けてきた半はん透とう明めいの写真には、ヒノカが泣きべそをかいている姿がばっちり写っていた。

「ちょ、だからそれ盗とう撮さつだって言ってるでしょ!?　いい加減にしないと、あんたのことも撮とってやるわよ!?」

「む、そうか？　では一つ頼たのむ」

「お、おい!?」

　そう頷いたシーナは、ミナトと腕うでを絡からめ、ピースサインを作る。

　すると、当然、ヒノカの突っ込みが怒ど号ごうとともに飛んできた。

「そういう意味じゃないわよ!?　あんたの痴ち態たいを晒さらしてやるって言ってんの！」

「そうか。では私も少々恥はずかしいので、明かりは消してくれたまえ……ぽっ」

「いや、〝ぽっ〟じゃないわよ、〝ぽっ〟じゃ!?　明かり消したらなんも写んないじゃない!?」

「ふむ？」

「まあまあ、せっかくの宴なんだし、とりあえず落ち着けって」

　と、ミナトたちがいつものように騒さわがしくしていると、




「──よう、見せて貰もらったぜ。お前らの〝心意気〟ってやつをよ」




「「「──っ！」」」

　ふと彼らの前に、一人の男性が姿を現した。

　顔と胸の傷が印象的な、あの時の漁師である。

　男性はどこか嬉うれしそうに、笑えみを浮かべながら言った。

「俺ともあろう者が、思わずガキの頃ころを思い出しちまったぜ。親父が海王の腹から帰ってきた──あの日のことをよ」

　男性は懐なつかしそうに見み据すえる。

　稚ち魚ぎよたちが去ったことで天気が回復し、満天の星が輝かがやく水平線を。

「え、じゃああんたが……？」

　驚おどろいたような顔をするヒノカに、男性は頷く。

「ああ。尻しり好きのジジイに聞いたんだろ？　俺の親おや父じが野や郎ろうに吞のまれた後、ちゃっかり稚魚を手に入れて戻ってきたっつー話を」

　そう、この男性こそが、船着き場で待ち続けていたという、例の子どもだったのである。

「まあさすがに体力の限界だったのか、あれから親父はすぐに死んじまって、俺も野郎に一ひと泡あわ吹ふかせることばかりを考えていたんだが、おかげで気も晴れたぜ。ありがとな」

「いや、俺たちは別に……」

　ミナトの言葉を遮さえぎるように、男性は首を横に振った。

「いいや、お前らのおかげで、俺はあの時の楽しそうな親父の顔を、もう一度思い出すことが出来た。それだけで十分だ」

　ありがとよ、と再び礼を言い、男性は懐ふところから何かを取り出す。

「で、礼ってほどのものじゃねえんだが、こいつは親父が野郎の腹から帰ってきた際、ついでに見つけてきたものだそうだ。野郎への憎にくしみを忘れないよう、今まで肌はだ身み離はなさず持っていたんだが、それももう終しまいだ。お前らにくれてやるよ」

「おっと」

　ぽいっ、と無造作に投げてきたそれを、ミナトは両手で受け取る。

　それは青色の輝きを放つ、手の平サイズの鉱石のようなアイテムだった。

「なんか見覚えが……」

　ミナトが既き視し感に苛さいなまれていると、男性は軽快に片手を挙げながら、踵きびすを返していった。

「じゃあ俺は行くぜ。また海に出たい時は声をかけてくれや。安くしといてやるからよ」

「ええ、ありがとう。あんたも元気でね」

　ヒノカが男性をにこやかに見送る中、ミナトは受け取ったアイテムを見やる。

　名前は〝水の断だん片ぺん〟というらしく、説明欄らんには『使し途と不明の鉱石。売ばい却きやく不可』とだけ書かれていた。

「またこれか……」

　色違いだが、マイホームの時に貰ったものと、同種と思われるアイテムだ。

　使途不明の上に売却不可ゆえ、未いまだに前のも倉庫の肥やしになっているのだが、ここに来て、それがもう一つ増えるというまさかの事態である。

　いい加減、売るか使うかしたいのだが……。

　そんなミナトの心情を見み越こしてか、ヒノカがこう提案してきた。

「まあせっかくだし、貰っておけばいいんじゃない？　先の街が開放されたら、《鍛か冶じ》とかに使えるかもしれないし」

「うむ、ヒノカの言うとおりだ。思わぬ収入になるかもしれんからな。使えるようになるまで取っておけばいいさ」

　確かに彼女たちの言うとおり、この先の街が開放されれば、新たに使途が見つかるかもしれない。

　個人的には、倉庫のスペースを有効活用したいので、さっさと使えるに越こしたことはないのだが、どのみち使途が見つかるまでは、使うことも売ることも、ましてや捨てることも出来ないのだ。

　ならば今は大人しく保管しておくしかあるまい。

「まあ、そうだな。じゃあこれは使えるようになるまで、倉庫にでも入れておこう」

　と、ミナトは腰こしの革かわ袋ぶくろに〝水の断片〟をしまう。

「さてと、じゃあせっかくだし、今日は飲むわよ。あんたも付き合いなさいな」

「やれやれ、これだからぼっちは困る」

「何言ってんのよ。あんたも似たようなもんでしょ。いいから付き合いなさいよ。せっかくの奢りなんだし」

「そこまで言われては仕方あるまい。まあ、確かに君の言うとおりだしな。ならば大いに奢られるとしよう」

「そうこなくっちゃ。じゃあ一番高いやつを飲みまくるわよ」

「うむ、レッツらゴーだ」

「あんまり飲みすぎるなよー？」

　歩き出した二人の背に、ミナトは微笑みを浮かべながらそう忠告する。

「……ふう」

　ミナトも余よ韻いんに浸ひたろうと、一人つまみの〝干し肉〟に手を伸のばしていれば、




「──ミナトさーん♪」




「おっ？」

　聞き覚えのある柔やわらかい声が耳に届き、釣つられて顔を上げた。

　思ったとおり、そこにいたのは、大きめのコップを両手で持ち、微笑しながら佇たたずんでいるココだった。

　どうやら向こうの方が一段落ついたらしい。

「お隣となり、失礼しますね」

「おう」

　隣に腰こし掛かけてきたココに、ミナトは笑いかけながら言う。

「とりあえずお疲つかれ。ずっと引っ張りだこだったし、さすがに疲れただろ？」

「いえいえ、皆みなさんいい人たちばかりで、とてもよくして貰もらっちゃいました」

「それはよかった。でも今日は残念だったな。イベントは中止の上、せっかくのいっここ堂も、あんなことになっちまってさ」

　そう告げれば、ココはゆっくりとかぶりを振ふって言った。

「いいえ、そんなことはありません。確かにイベント自体は途と中ちゆうで終わっちゃいましたけど、でもミナトさんたちと食材を集めたりするのは、とても楽しかったですし、ラーメンだって皆さんで食べることが出来ました。それに、今もこうして楽しい宴えん会かいにまで参加させて貰ってるんです。これ以上望んだらバチが当たっちゃいますよぅ」

　にんまりと嬉うれしそうに笑うココに、ミナトの口元も緩ゆるむ。

「そっか。まあお前がそう言ってくれるならいいや。ならまた一いつ緒しよに何か楽しいことでもしようぜ」

「はい、お願いしますっ」

「よし、じゃあせっかくだし、今日は飲むぞーっ！」

「おーっ！」

　大きく手を掲かかげたココと、互たがいに笑い合うミナトだったが、彼女がお酒に強くないことをすっかり忘れており、その後、酔よい潰つぶれたココと、同じくそこら辺で寝ねていた残りの二人を、彼は一人で宿まで運ぶことになるのだった。




『──こーんにっちはーっ』

　三日後。

　マッチングイベントも無事に終え、《フォート》のマイホームでティータイムを楽しんでいたミナトたちのもとに、ふと来訪者が現れる。

　言わずもがな、来訪者はお騒がせドワーフのタマネだった。

　どうやら攻略組内での事後処理が終わったとみえ、またミナトにアプローチでもかけに来たのだろう。
















　こういったタマネとのやり取りにも、すでに慣れつつあったミナトたちは、当然のように彼女を招き入れ、ティータイムの定番たる〝ハーブティー〟をごちそうする。

「……ふう、やっぱりココちゃんのお茶は美お味いしいねー」

「えへへ、ありがとうございますぅ」

　それをずずずとすすり、タマネがほっと一息吐ついていると、ヒノカはジト目を向けながら問うた。

「いや、普ふ通つうに仲良くやっちゃってるけど、この子のゼロ疑ぎ惑わくは晴れたってことでいいわけ？」

「ま、まあ晴れたというか……うん。やっぱり違ちがうかなぁとは思っていたり……」

　もごもごと言い淀よどむタマネに、ヒノカはさらに強い口調で問い詰つめる。

　理由はどうであれ、あれだけ仲間を疑われたのだ。

　きちんとココの無実を彼女自身に証明させ、けじめをつけるべきだとでも考えたのだろう。

「ふーん。で、なんでそういう結論に至ったのよ？　そういえば、あんた、このゲームを作った会社の社員だったわよね？」

「う、うん、一応……」

「じゃあＩＤとか、そういうのを照合してみたってこと？　社員なら、当然、専用のアバターだろうし。やっとハッキングが成功して、この子が別人だと判明したとか？」

「え、えっと……」

　どこか歯切れの悪いタマネに、さすがのヒノカも業ごうを煮にやしたと思われ、怒ど鳴なりつけるとまではいかずとも、少々高圧的に返答を促うながした。

「何？　言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ」

「う、うぅ……」

　これにびくっと肩かたを震ふるわせたタマネは、俯うつむき、そのつぶらな瞳ひとみに、薄うつすらと涙なみだを浮うかべながら言った。




「……そ、そう言われても……わ、わたし、その……社員は社員でも……〝新入〟の方の社員なんで……」




「「「「……はっ？」」」」

　揃って目を瞬しばたたかせるミナトたちに、タマネは両手の人差し指同士をつんつんさせながら、申し訳なさそうに続けた。

「だ、だから社員用のアバターとか、そういうのは持ってなくて……。というより、このゲームが公開された時は、わたし、プログラミングのお勉強をしていたから、基本的に関わっていないと言いますか……」

「「「「……」」」」

「で、でも入社前からここちゃんとお友だちだったのは本当で……。ずっと一緒に働きたいと思っていたから、信じたくなかったというか……。どうにか無実を証明したいという一心で、ようやく会えたと思ったら、なんだか普通に楽しそうにしてるし……。なので、こっちの気も知らずにとつい感情的に……」

「つまりなんの確証もなく、ただの勢いと勘かんだけでココを疑ったと？」

　シーナのまとめに、タマネは「うぅ、ごめんなさい……」と涙目で謝罪する。

「ま、まあいいじゃないですか。タマちゃんさんが綾あや瀬せ川がわさんを大事だというのは、本当のことですし。でもどうして私が別人かもしれないと思ったんです？」

　ココの問いに、ヒノカも頷うなずく。

「そう、それよ。アバターも普通だって言うのなら、当然、ハッキングも出来ないでしょうし、何か別の理由があるんでしょ？」

　そう問われたタマネは、「……うん」と小さく頷いて言った。

「わたしの知るここちゃんと、今のココちゃんは、顔と声以外の共通点がまったくなくてね。それだけなら、演技かもって思ってたんだけど、ココちゃんは記き憶おくを失ってるんだよね……？」

「あ、はい」

「うん。なのに、元のここちゃんっぽいものが何も残っていないどころか、私の知るここちゃんってさ、どんなに嬉うれしいことがあっても、あんな風に、心から笑うような子じゃなかったんだ。確かに付き合いはそんなに長くはないけれど、それでも二人で色々なことを相談し合ったし、出会ってからは、いつも一緒にいるような感じだったから、これだけは自信を持って言えると思う。演技ならなおのこと──あの子はあんな風には笑わない」

「え、えっと、つまりどういうことでしょうか……？」

　タマネの言う意味がよく分からなかったのか、ココが救いを求めるような瞳を向けてくる。

　これにやれやれと肩を落としたミナトは、ココにも分かりやすいよう要約してやった。

「要はあれだ。全部知っていて演技をしてるなら、今のココのような笑え顔がおは絶対に見せないし、本当に記憶を失って、素すの彼女に戻もどっているのなら、何かしら元の〝綾瀬川ここ〟らしさが残っているはず──だけど、今のココはどちらにも当てはまらないってことだ」

「あ、なるほど」

　ようやく合が点てんがいったとばかりに、ココがぱんっと両手を叩たたいていると、タマネは小さくなりながら、再び頭を下げてきた。

「だから本当にごめんなさい……。その、疑っちゃって……」

「いえいえ、もういいんですよぅ。私がゼロさんじゃないって分かっただけで、十分満足なんですから」

「うぅ、ありがとう、ココちゃん……」

　ココの言葉に感極きわまり、タマネは瞳をうるませる。

　最中、シーナは腕うでを組みながら疑問を呈ていした。

「しかしそうなると、記憶を失ったココに、彼女と瓜うり二ふたつで、この世界を創つくった綾瀬川ここ、そして同じくこの世界の〝創造主〟を名乗り、デスゲームを引き起こしたゼロ──この三人は繫つながっているようで、まったく関かかわり合いがないかもしれないというわけか」

「話だけ聞くと、完全にクロっぽいのにね。一体どういうことなのかしら？」

「まあ少なくとも、私の無実が証明されたので大満足ですっ。やっぱりおっぱいは正義でしたねっ」

「「……ちっ」」

「それ、絶対アバターをいじってると思ってたんだけどなぁ……」

　ぶるるんっ、といつも以上にお胸を張るココに、小こ振ぶりな方々から、怒いかりの舌打ちが飛んでくる。

　ゼロの正体は未だに不明だが、ココが無実だと証明されたのは、本当によかったと思う。

　これで心置きなく、これからの生活も楽しめることだろう。

　タマネにとっては、胸にもやもやの残る結果となってしまったが、約束通り、今度一緒にパーティーでも組んで、何か楽しませてやろうと思う。

　せっかく知り合うことが出来たのだ。

　それくらいはさせて貰ってもいいだろう。

　そうミナトは一人頷き、内心「これで一段落だな」と微び笑しようしていたのだが、




「──じゃあ約束通り、償つぐないの意味も含ふくめて、今日からここに住まわせて貰うね」




「「「「……えっ？」」」」

　突とつ如じよタマネがそんなことを言い始め、一同は目が点になった。

「だってミナトくんが、〝償いたいならうちに来い〟って言ってくれたし、わたしがいれば、〝先のエリアにも行ける〟って言ってたから、じゃあ是ぜ非ひお世話になろうかなって。あのイベントに参加したのも、元々パーティーメンバーを募ぼ集しゆうしてたからだよね？」

「いや、まあそうなんだけど……」

「ならわたしが皆みんなの力になるよ！　で、皆に許して貰えるよう一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばるから、これからよろしくね！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、そう笑顔を向けてくるタマネに、一同は「いや、別にもう許してるんですけど……」と啞あ然ぜんとしていたのだが、そろそろこのパターンにも慣れてきたと思われ、ヒノカは嘆たん息そくしながら言った。

「……はあ、どうせまた増えると思ってたわ」

「いや、〝また〟ってなんだよ……」

「まあ、時系列的に私であろう。何せ、ヒノカは出会いこそ早い癖くせに、親密度は最下位だからな。やれやれ」

「な、なんですって!?　そういうあんたは何位だってのよ!?」

　煽あおり耐たい性せい〝０〟のヒノカに、そう問われたシーナは、自信満々に薄うすい胸を張って言った。

「決まっているだろう？　堂々のい」

「二位ですよねっ。だって一位は私以外ありえませんものっ」

　まるでシーナの胸を上書きするかの如ごとく、ぼよよんっとココの胸が跳はねる。

「……」

　ココに発言を止められたシーナは、しばし固まっていたかと思うと、何事もなかったかのように言い直した。

「……一位だ」

　が。

「……ぷっ」

「ぐ……っ」

　一度止められた以上、先ほどまでの煽り効果はなく、ヒノカもぷーくすくすと笑いを抑おさえるのに必死のようだった。

　最中、ココは絶賛放置中だったタマネの肩を、ぽんっと叩きながら微笑んだ。

「というわけで、タマちゃんさんは〝四位〟から開始ですので」

「え、ええ!?　四位!?」

　ずんむりと両目が飛び出しそうになるタマネ。

　あれはきっと四位うんぬん以前に、何な故ぜかランキング制度に巻き込まれている、現状に対しての驚おどろきでもあるのだろう。

「え、よ、四位ってどういうこと!?　まさか一位にならないと償わせて貰えないとか!?」

「ふっふっふっ、それはまあとくに関係ないのですが、とにかく残念でしたねっ。何せ、一位はこの最強の新にい妻づま──ココさんなんですからっ。どう足あ搔がいても絶望しかありませんっ」

「ぐ、ぐぬぬ……っ。で、でもわたし、絶対に負けないからねっ！」

「……」

　え、何これ……。

　話題の中心にいるにもかかわらず、完全に蚊か帳やの外だったミナトは、ずーんっと白目をむいてそんなことを思う。

「やれやれ、一位の私を差し置いて気楽なものだ。そうは思わないかね？　繰くり上がり三位のののか氏」

「誰だれが〝繰り上がり三位〟よ!?　っていうか、本名で呼ばないでくれる!?　それ以前に、パートナーであるあたしは、ミナトと同じ位置にいるの。だったら順位なんて関係あるわけないでしょ？　どうしても順位を付けたいって言うのなら、あたしたちを頂点として、残りは〝以下略〟ってとこね」

「ほう？　この私が〝以下略〟だと？」

　しかもこっちはこっちでなんか盛り上がってるし……。

　はあ……、と静かに肩を落としたミナトは、未いまだがやがやと騒そう々ぞうしい女子たちの様子を尻しり目めに、傍かたわらでミルクを舐なめていたマル子に言う。

「もうお前が一位ってことでいいんじゃないかな……」

『……キュウ？』

　当然、マル子は不思議そうな顔で、じっとこちらを見つめていたのだった。




　その夜、ミナトが就しゆう寝しんしようと横になっていると、むにゅりと柔やわらかい感かん触しよくが右みぎ腕うでに広がった。

　いつも通り、ココのやつがベッドに入ってきたのだろう。

　もう少ししたら、シーナも現れるだろうし、また寝ね不ぶ足そく決定だなと諦あきらめていたミナトだったが、今日は少々様子が違ちがっているようだった。

　というのも、いつまで経ってもシーナが現れないのだ。

　タマネが登場してからは、シーナからのスキンシップも増えていたので、てっきり今日も現れるかと思っていたのだが、どうやら予想が外れたらしい。

「君と離はなれると～」と口くち癖ぐせのように言っていたシーナにしては珍めずらしいな、とミナトが少しでも寝ねられるよう、瞳ひとみを閉じていると、




「……ミナトさん、起きてますか？」




「……うん？」

　ふとココから声をかけられ、再びまぶたを開けた。

　見れば、ココはほのかに赤い顔で、じっとこちらを見上げているではないか。

「──っ!?」

　どきっとミナトの鼓こ動どうが高鳴り、顔にも熱がこもっていく。

　ココってこんなに可愛かったっけ……、と堪たまらず視線を逸そらすミナトに、ココはほんわかと微笑ほほえみながら言った。

「えへへ、今日はタマちゃんさんにお願いして、二人きりにして貰もらっちゃいましたっ」

「そ、そうなのか？」

「はい、シーナさんには申し訳ないと思ったんですけど、でもどうしてもミナトさんにお伝えしたいことがあったので……」

「そ、そうか」

　なるほど、だからシーナが現れなかったわけだ。

　きっと今いま頃ごろは、タマネに羽は交がい締じめにでもされているに違いない。

　しかしそうまでして伝えたいことというのは、一体なんなのだろうか。

　よほど重要なことだと思われ、ミナトは絶対に聞きき逃のがさないよう、ココの話に耳みみを傾かたむけ続ける。

　と。

「実はその、ちゃんとお礼を言いたくてですね……」

「お礼？」

「はい。その、私がゼロさんじゃないかって疑われた時、ミナトさんは私のことを信じてくれて、優しく元気づけてくれたじゃないですか？」

「まあ、な。でもそれならもう十分お礼を言って貰ったし、ヒノカやシーナも、お前がゼロじゃないって信じてたぞ？」

「ええ、それはとても嬉うれしく思っていますし、ありがたいとも思っています。でも、それでも私は、ミナトさんが信じてくれたことが、何よりも嬉しかったんです」

「お、おう、そうか……。それはなんだ……その、よかったよ」

「はいっ。ですから、今日こうしてタマちゃんさんのお口から、別人だということが分かって、ミナトさんにはどうしてもお礼を言いたかったんです」

「そ、そうか。そういうことなら……うん。どういたしまして。というか、わざわざありがとな」

　ミナトがそう感謝の意を伝えると、ココは嬉しそうに「はいっ」と微笑み、彼の右腕をより一層ぎゅっと抱かかえてきた。

　その柔らかすぎる感触に、思わず鼻血が出そうになったミナトだったが、そこは男の意地として、努めて冷静を装い続けていた。

「えへへ、これからも一いつ緒しよにいてくださいね、ミナトさん……」

「おう、分かったよ」

「……はぅ……ミナトさん、大好きですぅ……。おやすみなさい……すー……」

　いつもなら、この添そい寝も割と本気で勘かん弁べんして欲しいと思うところなのだが、こんなにも嬉しそうな顔をされては、その思いを無下にするわけにもいかない。

　だからまあ、今日くらいはよしとしてもいいだろう。

　なんか、こっちも眠ねむれそうな気がするし。

　そう考えながら、ミナトはすでに静かな寝ね息いきを立て始めているココに、ふっと口元を和らげる。
















　──ああ、おやすみ、と。










　　あとがき




　まず拙せつ作さくをお手に取ってくださったこと、そして皆みなさまのおかげで、こうして続刊を出すことが出来ました上、一巻に重版までかかりましたことを、厚くお礼申し上げます！

　本当にありがとうございました！

　と、お久しぶりです、草くさ薙なぎです。

　一巻の発売が一二月でしたので、年を跨またいで四ヶ月ぶりくらいになるのでしょうか。

　いやはや、すっかり春ですね。

　今年はゆっくりとお花見などをしたいところではありますが、私は札さつ幌ぽろ在住なので、桜が咲さくまでには、もう少しかかりそうです。

　というわけで、今回もあとがきを三ページほど頂ちよう戴だいすることが出来ましたので、簡単に内容のご紹しよう介かいなどをさせていただければと思います。




　さてさて、前回のラストで驚きよう愕がくの事実があきらかになったわけですが、それに伴ともない、今回はココをゼロだと疑う少女──タマネが現れます！

　同時に、ミナトたちは先のエリアへと進むため、戦力を補強しようとするのですが、デスゲーム開始から二ヶ月ほどが経たったということもあってか、仲間集めも一ひと筋すじ縄なわではいかず……。

　最中、ギルド主しゆ催さいのパーティーメンバー募ぼ集しゆうイベントを目にしたミナトたちは、装備品やアイテム類などを付加価値とした、他パーティーの募集告知とは違ちがい、〝美お味いしいもので釣つろう作戦〟を開始することになります！

　が、もちろん集める食材は、どれも入手難易度が高く、さらには、タマネがココを自首させるため、彼女の愛するミナトを籠ろう絡らくし始め──っ!?




　というような感じで、今回もおバカだけど憎にくめないキャラたちが、まったりと色々なことに挑ちよう戦せんしつつも、ちょっとした騒そう動どうに巻き込まれたりします！

　前回同様、難しく考えずに読める内容になっておりますので、気軽に楽しんでいただけたら幸いです！

　すでにご存じだとは思いますが、カバー絵もまた素晴らしい出来ですからね！

　いや、本当にこの爽さわやかな感じが、見ていて癒いやされると言いますか……。

　前回のココも十分可愛かわいかったのですが、今回のヒノカもまた実にけしからんですな！　ええ、まったく以もつてけしからんです！

　しかしこの流れですと、もしかしたら次巻は、シーナのけしからん姿が見られるのでは……？

　もしくはミナトのけしからんおケツという可能性がなきにしも……？

　ともあれ、口絵や挿さし絵えともども、是ぜ非ひ是ぜ非ひ作品をお楽しみいただければと思います！




　そんな感じで、またしても名残なごり惜おしい限りですが、謝辞の方へと移らせていただきたく思います。

　今回も至極素敵なイラストで、作品を彩いろどってくださった、絵師の庄しよう名な泉みつ石いしさま。

　重版のご報告をともに喜んでくださった、担当のＴさま。

　作品づくりに携たずさわってくださった、全ての皆さま。

　そして今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御お礼れいを申し上げたいと思います。

　願わくば、また次の機会にお会い出来ますことを。





二〇一七年三月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ










草薙アキ

●くさなぎあき



１９８６年に生をうけた、群馬県民と北海道民のハーフ。今回、ミナトたちは新しいパーティーメンバーを募集するため、〝究極のグルメ〟を作ることになります！　が、そこに〝ゼロの正体はココ〟だと言う新たなる美少女が現れて──!?　と、そんな本作をどうぞよろしくお願いいたします！


















カバー・口絵・本文イラスト／庄名泉石

カバーデザイン／アフターグロウ
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